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    ＣＨＡＲＡＴＥＲＳ


    



    軒原拓馬（TAKUMA NOKIHARA）…聖ひじりヶが原はら学がく園えん高等部二年Ｃ組。風紀委員。
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     Ｐｒｏｌｏｇｕｅ：木刀×弓矢×ア○ルビーズヌンチャク


    



    「衣い舞ぶ、準備はいいですか？」


    　聖ひじりヶが原はら学がく園えん部室棟。とある空き部屋の前、軒のき原はら拓たく馬まは腰に差した木刀を指でなぞりつつ、傍かたわらの小こ瀬せ村むら衣舞に声をかけた。


    「えぇ。こんな愚ぐにもつかない仕事、さっさと終わらせてしまうわよ」


    　冷ややかに答えた衣舞は、肩に掛けていた和弓を手にし、腰に下げた矢筒の蓋ふたを開ける。


    　木刀を差している拓馬にも言えることだが、学校の制服と和弓とは妙な組み合わせである。しかしそのスラリと流線美を描えがく体型ゆえか、それとも非の打ちどころが無い器量ゆえか、不思議と制服姿の衣舞と和弓は馴な染じんでおり、その凜りんとした立ち姿には頼もしさすら感じる。


    「風紀委員会だ！」


    　拓馬は鋭するどく名乗りを上げながら、部屋の中へ押し入った。衣舞もそれに続く。


    「ッ!?　拓馬さん!?」


    　中にいたのは高等部の男子生徒が一人。彼は拓馬らの突入に慌あわてふためき、その拍子で自身を囲んでいた数十冊という雑誌の山を崩した。


    　ここは本来空き部屋である。使用許可など出ていないのでそもそもこの部屋に人がいること自体がおかしいのだが、この男子生徒が犯した罪は他にある。


    「校則第九条〝風紀委員会による校則違反行為調査、認定、並びに懲ちよう戒かいの執しつ行こう権けん限げん〟に基づき、第二条〝学内における所持物の規定〟に抵てい触しよくする持ち込み禁止物の調査を執とり行おこなう」


    　聖ひじりヶが原はら学園では雑誌や漫画などの他にも携帯電話、ゲーム機、オーディオプレイヤーなどの電子機器、学校側が許可していない娯楽品、嗜し好こう品ひんの持ち込みを一切禁止している。ゆえに、せいぜい一、二冊なら単なる没収で済むところだが、これだけ大量の雑誌をため込んでいたとあっては懲罰ペナルテイは免まぬがれないし、その雑誌が成人指定のエロ本とあってはなおさらだ。


    　床に散らかった雑誌上で躍る、あられもない女性の痴ち態たい──拓たく馬まは慌あわてて目を逸そらし、咳せき払ばらいを一つしてから淡々とその旨むねを告げた。


    　すると男子生徒は雑誌をその身でかばい、涙ながらに訴うつたえかけてくる。


    「この子たちがいったい何をしたっていうんですかー！　無味乾燥で閉鎖的な学園生活に笑いと感動と性的興奮を与えてくれてるんですよー!?　素晴らしいじゃないですかー！」


    　この手の校則違反を犯した者はみな口を揃そろえてこう言うのだ。


    『この学校は厳しすぎる。これくらいの娯楽がなければ退屈過ぎて死んでしまう』と──。


    　しかし拓馬にその理屈は通用しない。拓馬はメガネを直しながら言う。


    「馬ば鹿か馬鹿しい。その〝性的興奮〟とやらが貴き様さまに校則を破らせるのなら、それを助長する成人雑誌は悪道への手引書に相違ないではないか」


    「ぐ、く、クソ――！　俺おれのコレクションには指一本触れさせないぞ――！」


    　拓馬があっさり論破すると男子生徒は逆上。大ぶりの球が連なる数じゆ珠ずのようなものを懐ふところから取り出し、それをカンフー映画のヌンチャクもさながらにビュンビュンと振り回し始めた。


    「刮かつ目もくせよ！　これが、我が愛いとしのコレクションたちをお上かみの魔の手から守るために編み出した秘技〝ア◯ルビーズヌンチャク〟だぁぁぁ！　ホアチャァアアアアア！」


    「「…………」」


    　拓馬らを寄せ付けんとヒートアップする男子生徒。相当練習したのかそのヌンチャク捌さばきは見事である。


    　しかしそれを見る拓馬らの目は、もはや人に向けるものではない。完全に汚お物ぶつを見る目だ。


    　心底忌いま々いましげに衣い舞ぶが矢筒へ手を伸ばしたが、拓馬はそれを手で制し、柔らかく抜刀。


    　それはさも何でもないような一ひと薙なぎであったが、直後、竜巻のようなア◯ルビーズヌンチャクは「パキィン！」という硬質な音と共に弾はじけ飛んだ。


    「ほ、ホアァアアッ!?」


    　そして無防備になった男子生徒の脳天に下される、稲妻の如ごとき木刀の一振り。


    「ふん！」


    「ごはぁ！　──……た、……田た辺なべ死すとも、煩ぼん悩のうは死せず……！」


    　男子生徒はふざけた辞世の句を絞しぼり出し、ばたりと地に伏したのだった。


    　ちなみにこの男子生徒は田辺といって拓たく馬まと衣い舞ぶのクラスメイトであり、拓馬に至ってはルームメイトでもある。近頃挙動がおかしいと不審に思い拓馬が探りを入れたところ、この有あり様さまだったわけだ。前々から奇行が目立っていたし前科持ちでもあるのでさして驚きはしないが、これほど身近な男がこのような愚ぐ行こうを冒すなど、拓馬としては無む性しように情けなく、自分が悪いわけでもないのに恥じ入る気持ちで遣やり切れなくなる。


    「殺せぬ煩悩などない。重い懲罰ペナルテイを科せばきっとな」


    　そう拓馬が厳罰をほのめかすと、田辺は血相を変えてペラペラと言い逃のがれようとする。


    「……いやー、よくよく考えたら、今の一撃で煩悩死んだっす。目が覚めたっす。マジ女とか糞くそっすよ！　あーもう二度と見たくないわ！　視界に入ってきたらソッコー目ぇ逸そらしてやりますよ！　おっぱいなんか膨ふくらましちゃって女ってマジ馬ば鹿かじゃねーの？　──へぐッ!?」


    　しかしその口は強制的に閉じさせられた。衣舞がとどめとばかりに田辺のこめかみに矢を射ったのだ。ほぼゼロ距離で。


    「不愉快だわ。二度と私の前でその下げ劣れつな口を開かないで。次は殺すわよ」


    　そう吐き捨てられたセリフには、冷れい酷こくなまでの不快感と嫌けん悪お感が滲にじむ。普段からドライでクールな質たちとは言えど、ここまで感情を露あらわにするということはよほど田辺の戯ざれ言ごとが気に障さわったのだろう。特におっぱい云うん々ぬんのくだり。もともと衣舞は校則違反者に対し厳しいが、加えて貞てい操そう観かん念ねんが非常に強いので、性的な言げん動どうをおおっぴらにするような者に対してはとりわけ容よう赦しやがない。エロ雑誌を持ち込んだうえにセクハラ発言まで口にして、無事に済むはずがなかったのだ。


    　しかし衣舞にこっぴどく痛めつけられた点に関しては同情はすれど、それも自じ業ごう自じ得とくだと思うし、一切共感もできない。


    　田辺に限った話ではなく、なぜこういった手合いはルールというものを守れないのか。特にアダルト関連は青少年の健全な育成の妨さまたげになるからこそ法律で十八歳以下への販売が禁止されているのに、いわば毒物なのに、なぜ自みずからそんなものを求めるのか。


    　拓馬にはさっぱりわからない。


    「──ところで衣舞、田辺が振り回していたア○ルビーズとはいったい何だったのでしょうか」


    「さあ？」


    　わからない。

  



  
    


     Ｃｈａｐｔｅｒ．1：ネームノート　Ｎｏ　Ｎａｍｅ


    



    　市街地から車でおよそ四十分、周囲を山と海とで囲まれた陸の孤島。穏やかな白波たつ海沿いの小丘には、広大な敷地と潤じゆん沢たくな施設を誇る学校がある。それこそが拓たく馬まが在籍している全ぜん寮りよう制せい学校、聖ひじりヶが原はら学園。小中高一貫で、ミッション系であるために校内にはチャペルなども建てられており、校舎や諸施設の建築デザインにもその色が見て取れる。


    　気品と規律と健全性を重んじる校風は厳格ですらあり、それに伴ともなって校則も事細かに決められていて、生徒手帳の禁止事項の欄には小さな文字がびっしり。倫理規範はもとより礼儀作法から生活態度に至るまで厳しく教育をなされるのがこの学校の特徴だ。


    「今日きようは化学のノートの提出日です。男子は自分に、女子は衣い舞ぶに集めて下さい」


    　放課後の活気賑にぎわう二年Ｃ組の教室で、拓馬はクラスメイトたちに向けて声を張った。聖ヶ原学園における風紀委員とは生徒指導全般を担になう役職であり、このようなノート集めもまた拓馬の仕事である。


    「──辻つじヶが堂どうさん。化学のノートを提出してほしいのだけれど」


    　拓たく馬まが男子のノートを集めていると、クラスメイトたちの談笑の合間を縫ぬって冷淡なセリフが聞こえてきた。和なごやかで温かいこの教室の雰囲気で、唯ゆい一いつ氷点下を下回るその声こわ音ねの主は衣い舞ぶ。ふと見れば、机に突っ伏していた女子に対しノートの提出を催促しているようだ。しかも、


    「それと授業中の居眠りは感心しないわ。先生方に失礼だとは思わない？」


    　風紀委員としての説教を添えて。


    「……ごめんなさい」


    「前々から言おうと思っていたけれどあなた夜更かしでもしているの？　よく目の下にクマを作っているわね。生活態度を改めなさい」


    「はい……ごめんなさい……」


    　衣舞はその容姿こそ美しいものの、常に澄ました表情と毅き然ぜんとした態度でもって風紀委員の職務を全まつとうするものだから畏い怖ふの対象としてこのクラス──もとい、この学園に君くん臨りんしていたりする。一部の生徒からは絶大な支持を得ているという話も耳にしたことがあるが、あくまでそれは限定的なもの。実際辻つじヶが堂どうという女子生徒は心底恐縮したように肩を縮こませ、慌あわてて化学のノートをバッグから取り出した。


    「あそこまで言う必要もないでしょうに……」
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    　拓馬からしても衣舞の物言いはきつく聞こえたりするのだから、他の生徒からしたらなおさらだろう。拓馬が同情してつぶやくと、ノートを受け取った衣舞がつかつかと歩いてきて言い切った。


    「私は正論を言っただけよ」


    「聞こえてたんですか、耳いいですね。別に非難したわけではないですよ」


    　衣い舞ぶにも悪気があるわけではないことは知っているので拓たく馬まは穏おん便びんに済ませようとしたのだが、どうやらその態度が気に食わなかったらしく、


    「……コレ。女子の分もお願いするわ」


    　衣舞は眉み間けんに縦ジワを刻み、女子のノートをどんと拓馬の前に置いた。


    「クラス全員分を自分一人に持っていかせるつもりですか」


    「拓馬なら一人でも平気でしょ？　これしきのことに二人分の労力を割くのは非効率だわ」


    　そしてそれだけ言い捨てると、衣舞はぷいっとそっぽを向いて行ってしまった。


    　拓馬と衣舞の付き合いは小等部にまで遡さかのぼれるのだが、それだけ長い付き合いでも拓馬はよく衣舞を怒らせる。しかしずっとこの調子で慣れてしまったからか、「またか」と思いこそすれ不思議と衣舞への反感は微み塵じんもなく、拓馬は苦笑いでクラス全員分のノートの山を見上げるのだった。


    



    



    　拓馬はずしりと重いノートの山を、職員室のある中央棟へと運ぶ。中央棟は聖ひじりヶが原はら学園の校舎や施設群の中心に位置する建物で教職員室や特別教室が入っており、渡り廊下を介して高等部校舎や中等部校舎などと繫つながっている。いわばターミナルのような場所で、広いホールは小中高すべての生徒が行ゆき交っている。


    　そして拓馬が中央棟へと足を踏み入れた、まさにそのときだった。


    「ピリリリリリぃ～！　こらー！　こんなところでボール遊びなんかしちゃダメ～！」


    　甲かん高だかい警笛ホイツスルと年とし端はも行かぬ女の子の叱しつ声せいが聞こえたかと思うと、こちらにゴムボールが飛んできて、そのボールを追うのに夢中の男の子が一人、拓馬の懐ふところに突っ込んできた。


    「「どはぁ！」」


    　拓馬は咄とつ嗟さに避けることも出来ず、男の子と盛大に衝突。化学のノートと拓馬のメガネが宙に舞い、二人はもろともその場に倒れ込んだ。


    「め、メガネメガネ……」と、手探りでメガネを回収する拓馬。


    　そしてその事故現場に真っ先に駆かけ寄ってきたのは、首にホイッスルを下げたおさげの少女だった。


    「わ！　わ！　わ！　ご、ごめんなさい！　この子も悪気があったわけでは──って、拓兄にい!?　大丈夫!?　怪け我がはない!?」


    　この少女は、小等部四年の杉すぎ麗れい奈な。


    「えぇ、大丈夫です。問題ありません。それよりカイトがほっぺたを少し擦すりむいてますよ」


    　拓たく馬まが無事を告げると麗れい奈なはホッと胸をなで下ろしたが、すぐに、拓馬に突っ込んで来た男の子──小等部一年生のカイトに向き直って目を三角にした。


    「こらカイト！　そうやっていっつも怪け我がするようなことして！　危ないでしょ!?」


    「え～、今のはルミのコントロールに問題ありだよ～。女投げなんかするから～」


    　と、カイトが言い訳しながら指差すと、そちらから新たに三人の子供らがやって来たので麗奈はそちらにも叱しつ責せきする。


    「コントロールはさておき、ルミもここでボール遊びしちゃダメでしょ！」


    「カイトのアホ、人に責任押し付けよってからに。あとでほんま泣かす。──私のことはともかく、そもそもはボールを出したガクもあかんと思います～」


    　と、関西訛りで恨み言を吐きつつ、自分もしれっと責任転嫁するこの女の子はルミ。続けて麗奈は、自みずからの体よりも大きなリュックサックを背負った男の子──ガクを叱しかる。


    「ガク！　どうしてリュックサックからボールなんて出したの！　時と場所を選ばなくっちゃダメ！　カイトとルミが遊びだしちゃうことくらいわかるでしょ！」


    「しっしっし。俺おれはただ出しただけ。悪いのはカイトとルミ」


    　陰湿に笑うガク。ガクはそのリュックサックの中にやたらいろんな物をため込む習性があるため、場合によっては便利だが大抵はこのようにトラブルの元凶になっている。


    「ホントにもうあなた達ときたら……モエを見習って少しはおとなしく出来ないの？」


    　モエは、〝チャッピー〟というやたらリアルで生々しい赤ちゃんの人形をいつも抱っこしている女の子だ。


    　この子供らの中でもっともおとなしいため、麗奈はそう言ってモエを引き合いに出したが、しかし、


    「……麗奈姉ねえ、あんまりカリカリしないほうがいい」と、モエは周囲の宙空を見回しながら言う。


    「そういうわけにはいかないわ。ダメなものはちゃんとダメと言わないと」


    「……けど、麗奈姉の負の感情に誘われて良くないものが寄ってきてる」


    「ひぃ!?　こ、怖いこと言わないで！」


    　モエは霊感少女で、彼女の周囲では怪現象が絶えない。


    　カイト、ルミ、ガク、モエの小等部一年生四人組とそれを監督する麗奈は、合わせて〝カルガモ〟の愛称で学園のマスコット的存在として親しまれている。その名の由来はいわずもがな、麗奈が四人を率ひきいて学園内をうろちょろしている姿がカルガモの親子のように見えるからだ。小等部は極ごく々ごく少人数しか生徒を採っておらず、全学年を合わせても三十人もいないので、このように上級生が下級生の面倒を見るのはいわば聖ひじりヶが原はら学園小等部の慣習なのだ。もっともこの一年生四人組に限ってはあまりのやんちゃっぷりに最上級生がさじを投げたため、一番面倒見が良い麗奈がこうして世話をしているというわけだ。実際のところ、麗奈ほどの適役は他にいないと拓たく馬まも思う。


    「ともかくカイトは拓兄にいに謝りなさい！」


    「…………」


    　意地を張ってなかなか謝ろうとしないカイトに対する扱あつかいも麗れい奈なは上う手まい。ふくれっ面つらでばつが悪そうにしているカイトに穏やかに微笑ほほえみ、ポンポンと頭を撫なで、


    「私も一緒に謝るから。ね？」


    「……ごめんなさい」


    　カイトの口から詫わびの言葉を引き出してのけたのだった。


    「はい。次からは気をつけましょうね。元気がいいのは悪いことではありませんから。──ガク、絆ばん創そう膏こうを出してくれますか？」


    「しっしっし、お安い御用」


    　拓馬はガクがリュックサックから取り出した絆創膏数枚を受け取り、カイトの頰ほおに貼はってやった。余りの絆創膏はくれるというので、ポケットの中に入れておく。


    　すると、カイトはニカッと笑って自みずから進んで散らばったノートを拾い集め始め、残る三人も当然のようにそれに続く。確かにやんちゃではあるが、根は素直でいい子らなのだ。そしてそんなカルガモの姿に、しつけ係の麗奈もうれしそうだ。


    「相変わらずいいお姉ちゃんをやってますね」


    「お姉ちゃんどころかこれじゃあまるで母親よ。目を離すとすぐイタズラするし、面倒を見る人が他にいないから本当に大変だわ」


    　やれやれとついたため息からは気苦労も窺うかがえるが、しかしふふんと得意げに張った胸を見る限りまんざらでもなさそうで、そんな麗奈が何とも愛らしく、拓馬は麗奈の頭をポンポンと撫でてやった。すると麗奈はにししと笑い、意味ありげな視線を拓馬によこす。


    「あーあ、私の他にもう一人、お父さん代わりになってくれるような人はいないものかしら」


    「…………？」


    　その言葉の意味がわからずきょとんとする拓馬に、麗奈はつんと口を尖とがらせる。


    「ここで『だったら俺おれが』って名乗りを上げるのが甲か斐い性しようだと思うわ」


    「はっは、これはすみません。そうですね、自分が父親で、麗奈が母親で、あの子らが息子と娘ですね」


    　麗奈の意図するところを把握し拓馬が調子を合わせてやると、麗奈はキラキラと瞳ひとみを輝かがやかせる。


    「うん！　とっても素敵だわ！　良い家族になりそうね」


    　カルガモの世話役とはいえど麗奈もまだ子供。ちょっとままごとに付き合ってやっただけでこんなに喜んでくれるとは可愛いものである。普段風紀委員として気を張っている拓馬にとって、カルガモたちとのこうした触れ合いは安らぎと和なごみのひとときだ。


    「──うお!?　なんだこれなんだこれ！　あははははは！」


    「あちゃー、エグいことしとんなぁ」


    「知ってる。これは、『保健体育』」


    「しっしっし、ゲット」


    　と、気づけば何やらカルガモが、一冊のノートを開いてワーキャー盛り上がっている。ガクなんてそれを自分のリュックサックに納めようとしてる。


    　化学のノート一冊で何を騒いでいるのだか……。拓たく馬まはカルガモからそのノートをひょいと抜き取ってパラパラとめくってみた。そして、


    「こらこらガク、自分のものにしないで下さい。それにモエ、これは保健体育のノートじゃなくて化学といってですね──って、な、なんですかこれは!?」


    　驚きよう愕がく。


    「拓兄にい？　何が書かれてるの？　──って、いや！　いやぁぁ！　な、ななな何よこれ！」


    　横から覗のぞき見してきた麗れい奈なも驚愕。そして赤面。


    「み、見てはいけません麗奈！」


    　拓馬は大おお慌あわてでノートを閉じて麗奈たちから後ずさった。しかし拓馬の脳のう裏りにははっきりとノートの内容が焼き付いている。


    　何の変哲もない化学のノートと思われたその中に描えがかれていたのは、若い男だった。


    　それもただの若い男ではない。少女漫画タッチな絵柄で描かれた、ちょっとキラキラした感じの男。それが二人。


    　そして二人のキラキラした感じの男が何をしていたかというと、一方の男がネクタイでもってもう一方の男の手を縛しばり上げ、目隠しし、服をはだけさせてその男のそそり立つイチモツを握っていたのだ！　あまつさえ、うっとりと！


    　いったいなぜこのようなものが化学のノートに紛まぎれている!?


    「ピリリリリィ～～～！　て、ててて撤てつ退たい撤退ぃ～～！　みんな私についてきなさ～～い！」


    　それが何であるかはわからないまでも非常にまずいものを目撃してしまったことだけは麗奈にも理解できたようで、ホイッスルを吹き鳴らし、カルガモを連れてピューッと飛んでいってしまった。


    「…………」


    　一人その場に残されて、呆ぼう然ぜんとする拓馬。あまりにも衝しよう撃げき的なノートの内容に思考回路が飛びかけたが、気を落ち着かせて再考する。


    　拓馬とて鬼ではない。ただの落書きならばそのままノートを持ち主に返すところである。しかしこのノート、落書きと呼ぶにはあまりにも力が入っているし、内容は男色である。百歩譲って男と女の絡み合いならばまだわかる。しかしこのノートは男と男、男色である。パラパラとページをめくってみる。全ページにわたり、執しつ拗ようなまでに男色である。ブレず妥協せず包み隠さず、男色一色の男色尽くしである。


    「……これは見過ごすわけにはいきませんね」


    　まず先立ったのは、圧倒的な生理的嫌けん悪お感。頭の奥がグズグズと溶けてしまいそうだ。


    　そして後を追うのは実際にこれを描かいた者への得え体たいのしれない恐怖と危機感。このようなものを嗜し好こうする人間が理解できず、同じ人間とすら思えず、ただただその異常性に狂気を感じる。


    　こんなにも過激で歪ゆがんでいる漫画を描くなど、倫理的に許されるわけがない。人格の矯きよう正せいが必要なレベルだ。


    　風紀の乱れの気配を嗅かぎとった拓たく馬まは、学園の秩序の番人たる風紀委員として動き始めた。


    



    



    　化学教師でありクラスの副担任でもある倉くら沢さわ綾あや子こに化学のノートを提出がてら、拓馬は先ほどのおぞましいノートの存在を耳打ちした。すると倉沢は血相を変えて、すぐに校長のもとへ指示を仰あおぎに行くようにと拓馬に告げたのだった。


    　生徒からの相談をいきなり学園の長たる校長に丸投げするという倉沢の判断は、実は正しい。というのも、風紀委員会は校長直属の組織であり、いわば校長こそが風紀委員会の最高責任者なのである。


    「──持ち込みを禁じている漫画を自作するなんて許されません。ましてやその内容が神の摂せつ理りに反する同性愛など以もつての外ほかです」


    　中央棟最上階、職員室のそれとは違い高級な調度品で設しつらえられた校長室──マホガニーデスクに座した女性が、変態性極まりない漫画の描かれたノートを広げて厳おごそかに言った。齢よわいは五十をゆうに超えて、事実肉体的な老化の兆きざしも見えているというのに、その鋭するどい面おも持もちと眼まな差ざしからは気勢の衰おとろえをまったく感じさせない。さながら軍師の風格漂ただようこの初老の女性こそが斉さい木き翔しよう子こ校長である。


    「同感です」


    「魔が差した生徒がいるのでしょう。捜し出せるようであれば捜し出して懲罰ペナルテイを与えなさい。しかし不要な混乱を招きかねませんから、この件に関しては決して表おもて沙ざ汰たにはしないよう留意して下さい。他の風紀委員や先生方にも他た言ごん無用。あくまで単独捜査に徹するように。とはいえ深追いする必要もまたありません。ノートの持ち主を見つけられなかったとしても、それはそれで構いませんから」


    「わかりました」


    　拓馬は恭うやうやしく一礼する。そして一息つくと風紀委員としての体裁を解き、頰ほおを緩ゆるめた。


    「ところで、さきほど倉沢先生から伺うかがったのですが、出張なさるとか」


    　するとそれまで険けわしい表情だった斉木も応じるように目め尻じりを下げて、それこそ孫にでも向けるような温かい微笑ほほえみを浮かべた。


    「えぇ、姉妹教会との会合と婦人会での定例報告会、児童養護施設の視察、それに今回は海外出張もあるのでＧＷゴールデンウイーク明けまで学校を空けることになります。ですから先ほどの件の報告は帰ってきてから」


    「相変わらずお忙しそうですね。お体には気をつけて下さい」


    「ふふ、ありがとう。あなたのような生徒が留守を預かってくれるから、私は安心してこの学園を離れられる。頼りにしてますよ、拓たく馬ま」


    　校長、そして風紀委員会の最高責任者という立場上、斉さい木きは厳格な態度でいることが多いが、小等部の頃からお世話になっている拓馬はよく知っている。斉木は誰よりもこの学園の生徒たちのことを考えていて、とても優しい人なのだ。そして個人的に、一生かけても返しきれないほどの恩義も斉木にはある。そんな斉木に「頼りにしている」と言われたのだ。純粋にうれしく、このノートの一件も張り切らずにはいられない。


    「──あ、の、軒のき原はらくん。校長先生はなんて？」


    　校長室を後にして職員室へ戻ると、報告を待ちわびていた様子の倉くら沢さわに尋ねられた。拓馬は答えると共に、こちらからも質問をする。


    「はい。決して表おもて沙ざ汰たにはせず、自分一人にできる範囲で持ち主を捜し出し、懲罰ペナルテイを与えろとのことです。そこで倉沢先生、一つお尋ねしたいのですが、化学のノートは全員分提出されていましたか？」


    「え？」


    「もし化学のノートと間違えてこのノートを提出したのだとしたら、今化学のノートを提出していない者こそがきっとノートの持ち主なのでしょう」


    「あ、あー、なるほど……そっかそっか、頭いいですね。あの、けど、化学のノートは、全員分提出されていましたよ？」


    　となると化学のノートと間違えて提出したわけではないようだ。ではなぜこのようなものが紛まぎれ込んでいたのだろうか。謎なぞは深まる。

  



  
    


     Ｃｈａｐｔｅｒ．2：ダバダバダ


    



    　たとえば机から消しゴムを落としてしまった女子がいたとする。それを条件反射的に拾ってあげようとする男子がいたとする。女子もまた自みずから消しゴムを拾おうとしたため、男子とおでこをこつんとぶつけてしまい、目と目を合わせてはにかみ合う──そんな場面を目まの当たりにしたら、あなたはどうするだろうか。


    　さして興味も感想も抱いだかず見ているだけ？　または面白いものを見たとほっこり微笑ほほえむ？　それとも何を青春してやがるんだと毒づく？


    　示す反応は人それぞれあろうなか、中等部三年Ｄ組、軒のき原はら辰たつ巳みはどうしたかというと──


    「──……ダバダバダ、ダバダバタ♪　シャーテートゥー、ババダバダ、ババダバダ♪」


    　フランシス・レイの『男と女』を口ずさんでやった。


    　無論、ちゃかし半分冷やかし半分のほんの冗談である。実際おでこを小突きあった当人たちも、気恥ずかしそうにしながらもケラケラ笑ってくれた。だから辰巳はもう一言。


    「次、おでこじゃなくてマウストゥーマウスだったらエンダァァァァアアアイヤァァアアアアって歌ってやるから頑張れ！」


    　そう、これだって冗談のつもりだったのだ。


    　にもかかわらず、


    「──校則第一条第五項により禁止される〝生徒間における恋愛〟の煽動行為を確認。行為者、軒のき原はら辰たつ巳みに懲罰ペナルテイを科します」


    「げっ！」


    　たまたまその場に居合わせたクラスの風紀委員によって、辰巳は懲罰を科せられてしまった。


    　聖ひじりヶが原はら学園はとかく厳しい。その特色を端たん的てきに表わしている決まり事といえば、〝生徒間における恋愛の禁止〟──これだろう。貞てい操そう観かん念ねんを教育基盤とする聖ヶ原学園ならではの校則である。特定の人物への恋愛感情を口にしたり、行為で示したり、必要性のない男女間の身体接触は、この学園の生徒である限り許されざることなのだ。


    　そして今しがたの辰巳の行おこないは校則違反の煽せん動どう行為として認定されたため罰せられることになったわけだが、とはいえど、


    「ちょい待てよ！　いくら何でも今のは厳しすぎね!?」


    　辰巳が目を剝むくのも無理はない。雰囲気作りのＢＧＭを口ずさんだくらいで口頭注意をすっ飛ばして即処罰とはあんまりである。この程度ならジョークとして流すくらいの懐ふところの広さはさすがにあったはずだ。


    　が、どうやらこの風紀委員にも、辰巳に手厳しい処罰を下すだけの理由があるらしい。


    「辰巳くん、キミ、授業中に消しカスで練り消しを作って遊んでいたよね？」


    「……練り消しは遊びじゃねえ。アートだ！」


    　などと抗弁を振るう辰巳だが、辰巳が造形していたのは象さんである。


    「それとその、ゆるめたネクタイにだらしなく出したシャツ、腰ばきのズボン、これに関しては校則第五条に抵てい触しよくしていると再三注意しているはずだよ」


    「お前俺おれの腰の位置把握してるのかコラー！　俺の座高の高さナメんなよ！」


    　などと口では強気だが、辰巳はいそいそとネクタイをしめてズボンを上げる。


    「それらも含めての懲罰だから、サボらずしっかり全まつとうするように」


    　授業態度の悪さに服装の乱れ──つまりは軽微な校則違反が積もり積もって、ついにはお目こぼしの限度を超えてしまったというわけらしい。そしてそれを言われてしまうと正直のところ身に覚えがありすぎて、辰巳は諦てい観かんの微笑ほほえみを浮かべることしかできなかった。どうやら懲罰は免まぬがれそうもない。


    「お兄さんが泣くよ」


    　そうため息をつき去っていく風紀委員。その背中を、辰巳はベロを出して見送って、今しがたしめたばかりのネクタイをやれやれとゆるめるのだった。


    「兄貴がこの程度で泣くかっつーの」


    　粗野でひょうげた言げん動どうの数々──およそ聖ひじりヶが原はら学園の校風に似つかわしくないこの辰たつ巳みという生徒、実は風紀委員の鑑かがみとして名を馳はせる軒のき原はら拓たく馬まの実弟である。兄弟なだけに顔立ちこそは似通っているものの、凜り々りしく精せい悍かんな面おも持もちの拓馬とは対照的に、辰巳の人ひと懐なつっこい笑え顔がおにはいたずらめいた気力が宿る。そしてその顔つき同様に、中身も大分対照的だ。


    



    



    　風紀委員に見み咎とがめられ、懲罰ペナルテイを言い渡されたのが昼休みの出来事。懲罰の内容は中等部男子寮りようのドアノブ磨き。これが大浴場の掃除などならまだ一番風呂に与あずかれる役得もあるのだが、ドアノブ磨きなんてただただ地味で、何よりも単調作業というのが辰巳の性しように合わない。まさしく懲ちよう罰ばつ然ぜんとした苦く行ぎようである。


    　せめて話し相手の一人でも欲しいところだ。そこで放課後になってすぐ、辰巳は一人のクラスメイトに声をかけた。


    「おーい悠ゆう～。お前今日きようってなんか予定あんの？」


    「えっと、今日はちょっと……。どうして？」


    　ほっそりとした首、さらりと揺ゆれるショートカット、あどけなさの残る可か憐れんな顔立ち──辰巳の呼びかけに振り返ったのは、美少女と見み紛まがうほどに中性的な男子生徒、光みつ武たけ悠。美少女が男子の制服を着ているかのような悠のその艶あで姿すがたは中高男女分け隔へだてなく人気がある。


    　そう、いわば悠は聖ヶ原学園のアイドルなのである。ゆえに多少なりとも浮いた存在でもある。どことなく気を遣われていたり、それこそ愛あい玩がん動物か何かのようにしか扱あつかわれないことがままあったり……しかし、中等部一年生以来の付き合いである辰巳にとって悠はアイドルでも何でもなく、勝手知ったる仲の悪友。


    「また懲罰ペナルテイ貰もらっちゃって寮の掃除しなきゃいけないんだけど、手伝ってくんね？」


    　懲罰に付き合わせようとするくらいのわがままは日常茶さ飯はん事じだ。もっとも悠のほうも辰巳には遠慮がないので、つれなくそっぽを向くのだった。


    「懲罰ペナルテイなら自分一人の力でやってよね。手なんて貸したら僕まで拓馬さんに怒られちゃうよ」


    「いいじゃん兄貴に怒られるくらい。うれしいくせに」


    　辰巳がつついてやると、悠は赤面して取り乱す。


    「な、何言ってんのやめてよ！　全然うれしくないし！　拓馬さんに嫌われたくないもん」


    「は～あ、さいですか。あの堅かた物ぶつのどこがいいんだか」


    「あの実直さがカッコイイんじゃん！　もちろん衣い舞ぶさんもね。あの二人は最高のコンビだよ。僕もいつかは拓馬さんと衣舞さんを足して二で割ったような人になりたい」


    　そう言ってうっとりと空くうを見上げる悠に、辰巳は苦笑いしか浮かべられない。


    　悠は人からちやほやされるのが嫌で常々男らしくなりたいと思っているらしく、本学でハードボイルド刑事さながらの活躍をしている拓馬と衣舞に熱烈な憧どう憬けいを抱いだいている。言うなればあのコンビは悠ゆうにとってのヒーローで、目指すべき理想像なのだそうだ。しかし辰たつ巳みからしたらあの二人は融ゆう通ずうの利かない〝堅かた物ぶつ〟の象徴であり、理想像とはほど遠いので、悠があの二人に憧あこがれる気持ちには共感できないというわけだ。


    「あぁ～ドアノブ磨きとかかったりぃ～。片っ端から鼻くそ付けてやろうかな。鼻くそテロ」


    「そういうの本当にやめてね？」


    「……本当にやりかねないと思われたことに傷ついた。兄貴といいお前といい俺おれのことを何だと思ってる」


    　たわける辰巳とそれに合わせてやる悠──馴な染じみの二人の会話はいつもこんな感じである。


    　しかし今日きようはそこに、嫌味で悪意たっぷりなセリフが割って入ってきた。


    「──ちょっと風紀委員はいらっしゃらないの？　この下げ劣れつで低俗な戯ざれ言ごとを吐く男をさっさと島流しにしてくれないかしら」


    　心底人を馬ば鹿かにしたようなその物言いにうんざりしつつ、辰巳はセリフの主を振り返る。


    　お高くとまったような態度の女子数名。そしてそれらを取り巻きにした、一際鼻につく女──悠をも凌しのぐ学園のアイドルとして名高い美少女、絹きぬ針ばり蘭らんだ。


    「これから演劇部のお稽けい古こがありますの。さっさと道を開けてくださる？」


    　客観的に言えば、蘭の器量に文句の付けようはない。丹精込めて作られたドールのような相そう貌ぼうと肉体の造形は未成熟な瑞みず々みずしさと相まって、神こう々ごうしい輝かがやきすら放っている。さらには聖ひじりヶが原はら学園でも一大勢力を誇る演劇部の看板女優ときたもんだ。学園の男どもが鼻の下を伸ばすのも無理はない。


    　しかし中身はこの通り、高こう慢まんちきな腐れアマだ。取り巻きなんかには荷物持ちまでさせているのだから信じられない。いつか取り巻きによる取り巻きのための反乱とかが起きればいいなと、辰巳は常々思っている。


    　つまり辰巳は蘭のことが大嫌いなのだ。そしてそんな蘭に道を開けろと言われたものだから、


    「……ディーフェンス！　ディーフェンス！　ディーフェンス！　ディーフェンス！　──悠、お前も混ざれ！　ダブルチームだ！」


    　とりあえず深く腰を落とし、軽いフットワークで道を塞ふさいでおいた。


    「くっ、これだから小等部上がりは……！　つくづく癇かんに障さわる男ですわね！」


    「こっちのセリフだボケぇ」


    「もう。やめなよ辰巳」


    　悠には呆あきれられたが、蘭の表情を憎々しげに歪ゆがませてやれたのでざまぁない。辰巳がほくそ笑んでいると、蘭は悠に向き直る。


    「ふんっ。光みつ武たけ悠さん？　こんな男と一緒にいたらあなたの品位までをも疑われますわよ？　身分相応の交友関係をお築きになることを勧めますわ。私わたくしのようにね」


    　聖ヶ原学園はその特別な教育方針と環境ゆえ、実は上流階級のお家のご子息ご息女が割合多い。会社社長の箱入り娘や大地主の跡取り息子なんてのはザラにいる。そしてまれにそういう出しゆつ自じを鼻にかける奴やつもいるのだが、蘭らんはまさにその典型で、江戸より代々続く老舗しにせ呉服屋という家柄を引き合いにしていつも辰たつ巳みを蔑さげすんでくるのだ。うざいにもほどがある。


    　ちなみに悠ゆうもかなりいい家柄の出身なので、蘭からしたら辰巳とつるんでいることが不ふ可か解かいでならないらしい。だからこんなことを言う。


    「もしよろしければ私わたくしどもとお付き合いなさらない？　貴方あなたのような淑しとやかで端たん麗れいな方ならば男子とはいえ歓迎しますのに」


    　悠の引き抜きである。


    　これには黙っていられず辰巳が口を挟む。


    「おい、俺おれの女に妙なこと吹きこむな」


    「お、女じゃないし！　僕男だし！　──んもー肩持ってあげる気失うせた。知ーらない。辰巳なんて知らなーい」


    　もちろん冗談だったのだが、悠はほっぺたをぷくりと膨ふくらませ、ぷいっとそっぽを向いて行ってしまった。愛うい奴よのぉ。けどあとで謝っとこう。悠は怒ってもほっぺたを膨らませてつーんとするだけなのでまったく怖くはないが……むしろちょっと可愛いのだが、ちゃんと謝らないことには長引くのでそう心に決めた。


    「オホホホ、いい気味。前々から光みつ武たけ悠さんのご友人として貴方はふさわしくないと思っていましたの。このまま喧けん嘩か別れしてしまえばいいのですわ」


    　それにしても平然とクズいことを言うやつだ。


    「ぶっはっは。今のが喧嘩とか。お前、取り巻きばっかでまともな友達いないだろ」


    「あら、それは僻ひがみかしら？　粗暴な爪つま弾はじき者には取り巻きすらつかないですものね」


    「あぁ？」と、辰巳はガンを飛ばし、


    「なんですの？」と、蘭も怯ひるまず睨にらみ返す。


    「──絹きぬ針ばりさん、そろそろお時間のほうが」


    「ふん。そうでしたわね。こんなところで猿のお相手をしている暇ひまなんてないのでしたわね。参りましょう」


    　やがて荷物持ちをさせられている取り巻きに耳打ちされ、蘭はつんと澄まして去っていく。


    　一方的に絡まれて不快にさせられて、これはもはや貰もらい事故だ。いずれ何とかして一いつ矢し報むくいてやらねば気が済まない。


    　辰巳は何とかして絹針蘭の部屋のドアノブに鼻くそを付けられないかと方法を思案しつつ、懲罰ペナルテイをこなすために中等部男子寮りようへと向かった。

  



  
    


     Ｃｈａｐｔｅｒ．3：脳内解放区とひとつめの事件


    



    　放課後、拓たく馬まは教壇に立ってクラスメイトに問いかけた。


    「手を動かしながらで構わないので聞いて下さい。昨日きのう化学のノートの提出時に、誤って別のノートを出してしまった方はいないでしょうか。もしいたら、自分が預かっているので取りに来て下さい」


    　しかし大方の予想通り、ノートの持ち主は現れなかった。この学園の高等部二年生ともなれば、あんなおぞましい絵を描きためていると風紀委員に知れたら処罰されることはわかりきっているはずなので当然といえば当然だ。ちなみに何か手がかりはないものかと拓馬はノートの隅すみ々ずみまでもチェックしたが、成果は無し。やれ男が男のナニをナニしたり、やれ男がナニナニナニな感じで妊にん娠しんしたりという濃密な醜しゆう悪あくをまざまざと見せつけられてげんなりしただけだった。


    　斉さい木きは深追いすることもないと言っていたが、正直自分のクラスにこのような絵を描かく頭のおかしな人間がいるなど不快極まりなく、野放しにしようものならいずれ何らかの凶行に及ぶに違いない。何が何でも引っ捕らえてその歪ゆがんだ劣れつ情じようを更生させる必要があると、拓たく馬まはそう考えていた。そこで斉さい木きのお達しには少々背そむくことになるが、探り方を変更することにした。


    



    



    　全ぜん寮りよう制せいなだけあって聖ひじりヶが原はら学園の敷地内には十棟もの寮がある。


    　拓馬はそのうちの一つ、第一男子寮の裏手にやって来た。寮の裏など雑草が生おい茂るばかりで本来人ひと気けがあるような場所ではないのだが、今日きように限っては草刈りをしている一人の男子生徒がいた。部室棟の空き部屋にエロ雑誌をため込んで摘てき発はつされた、田た辺なべである。とりあえず鎌かまを持つ手は動かしているので存外素直に懲罰ペナルテイの除草作業に従事してはいるようだ。もっとも、真剣味には欠けているようだが……。


    「──……あと十束刈って振り向いたら蘭らんちゃんが冷たいジュースとタオルを持って立ってる……あと九束刈って後ろを振り向いたら蘭ちゃんが冷たいジュースとタオルを持って立ってるぅ～……ッ！」


    　拓馬の存在に気づいていないらしく、田辺はぶつぶつとそんなことを唱えながら親の仇かたきのように草を刈り取っていた。絹きぬ針ばり蘭がこんなとこにいるわけがないし、冷たいジュースとタオルを差し入れてくれるような甲か斐い甲が斐いしい女子でもない。そもそも田辺と蘭に直接的な面識があるとは思えない。しかしそんな夢見がちな願掛けでもして自みずからを奮ふるい立たせないとやってられないのだろう。よほど草刈りが堪こたえていると見える。


    「ラスト、一束ぁぁああ！　よしっ！　どうだ!?」


    　田辺は威勢よく拓馬を振り返った。そして拓馬を視し認にんした瞬間、


    「キエ――――――！」


    　くわっと目を見開き、わなわなと鎌を握りしめて奇声を上げた。


    「黙れ見苦しい」


    「──はっ！　す、すんません！　蘭ちゃんへの期待が高かったぶん、そこにいたのが拓馬さんだったものだから『お前かーい！』みたいな、『ムキーッ！』みたいな感じでつい取り乱しちゃって……衣い舞ぶ様だったら大歓迎だったんだけどなぁ……」


    「おい聞こえているぞ。しかし変わったやつだな。普通あれだけこっぴどくやられたら衣舞への苦手意識もあろうものなのに、自分よりも衣舞のほうがよかったのか」


    「苦手意識だなんて滅めつ相そうもないぃぃぃ！」


    「うお!?　なんだ急に大声出して！」


    　拓馬としては何となしの言及だったのだが、思いのほか食い気味に田辺は喋しやべりだす。


    「這はいつくばった状態から見上げたあの衣舞様の御お御み脚あし！　俺おれを蔑さげすむ冷たい目！　罵ば倒とう！　折せつ檻かん！　……ゾクゾクしたっす。しかも隠してたＨなコレクションが見つかっちゃって、それを聖ヶ原のドＳ系隠れアイドル・小こ瀬せ村むら衣舞様からなじられるだなんて、最高のシチュですよ！　聖ひじりヶが原はらのＭ男の夢そのものっすよ！　俺おれもう衣い舞ぶ様ファンから妬ねたまれちゃって大変っすよぅ～！　──あぁは～ん、思い出すだけで……ハァハァ……衣舞様……ハァハァ」


    「…………」


    　嬉き々きとして鼻の穴を膨ふくらませる田た辺なべ。しかし拓たく馬まからしたら幼おさな馴な染じみがそのような下げ衆すな目で見られているなど不快でしかなく、そもそもその被ひ虐ぎやく的な性せい癖へきからして不健全極まりなくて気持ちが悪い。衣舞が一部の生徒から絶大な支持を受けているという話は風の[image: ]うわさで聞いたことがあるが、その支持層というのがこのような輩やからだというのなら衣舞が不ふ憫びんでならない。


    　拓馬は支持者全員を駆く逐ちくしてやりたい衝しよう動どうに駆かられ、敵意と蔑さげすみの目を田辺に向ける。するとそれに気づいた田辺ははっと我に返り「しまった！」と慌あわてて口を噤つぐんだ。が、手遅れだ。


    「どうやら草刈りだけではその歪ゆがんだ性しよう根ねを叩たたき直すことはできないようだな。草刈りの後に聖書の写経も追加だ」


    「えぇええ!?　そんな殺せつ生しような！　ちょっとＭっ気をちらつかせただけじゃないすか！」


    「その歪いびつで不健全な欲望が悪徳の引き金となるんだ」


    　この期ごに及んで気き色しよくの悪い煩ぼん悩のうに囚とらわれているなど言ごん語ご道どう断だん。


    　草刈りで足りぬのなら写経でもして心を清めたほうがいい。


    「聖書の写経──あばばばば。想像しただけで手の側面が汚れるようだ」


    　聖書の写経には膨ぼう大だいな時間と労力がかかる。尊とうとい行おこないであることは間違いないのだが、田辺があばばば言い出すのも無理もない。そこで、拓馬は一つの取引を持ちかけた。


    「そうだろう？　手の側面は汚したくないよな。しかしそんなお前に朗ろう報ほうだ。もし有益な情報を提供してくれたら写経は免除してやろう」


    　ピクリと田辺の眉まゆが跳はねる。


    「有益な情報？　……っていうと、重じゆう曹そうで歯を磨くと歯がめっちゃ白くなる、とか？」


    「ほう。──いやいや『ほう』じゃない。そういう生活の知恵的なものではなくてだな、このノートを見てくれ。こいつをどう思う？」


    　そう言って、拓馬は件くだんのノートを田辺に手渡した。


    　はっきり言って、エロ雑誌を大量にため込んだり、マゾヒズムを嬉々として語ったりする田辺には本気で引く。心の底から気持ちが悪く、軽けい蔑べつと嫌けん悪おと排はい斥せきの対象でしかない。


    　が、しかし、蛇じやの道は蛇へび。下衆な案件の情報を引き出すには下衆な男に当たるに限る。斉さい木きの命めいには背そむくことになるが、どうしてもノートの持ち主を見つけ出したかった拓馬は、唯ゆい一いつ田辺にだけはノートの存在を明かしてみることにしたのだ。田辺たった一人ならこの件が表おもて沙ざ汰たになることもないだろうし、そもそも田辺こそがこのノートの持ち主なのではないかと睨にらんですらいたからだ。このような醜しゆう悪あくな性癖を持っていそうなクラスメイトといったら、思い当たるのは田辺くらいだからである。しかし、


    「ウホッ!?　すごい！　これってまさかネームノート!?　いや～上う手まいなぁ～」


    　この反応を見る限り田た辺なべはノートの持ち主ではなかったようだ。とはいえ、田辺に当たったのは正解だったらしい。拓たく馬まにとっては目を通すのも嫌だったノートを、田辺は興味津しん々しんで食い入ってほとほと感心したようにそう唸うなったのだ。


    「ネームノート？」


    　聞きなれない言葉を尋ね返すと、田辺は答える。


    「漫画の下書き、いわば設計図ってとこっすよ」


    「ほぉ、なるほどな。で、誰が描かいたものだ？」


    　田辺の説明に相あい槌づちを打ちつつ、それとなく追及。すると、


    「誰が描いたってそりゃあ、この内容と画力からして──あ」


    　田辺がよく口を滑らせるうっかり屋さんで本当に助かる。


    「よし、持ってるようだな。有益な情報」


    　拓馬は田辺の肩をがっちり押さえ、笑え顔がおで圧力をかけてやった。田辺の涙目が小気味良い。


    



    



    　すべてをお話しするからと田辺に連れてこられたのは図書館二階、地歴関連のコーナーだった。人がなんとかすれ違える程度の狭い間隔で棚が並ぶこの辺りは、図書館内でも特に人ひと気けがない。こんなところまで人を連れ出しておいて何を話すのかと思いきや、田辺が口にしたのは拓馬が想像だにしていなかったとんでもない事実だった。


    「──〝脳のう内ない解かい放ほう区く〟？」


    「えぇ。通称、〝脳のう解かい〟。そう名乗ってる集団がいて、自作の漫画──エロ同人誌を密造して秘ひ密みつ裏りに無料配布してるんすよ」


    　言いながら田辺は、革張りの書物を棚から抜く。それは、トリニダード・トバゴという聞いたこともないような国の歴史書なのだが、開いてみるとページの中央部が綺き麗れいに切り抜かれており、そこに入っていたのはわら半紙で作られた小冊子とペラが一枚。小冊子のほうは〝カタログ〟と呼ばれているものらしく、脳内解放区が提供する同人誌の内容と著者名がズラリと明記されている。そしてペラのほうが〝注文書〟。ここに欲しい同人誌のナンバーと脳内解放区から与えられる読者ＩＤを書きこむと、いつの間まにやら同人誌が机の中に投とう函かんされている仕組みなのだそうだ。そして無論、この脳内解放区のメンバーの正体は読者にも一切明かされていないらしい。


    「で、ほら、ここに〝憂鬱な修道女ブルー・シスター・作〟って書いてあるでしょう？　憂鬱な修道女ブルー・シスターってのは脳解の作家の一人っす。んで多分、絵柄と内容からしてあのネームノートは憂鬱な修道女ブルー・シスターのものじゃないかと……」


    　はみ出し者の修道士アウトキヤスト・ブラザー、東洋の痴女オリエンタル・ビツチ、箱庭の動物園ノア・ズー、謝人肉祭カニバル・フエス──いくつかのペンネームが並ぶ中、田辺は憂鬱な修道女ブルー・シスターというペンネームを指で叩たたいたのだった。


    「に、にわかには信じがたい話ですが……」


    　あまりにも衝しよう撃げき的な事実に、拓たく馬まは軽い眩暈めまいすら覚える。田た辺なべのような馬ば鹿か者ものは度たび々たび出るにしても学園の平へい穏おんは守られていると思っていたし、それは何よりも自身ら風紀委員会の活動の賜たまものだと自負していた。しかし田辺が知りうる限り、去年の夏明けにはすでに同人誌密造サークル〝脳のう内ない解かい放ほう区く〟は存在していたようだ。


    　つまりはただ、学園内での不穏な動きに気づかないでいただけ。まんまと校則違反者に出し抜かれていたわけだ。それが情けなくて悔くやしくて、同時にこの脳内解放区なる連中への憤いきどおりと危機感が湧わき上がり、拓馬は思わず声を荒らげた。


    「こんな不ふ埒らちなものが生徒間で流通しているなど由ゆ々ゆしき事態です！　風紀は乱れ、影響された者が性犯罪に走りかねません！」


    



    「わ、わわわ」


    　──ガタガタッ……、トスン！　バサバサバサッ……。


    



    　すぐ近く、一つか二つ隣の列からそんな音が。


    　拓馬はカタログと注文書を抜き取って、田辺と共にそちらへ行ってみる。


    　そこでは一人の女子生徒が、本を被かぶって尻しり餅もちをついていた。踏み台が倒れ床にも本が散乱しているという状況から、本をしまおうとしてバランスを崩したのであろうことが想像できた。しかも見知った顔である。拓馬のクラスメイト、辻つじヶが堂どう山やま吹ぶきだ。


    　あけすけに言ってしまうと地味というか暗いというか、山吹はクラスでもかなり存在感の希き薄はくな生徒である。背は高くもなければ低くもなく、特徴らしい特徴といえばその内気ですらある大人しさくらいだろうか。いつも休み時間は机に突っ伏しているようなイメージしかなく、そういえば衣い舞ぶにも叱しかられていたが、大抵目の下にクマを作っている。拓馬は会話らしい会話をしたことがなかったし、山吹がクラスメイトと談笑しているところも見たことがない。そのため、一瞬なぜこんなところに山吹がいるのかと思ったが、よくよく考えてみたら山吹は図書委員なのだった。


    「ご、ごめんなさい……驚いちゃって……急に大きい声を出すから……」


    　山吹にか細い声で弱々しくそう言われると、申し訳なさもひとしおである。確かにこの静かな図書館の誰もいないような一角で突とつ如じよ雄お叫たけびが聞こえたら驚きもするだろう。


    「いえいえ、こちらこそすみません。今のは自分に非がありました。──む、なかなか重いですね。手伝います」


    「え、ありがとうございます」


    　拓馬は散らかってしまった本を山吹と一緒に棚へ戻してやる。その間無言というのも何なので、拓馬は当たり障さわりのない話を振ってみた。


    「そういえば辻つじヶが堂どうさんは図書委員でしたね。重い本もあるから大変ですね、この仕事も」


    「はい」


    「つーじーは本が好きなんだねー」と、田た辺なべもあっけらかんと会話に参加する。が、


    「はぁ、まぁ、どちらかといえば」


    「作家さんは誰が好きなのー？　もしくは好きなジャンルとかはー？」


    「好き……とかは特に。手当たり次第、適当に、ですかね」


    「…………」


    　山やま吹ぶきは話をする気がないのかそれとも単に口くち下べ手たなのか、とっつきにくくてとっかかりのない返答しかよこさないため会話がまったく弾はずまない。


    「俺おれなんか悪いこと聞いちゃったっすかねぇ？」


    　田辺が気まずそうに耳打ちしてきたが、山吹は教室でもこんな感じなので気に留めることもあるまい。そんなことよりも気になるのは……、


    「──辻ヶ堂さんは脳のう解かいの存在を知っているのか？」


    　山吹には聞こえぬよう、拓たく馬まはこっそり田辺に尋ねる。


    「さぁ、どうでしょ。口コミだけで広まってる知る人ぞ知る地下組織ですからね、存在を知らない生徒のほうがむしろ多いはず。ってか直接聞いてみりゃいいじゃないすか」


    「……いや、いい」


    　聞いてみたい気持ちはあったが、斉さい木きからこの件は表おもて沙ざ汰たにするなと言われている。もし脳のう内ない解かい放ほう区くを知らなかったのならその名を出すことは逆に山吹にその存在を教えてしまうことになりかねず、仮に知っていたとしても素直に白状するとは思えない。それに、カタログと注文書という重要な手がかりならばすでに摑つかんだ。十分な収穫だ。


    「──手伝ってくれてありがとうございました。助かりました」


    　すべての本を片付け終えると、山吹はペコリと一礼して去っていく。その後ろ姿をニコニコ見送っていた田辺が、ふと真顔になって言った。


    「拓馬さんてさー、俺と話すときは高圧的なのにつーじーとかと話すときは敬語っすよね。なんで？　そんなんで紳士のつもり!?　言っときますけど下心見え見えっすよ!?」


    「阿あ呆ほう。老ろう若にやく男なん女によ問わず基本は敬語だ。ただ、お前のような校則違反者に払う敬意と親愛の情はないだけだ」


    　自身の口く調ちようの法則を明かしてやると、田辺は「はー、なるほど」と感心したように頷うなずく。是ぜ非ひ田辺にも敬語を使うに値する人物になってほしいものだが、そんな日が訪れるのはきっとずっと先のことだろう。


    「俺にも優しく敬語使ってくださいよー。ギャップも相まって拓馬さんおっかないんだもん」


    「そうだな。出すもの全部出したら考えてやらないこともない」


    　田辺がぼやくので、拓馬は向き直って言ってやる。


    「……はい？」キョトンとする田た辺なべ。


    「全部、出せ」さらに圧力をかける拓たく馬ま。


    「…………も～しょうがないっすね～。一回コッキリっすよ～？」


    　などと言いながら田辺はガチャガチャとズボンのベルトを外し始めるが、拓馬はピシャリと釘くぎを刺す。


    「とぼけても無駄だ」


    「…………」


    　そして冷や汗をかき目を泳がせる田辺に、拓馬は有う無むを言わせぬ怒ど気きを放ちながら凄すごんだ。


    「これだけ脳のう内ない解かい放ほう区くとやらに詳しいのに、一冊もその本を持ってないなんてことはないだろう。前の部室棟の空き部屋でそんなものは見つからなかったということは、どこか別の場所にでも隠しているのだろう？　証しよう拠こ品ひんとして押おう収しゆうするから全部出せ」


    　田辺は笑っているんだか泣いているんだかわからない珍妙な顔で、「うへぇ」と呻うめいた。


    



    



    「ひでーよー！　マジひでーっすよー！　せっかくこっちはガサ入れの難を逃のがれられたと思ってたのに～！」


    「……灯とう台だい下もと暗くらしとはこのことか。まさか自分たちの部屋に隠していたとは」


    　第一男子寮りようの三階──驚くべきことに田辺は、拓馬と共有しているまさにその部屋に脳内解放区の同人誌を隠し持っていた。クローゼットの奥にしまわれていたキャリーケースの中から出るわ出るわ薄い本。風紀委員がいる目と鼻の先に持ち込み禁止物をため込んでいたとは、妙なところで肝きものすわった男である。


    「脳のう解かいに関しては有益な情報だったが、持ち込み禁止物所持でプラマイゼロ。聖書の写経はきっちりやっておけよ。敬語も当分はお預けだな」


    　同人誌を押収した後に拓馬がそう告げると、田辺は抗議のつもりなのか「ちくしょー！　罰を下すならひと思いに今やれ！　さぁ殺せ！　俺おれの心臓はここだーッ！」などと叫びながら部屋の中央で大の字に寝そべったが、邪魔だったので外につまみ出した。


    　そしてようやく静かになった部屋で、拓馬は田辺から押収した同人誌とやらに目を通してみた──のだが、職務上必要なこととはいえ、それは相当な精神的苦痛を強いられるものだった。


    　憂鬱な修道女ブルー・シスターの男色同人誌こそなかったものの、巨大なミミズのような生物が女性を蹂じゆう躙りんしているものや、女性の身体であるはずなのに男性器がぶら下がっているもの、はては小動物同士の交尾を描えがいたものまで訳のわからない性的描写のオンパレードだ。


    「……ヘドが出ますね……」


    　普通の男女間の性交が描かれたものならばまだ理解もできる。しかしおよそ常識から逸いつ脱だつしたこれら空想の産物はもはや鳥とり肌はだモノで、拓馬は言葉の通り嘔おう吐と感を伴ともなって唾だ棄きした。


    　拓たく馬まに言わせてみれば、このような性的描写を好き好むなど、作り手も読み手も正気を疑う。まともではない。


    　件くだんのノートをいち生徒の出来心と踏んだ斉さい木きは深追いする必要がないと言っていたが、そんな悠長なことは言っていられない事態だ。早急に、秘ひ密みつ裏りに、捜査を進める必要があるだろう。


    　顔をしかめながら嫌々同人誌に目を通していた拓馬だったが、ふと一冊の同人誌でページをめくる手の速度が落ちた。


    「？　なんだ、普通の漫画もあるじゃないですか」


    　著者は〝はみ出し者の修道士アウトキヤスト・ブラザー〟、タイトルは『芹せり香かの日記』。シリーズとして続いているらしく六冊ほどあるのだが、内容は高校生の主人公と血の繫つながっていない十歳の妹、芹香とのほのぼのとした日常を描いたものだ。今二冊読み終えたのだが性的描写は一切無く、むしろハートウォーミングな物語が展開されていた。


    「こういうものを描かいてるだけならばまだ可愛げがあったんですがね……」


    　拓馬の口元に苦笑いが浮かんだのは、不覚にも『芹香の日記』を読んでほっこりしてしまったからだろう。この芹香という登場人物がなかなかどうして可愛らしい女の子なのだ。これまで目を通してきた同人誌の内容が内容なだけに余計、芹香は拓馬にひとときの安らぎを与えてくれたのだった。


    　しかしこの場に田た辺なべがいなくて良かった。こんな姿を見られては風紀委員の沽こ券けんに関わる。とはいえ、これまで散々むごたらしい同人誌を見せつけられたのだ。口直しをするくらいバチは当たるまい。ということで拓馬は『芹香の日記』第三巻に突入。


    　そしてこの第三巻がクセモノだった。これまではホームドラマとして話が進んでいたのに、芹香が兄への恋心に気づいてしまったのだ。芹香を妹としてしか見ていない兄と、兄を異性として意識し始めた芹香……二人の関係の行方ゆくえは……。


    「以下次号、ですか……」


    　ほふぅとつぶやき、『芹香の日記』第四巻に手を伸ば──したところでふと我に返る。


    「──って、ん？　な、何を夢中になっているのですか自分は。馬ば鹿か馬鹿しい！　いや、そもそも夢中になんてなってない！　何を言ってるんだかっ」


    　慌あわてて手を引っ込めて頭を振り、同人誌をまとめて机の引き出しの中に放り込む。


    「ふー、ふー。……うん？」


    　そこでふと気がついた。スクールバッグがない。そういえば草刈りをしている田辺のもとへ行ってそのまま図書館を巡りこの部屋に帰ってきてしまったものだから、教室に置きっぱなしにしてきたのだった。取りに行かねば。


    



    



    　スクールバッグを回収した拓馬が中央棟を歩いていると、何やらきょろきょろウロウロしている中等部の男子生徒が目についた。


    　怪しい。特に脳のう内ない解かい放ほう区くなる連中がこの学園に潜ひそんでいるという情報を得ている以上、少しでも不審なものを見かけたのなら探りを入れないわけにはいかないだろう。


    　しかしそう思ったのもつかの間ま、その挙動不審な男子生徒がすぐに誰なのかがわかってしまって拓たく馬まは肩を落とした。


    「いったい何をしているのですか」


    「げっ、兄貴!?」


    　辰たつ巳みだ。不審者に見えた男が我が弟とは、まったくもって嘆かわしい。


    「ネクタイ！　シャツ！　ズボン！　何度同じことを言わせるつもりですか！」


    　拓馬が指摘すると辰巳は慌あわてて服装を正してビシッと敬礼する。一見従順だが、しかしこれはその場しのぎ。どうせ数分後にはしれっと元通りのだらしない格好に戻っていたりするのだから、敬礼などされても徒と労ろう感が募つのるだけだ。


    「ところで、風の[image: ]うわさでは今日きよう辰巳は中等部男子寮りようのドアノブ磨きだと聞いてますが？」


    「はっ！　それなら終わりましたであります！」


    「手を抜いてないでしょうね？」


    「抜いてませんであります！」


    　実は抜いている。ドアノブをタオルで撫なでただけだ。


    「本当ですか？　それにしてはやけに早いですが……。まぁいいでしょう。こんなところで何をしていたんですか？　暇ひまができたのなら勉強をしろといつも──」


    　そのまま不出来な弟への説教に移ろうとするところを、辰巳の回答によって遮さえぎられた。


    「悠ゆうを捜してんだけど、どこにもいなくてさ」


    「悠を？　何か急ぎの用でも？」


    「まぁ急ぎってほどでもないんだけど、ちょっとイジり過ぎて怒らせちゃったから早めに謝っておこうと思って」


    「ハァ……まったくお前というやつは……」


    　辰巳にとって悠がただの同級生ではないように、拓馬にとっても悠はただの後輩ではない。


    　出会いは辰巳が中等部に進学し、拓馬が中等部三年に進級したその春。当時悪あく名みようを馳はせていた札付きの生徒に悠が絡まれているところを、拓馬と衣い舞ぶが助けたことに端たんを発する。それ以来、拓馬と衣舞は悠から懐なつかれるようになった。そして拓馬と衣舞もそんな悠のことを弟同然に目をかけるようになったのだが、それは単に自分たちのことを慕したってくれているからではなく、ましてや肩を持ってやりたくなるような可か憐れんな容よう姿しであるというだけでもない。悠自身の人柄によるところが大きい。温和で人懐っこく茶目っ気もあるのに加え、何よりもその清純無む垢くで折り目正しい性格は一いち目もく置くものがある。良識と倫理をわきまえ、高い健全性を持ち、聖ひじりヶが原はら学園の生徒の模範を体現しているかのようで非常に好感を抱けるのだ。


    　よって拓たく馬まは悠ゆうのことをもっとも親しい後輩として可愛がっているのだが、だからこそ、悠には申し訳なさを抱いだかずにはいられない。不良な愚ぐ弟ていの友人を続けてくれていることへの感謝があるぶん、愚弟の非礼が心苦しいのだ。


    「兄貴も暇ひまなら悠捜すの手伝ってよ」


    　人の気も知らないで抜け抜けとよく言うものだ。拓馬は深いため息をついて辰たつ巳みの臀でん部ぶに蹴けりを入れる。


    　脳のう内ない解かい放ほう区くのことも気がかりではあるが、今は悠に辰巳の頭を下げさせたい気持ちでいっぱいで、拓馬はひとまず辰巳の悠捜しに付き合ってやることにした。


    



    



    　辰巳曰いわく、悠が行きそうな場所の心当たりはすべて回ったらしい。しかし吹奏楽部の練習場所にも寮りようにも中等部校舎にも図書館にも、悠の姿は見つけられなかったそうだ。


    「ふーむ、浜辺はどうでした？」


    「行ってみたけどいなかった」


    　海沿い一帯の小丘がまるまる学園の敷地なだけあっていわばこの学園にはプライベートビーチがあるのだが、そこにもいなかったらしい。生徒たちの間では海岸線を散歩するのは放課後の過ごし方の定番なのだが……。


    「いよいよわかりませんね。どこかですれ違いになってるかもしれませんよ。案外今頃、寮に戻ってたりするんじゃないですか？」


    「うーん。そうかも」


    　学内を一通り巡って中庭へ辿たどり着き、二人は再び寮へ戻ろうとした。しかしその途中だ。


    「──あ。なぁ。悠を見なかったか？」


    「さっき中等部校舎の裏林のほうに歩いてくの見たけど？」


    　辰巳が通りすがりのクラスメイトに半ばダメ元で尋ねてみると、なんと目撃情報を入手。


    「中等部校舎の裏林……って、何かあったっけ？」


    「ふむ、プレハブくらいですかね」


    



    



    　中等部校舎の裏手には林があり、少し入ったところに錆さびついたプレハブが一棟建っている。これは体育祭で使用する諸もろ々もろの道具を保管するためだけに建てられたもので、体育祭シーズン以外は人ひと気けがない。せいぜい小等部の子供ら──今ならカルガモたちが探検と称してたまにうろちょろするくらいだ。


    「悠のやつ、こんなところで何してんだろ。カブトムシのシーズンにはまだ早いのに……」


    　そういえばこの林はカブトムシやクワガタもよく捕れるのだった。拓馬と辰巳もよく小学生の時分に捕りに来たものだ。夏になったらカルガモたちにも穴場を教えてやるとしよう。


    　しかし今は春。カブトムシは捕れないし、そもそもカブトムシ目当てとは考えられない。いったい悠ゆうは何が目的でこんなところに足を延ばしたのだろうか。


    「──あ、見えてきたぜ兄貴」


    　前方の木々の間から、ちらちらとプレハブが見え隠れし始めた。


    　拓たく馬まも辰たつ巳みもそちらに目を凝こらす。と、二人同時に気がついた。


    　プレハブの入り口に、誰かいる。


    「ん？　あれ悠か？　おーい！　悠ー！」


    　辰巳が呼びかける。するとどうしたことか。入り口に立っていた者を含めた三人分の人影がプレハブから飛び出して、散り散りになって走っていってしまう。


    　それこそまるで、拓馬たちから逃げるかのように。


    「お？　お？　なんだ!?」


    　距離があり、木々もあるせいで逃げていく人影の人相までは摑つかめない。制服からして高等部の男子生徒のようだが、わかったことといえばそれくらいだ。


    　しかし、たったそれだけで十分だった。


    　何かがおかしいと、拓馬が胸むな騒さわぎを覚えるには──。


    　風紀委員としてあらゆる事件に関わってきた者の勘か、拓馬は焦しよう燥そう感に背中を押され、スクールバッグをその場に捨て置き、腰に差した木刀を抜き放つ。


    　そしてプレハブへと駆かけ寄ると、開け放たれた引き戸から中へ飛び込んだ。


    「悠っ！」


    　プレハブ内に拓馬の声がこだまし──そして二の句を継げずに立ち尽くす。


    「悠!?　──って、おわ！　ど、どうしたんだお前それ!?」


    　一拍遅れでプレハブに飛び込んできた辰巳もまた、拓馬同様、内情を見て驚きよう愕がくする。


    　いったい何が起きたのだろうか。情報処理が追いつかない。


    　ただ理由や経緯はどうあれ、事実として目の前にあるのは、目隠しに猿轡までされた悠が、下着一枚で手足を縄で縛られ、死んだように床に転がされている光景だった。


    「～～～っ！　くっそ！」


    　先に動いたのは辰巳。辰巳は悠のもとへ駆け寄ると引きちぎるように目隠しと猿さる轡ぐつわと縄なわを解き、ゆっくりと上体を起こしてやる。一方拓馬はプレハブの隅すみに悠の制服が畳んで置いてあるのを見つけ、ひとまずそれを悠に掛けてやった。


    「悠、悠！」


    　辰巳が必死に呼びかける。すると悠はうっすら瞼まぶたを開いて瞳ひとみを震わせた。


    「あ、た、辰巳……拓馬さん、も」


    　見たところ外傷はないようだが頭でも打っているらしく、悠の眼めの焦しよう点てんはいまひとつ定まらない。その姿はあまりにも痛ましく、無理をしてほしくないのだが、悠ゆうはうわ言のように、舌をもつれさせながらこう繰り返す。


    「……襲おそわれた……男に……襲われた……」


    　その消え入りそうな訴うつたえはしかし、拓たく馬まの頭を強したたかに殴りつける。


    　男三人に悠が襲われている映像が脳裏に浮かび、それに囚とらわれ、拓馬は冷静な判断や思考をも手放してしまった。


    「兄貴！　早く保健室に運ぼう！　……兄貴ってば！　──」


    　辰たつ巳みに呼びかけられるが、その言葉すらもどこか遠くに聞こえていた。すぐに悠を担ぎ出してやらねばならないのに、手足がもたついて動かない。


    　それほどまでに拓馬は動どう揺ようしていた。


    　恐れていたことが、現実に起こってしまったからだ。


    　よりによって、もっとも親しい後輩に。

  



  
    


     Ｃｈａｐｔｅｒ．4：密造者たちは夜動く


    



    　光みつ武たけ悠ゆうが何者かに襲しゆう撃げきされる──この一大事件はその日のうちに学内に広まり、翌日には生徒たちの話題の中心となった。


    　保健室のベッドの上で悠が拓たく馬まに語ってくれた事ことのあらましはこうである。


    　始まりは下駄箱の中に投とう函かんされていた小さなメモ用紙。もうこのメモ用紙は捨ててしまったそうだが、プレハブで待っているとの旨むねが女の子の文字で書かれていたそうだ。校則で恋愛禁止とはいえ、こっそり愛の告白をしたり逢おう瀬せを重ねたりする者は珍しくない。拓馬が風紀委員である手前明言はしなかったが、悠もそのメモ用紙をそういう類たぐいのものと思い込み無警戒にプレハブへと向かったのだろう。しかしそこで待っていたのは悠に好意を寄せる女の子ではなく、悪意を宿した男たちだった。


    　プレハブに足を踏み入れてからはすぐに目隠しをされてしまったためにほとんど何も見えず、恐怖のあまり犯人たちが何を話していたかもほとんど覚えていないらしい。そして服こそ脱がされたり手足を縛しばられたりはしたものの、すぐに拓馬たちがやって来たのでそれ以上は何もされなかったそうだ。拓たく馬またちがプレハブに突入したときに意識が朦もう朧ろうとしていたのも、犯人に殴られたりしたのではなく、自おのずから倒れて頭を打ってしまったからとのこと。


    　拓馬はこの事情聴取の内容を高等部三年の風紀委員長に報告。風紀委員長はこれを悪質性の高い暴行事件と位置づけ、各風紀委員に捜査を進めるよう指示を出した。もっとも犯人の手がかりとなる情報がほとんどないため、事実上風紀委員会にできることといえば警戒を強めることと、この襲しゆう撃げき事件で浮ついた学内の空気を引き締めることくらいなのだが……。


    



    



    　襲撃事件から一夜明けたこの日も、悠ゆうは終日保健室で静養することとなった。体調のほうに問題はないとはいえど、あんなことがあった昨日きのうの今日きようでは致し方ない。


    「悠、大丈夫かしら……あとで様子を見にいっても平気かしら。それとも今はそっとしておいたほうがいいのかしら。どう思う？　昨日はどんな様子だったの？」


    　昼休み。拓馬と衣い舞ぶは中庭のベンチで昼食をとっていたが、その間衣舞の口から出てくるのはすべて悠のことだ。言ってみれば周りにいる生徒もみなそうなのだが、しかし衣舞が口にする悠の名の重みは単なるゴシップとは比べものにならない。


    　普段は超然と落ち着き払っている衣舞であるが、今悠のことを話すその唇くちびるは忙せわしなく、一方でたかだか二個のサンドイッチは一向に無くなる気配を見せない。


    「悠は決して人の恨みを買うような子でも、トラブルになるような火種を振り撒まく子でもないわ。それに、脱衣、緊きん縛ばく、目隠し、猿さる轡ぐつわ──何かいかがわしい目的があったのではないかと疑わずにはいられないのだけれど、拓馬はどう思う？」


    「えぇ、そうですね。自分も衣舞と同意見です。信じたくありませんが、そういう性癖の者がこの学園にいるのでしょう」


    「やっぱりそうよね……汚けがらわしいっ。いくら悠が中性的な容姿とはいえ、男が男を性的対象として襲おそうなんて考えただけでも吐き気がするわっ。悠を襲った犯人、絶対に捕まえてみせる。絶対に」


    　衣舞の胸中に渦巻く感情は風紀委員としての使命感と、悠を思うがゆえの復ふく讐しゆう心しんが半分ずつといったところだろう。公平を期す風紀委員である以上職務に私情を挟むのはご法はつ度とであるが、自分を慕したってくれている可愛い後輩が襲われたとあっては私情を完全に切り離すことなどできるわけがない。


    　拓馬も同じだからよくわかる。しかしまったく同じ心持ちかと言われたらそれは違う。


    　拓馬の場合は風紀委員としての使命感が一、復讐心が九だ。


    　だからこそ、衣舞が犯人拿だ捕ほに意気込む隣で、拓馬もまた一つの決心をしたのだった。


    



    



    　六時間目の授業が終わり放課後に入ってすぐ、拓たく馬まは教壇へ登った。


    　クラスメイト全員が何事かと訝いぶかしみ、教室は不ふ穏おんな緊張感に包まれる。それは、壇上の拓馬から普段とは違うただならぬ雰囲気を感じ取ったからにほかならない。


    　静まり返る教室。全員の顔と意識が自分に向いているのを確認してから、拓馬は口を開いた。


    「風紀委員──いや、軒原拓馬個人として一つ言いたいことがあります。先日もお話しした通り自分は今一冊のノートを預かっていますが、このノートの持ち主に告げる」


    　言いながら、拓馬は件くだんのネームノートを持ち上げる。開きさえしないものの、表紙だけを見れば持ち主にはわかるはずだ。


    　このネームノートの持ち主──脳のう内ない解かい放ほう区くで男色同人誌を描かいている憂鬱なブルー・修道女シスターがこの中にいるのだと思うと、今にも感情のままに怒鳴り散らしてしまいそうになる。しかしその衝しよう動どうを何とか抑えて、拓馬は唸うなるように断言した。


    「いいか。貴き様さまか、あるいは貴様のお仲間が犯人であることはお見通しだ。あんな卑ひ劣れつな真ま似ねをした貴様らを自分は絶対に許さない。必ず貴様とその仲間を暴き出し、全員まとめて島流しにしてやる！　必ずだ！」


    　それは拓馬からの、脳内解放区への宣せん戦せん布ふ告こくだった。


    　確かに悠ゆうの証言や自分自身が目撃した情報からは、悠襲しゆう撃げきの犯人を導みちびき出すことは難しい。しかし拓馬は、拓馬だけが知る情報を握っている。そう、同人誌密造サークル〝脳内解放区〟の存在と、男色同人誌の著者〝憂鬱なブルー・修道女シスター〟のネームノートだ。


    　光みつ武たけ悠襲撃事件と脳内解放区、二つの点が線で繫つながる。


    　風紀委員長は光武悠襲撃事件を単なる暴行事件──もっと言えば悪質ないたずらとして処理することを決定したが、事態はそんなに軽いものではない。あれは間違いなく性的な目的があったのだ。わざわざ服を脱がし、猿さる轡ぐつわと目隠しをし、縛しばり上げる。おそらく拓馬たちがあのプレハブに来るのがもうひと足遅かったなら、悠はさらにその先までやられていたのではないか。そしてそれは、憂鬱なブルー・修道女シスターのネームノートに描えがかれていた状況とうり二つなのである。


    　とくれば、こう考えるのが自然だ。悠を襲おそった犯人は憂鬱なブルー・修道女シスター本人か、もしくは憂鬱なブルー・修道女シスターの男色同人誌の読者であると。


    　むしろそれ以外の犯人像が思い浮かばない。校則を破ってまでおぞましい本を自作しばら撒まく憂鬱なブルー・修道女シスター、そしてそのおぞましい本を嬉き々きとして享きよう受じゆする読者──異常な性せい癖へきを嗜たしなみ、またそのためならば校則違反も厭いとわない無法者、それが彼らだ。同人誌だけに飽きたらず、現実に悠にまで手を出したとしても何ら不思議ではない。


    　そして、ということはだ。憂鬱なブルー・修道女シスターを引っ捕らえ、脳内解放区のメンバーはもちろん読者も含めた組織の全ぜん貌ぼうを解き明かすことが、光武悠襲撃事件の解決の糸口になるはずなのである。


    　だから拓馬は正々堂々宣戦布告してやったのだ。


    　このクラスの中に身を潜ひそめている憂鬱なブルー・修道女シスターに、必ず捕まえてやると──。


    「……以上です」


    　拓たく馬まが教壇を降りると魔法が解かれたようにクラス全体が動き出すが、みな釈しやく然ぜんとしない面おも持もちである。それはそうだ。憂鬱なブルー・修道女シスター本人以外は拓馬の言っている意味がさっぱりわからなかったであろう。しかし、それで構わない。


    　気を引き締めて、拓馬は早速脳のう内ない解かい放ほう区くを捕まえるべく動き出す。


    　まずは情報収集だ。脳内解放区のいち読者である田た辺なべから、搾しぼり取れるだけの情報を搾り取ろう。


    　教室を見渡して田辺を捜すと、フラフラとした足取りでちょうど教室から出ていくところだった。顔は青白くやつれ、右手の側面は真っ黒。どうやら意外と真ま面じ目めに懲罰ペナルテイである聖書の写経をやっているようだ。異常性せい癖へき者しやのくせにわからないやつである。


    　拓馬は田辺の後を追おうとした。が、衣い舞ぶが拓馬の行ゆく手に立つ。


    「ノートって何なの？　何が書かれているの？」


    　クラスの誰もが疑問に思っていたが拓馬の近寄りがたい雰囲気から誰も聞けなかったことを、衣舞は単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞いてくる。それは拓馬との付き合いの長さゆえでもあるし、風紀委員としての立場上必要だからでもあるだろう。そしていつもだったら、幼おさな馴な染じみであり共に学園の風紀を守る仲間である衣舞に、拓馬は事情を説明したはずだ。しかし、


    「いえ、衣舞は気にしなくて平気です。こっちの話なので」


    「こっちの話？　あれだけのことを口にしておいてそれはないんじゃない？」


    「……すみません。用事があるので行きます」


    「ちょっと拓馬！」


    　拓馬は何も明かすことなく、衣舞の制止を振りきって田辺の後を追った。


    　そう、拓馬は脳内解放区の存在を誰にも話す気はなかった。事実風紀委員長にも報告していなければ、教師にも言っていない。それは斉さい木きからネームノートの件は誰にも他た言ごん無用と言われていたからでもあるが、拓馬の真意はそこではない。


    　これから拓馬は、脳内解放区を捕まえるためならば校則すらも破る気でいるからだ。


    　そしてそれを知ったら、衣舞は止めに入るだろう。衣舞は私情よりも校則ルールを取る。徹底した絶対校則至し上じよう主義──そういう性格だ。万一衣舞が拓馬の行おこないを是ぜ認にんしたとしても、それはそれで望ましくない。背はい徳とくに手を染めるのは自分一人で十分。衣舞にまで違法捜査の片棒を担かつがせるつもりはない。


    　先ほど、風紀委員としてではなく個人の問題として宣せん戦せん布ふ告こくしたのもそのため。いわばあの宣戦布告は風紀委員としての権けん限げんと尊厳の返上をも意味していたのだ。


    　校則の番人であり服従者である風紀委員というしがらみから、拓馬は今、自分を解き放った。すべては悠ゆうの仇かたきを取るために──。


    



    



    「脳のう解かいについて知ってることを全部吐け！　隠し立てしたらただではおかんぞぉぉぉ！」


    「ヒィ～！　言うから！　言いますから！　だからそこは勘弁してぇ～！　アヒ～～～！」


    　打倒・脳のう内ない解かい放ほう区くの鬼と化した拓たく馬まは田た辺なべをみっちり締めあげて、脳内解放区について知りうる情報のすべてを吐き出させた。いち読者に過ぎないため限りはあるが、それでも有益な情報はいくつか得られた。


    　どうやら決戦は二日後の夜になりそうだ。田辺を締め上げたあとにそう予感した拓馬は、剣道場へ行き稽けい古こに参加させてもらった。拓馬は小等部の頃から聖ひじりヶが原はら学園の剣道部に顔を出しており、中高生に混じって剣を振るっていた。剣の腕のルーツはそれである。


    　拓馬は師範に相手をしてもらい、全力でぶつかっていくことで体たい捌さばきを確認。


    　激しく抵抗したりこちらの本気を引き出させるほどの校則違反者と久しく会っていなかったため、鈍にぶっていた心身に喝かつを入れ直す。


    　そして拓馬が剣道部に顔を出したのはそれだけが理由ではない。木刀を一本調達するためである。拓馬は稽古が終わると竹刀しない立てを物色し、誰も使っていない木刀を拝はい借しやくしたのだった。


    



    



    　寮りようの消灯時刻は、二十三時。この時刻になるとほとんどの照明が落ち、各部屋の電気も消さなければならない。要は、消灯時刻を過ぎたら寝ろということだ。


    　しかし普段ならば消灯と同時に眠りにつく拓馬だったが、この日は消灯時刻を待ち机の電気スタンドを点けて、田辺から押おう収しゆうした同人誌の残りに目を通していた。


    　本来ならば風紀委員会に提出しなければならない同人誌である。いまだこうして手元に置いているのを田辺に見られるのはいろいろとまずいのだが、田辺はすでに間仕切りカーテンの向こうで寝ているので問題はない。しかも好都合なことに、田辺は異常なまでに寝つきがよい。寝ぼけているのかたまに寮りよう内ないをフラフラ歩き回って巡回のシスターを驚かせたりはするが、話しかけたりつついたりしたくらいでは起きやしないから安心だ。


    「……はぁ、頭が痛くなってきました」


    　暗い部屋、机の電気スタンドの明かりの下に同人誌を広げ、拓馬は目め頭がしらを押さえた。


    　いくら脳内解放区についての手がかりや情報を少しでも得るためとはいえ、これは苦く行ぎようである。今拓馬が目まの当たりにしているのは、己おのれの体よりもおっぱいのほうが大きくて、もうなんだかおっぱいに溺おぼれているような女の子の絵だった。


    「こんなもので欲情できるなんて、理解に苦しみますね」


    　ただただ狂気しか伝わってこず、つくづくこんな同人誌を所持していた田辺という男が不気味な存在に思えてきた。


    　げんなりした拓たく馬まはその同人誌をざっと流し読みし、『芹せり香かの日記』第四巻に手を伸ばした。合間合間にこれを挟まないと頭がおかしくなってしまいそうだ。


    　確か第三巻では、芹香が血の繫つながっていない兄への恋心に気づいたところで終わっていたのだった。


    「さて、続きはどうなっているのでしょう」


    　一巻二巻とほのぼの兄妹ホームドラマで来て、第三巻で兄妹関係から男女関係へと分ぶん岐きし、そしてこの第四巻──内容は、とんでもないものだった。


    「──な、なんですとぉう!?　芹香が、まさか、そんな、えぇぇええ!?」


    　慎つつましく、恥じらい深く、しかし確実に、芹香は兄へ恋れん慕ぼの情を伝えていく。が、兄は兄であるがゆえに応じてくれない。芹香の好意は跳ね返される。それでも芹香の気持ちは色いろ褪あせない。そんな健けな気げな姿がなんともいじらしく、可愛らしく、庇ひ護ご欲よくをそそり、すぐにでも抱きしめてやりたくなるようで、ついに兄は芹香の思いを受け入れて、なんと最後に口づけを交かわしたのだ。血の繫がりがない兄妹とはいえ、十七歳の男と十歳の少女が。


    「……えぇぇぇ……そんな、まさか、しかし……」


    　芹香のキスシーンを見た瞬間、拓馬は自分自身への戸惑いを隠せなかった。


    　芹香の十歳という年齢を実社会と照らし合わせて考えると、当然「それはマズイだろ！　けしからんだろ！」と良心の声が胸中で喚わめく。しかしだ。その一方で得え体たいのしれない心の声が「良かったなぁ、芹香」という妙な達成感と充足感を滲にじませたセリフを口にしたのだ。


    　いったいなんだ。なんなのだこの感情は。顔が火ほ照てって胸の高鳴りが止まらない。


    　この心境をなんと表現したものか。まるで柔らかな毛糸できゅっと締めつけられるような、苦しみの中にもくすぐったさと温もりがある心地……。


    　胸中に湧わき上がる得体のしれない感情に戸惑うなかで、拓馬はさらなる欲求が芽生えているのもまた自覚していた。


    『芹香の日記』はこの第四巻では完結していない。まだあと二冊も残っている。


    　となると、どうなるのだ。口づけを交わし、結ばれて、芹香と兄のお話はそこで終わりではないのか。芹香はこの後どうなってしまうのであろうか!?


    　知りたい！　続きを読みたい！


    　それは風紀委員として同人誌の中身を改めるとか、脳のう内ない解かい放ほう区くへの手がかりを探すとかそんな建前ではなく、まごうことなく拓馬の欲求。


    　そして自分でも驚くほど、すんなりと第五巻を手に取った。


    　おそるおそる、ページをめくる。そしてページをめくるたびに緊密になっていく芹香と兄。もはや口づけなど珍しくもなく、ことあるごとに、ふとした瞬間に、互いが互いの唇くちびるを求め合う。そのせいか芹香も兄も、そして拓馬も口づけ程度では慣れてしまって動じなくなり、物足りなくなり──


    



    　ついに芹せり香かは一いつ糸しまとわぬ姿で兄のもとに現れた。


    　そして兄もまた、そんな芹香をベッドへと導みちびいた──。


    



    「──……はい、ダメです」


    　そこで拓たく馬まはページをめくる手を止めて頭を抱えた。


    　たとえるならば、飢き餓が状態で毒入りのパンを差し出されたような気分だ。


    「ダメですってば……これ絶対次のページでしてますよね……？　芹香、してしまってますよねぇ!?　もうわかりますよこれ！」


    　このページの先で何が描えがかれているのかはもう予測がついている。しかし実際にそれを見てしまったら、後戻りはできなくなってしまうような強烈な予感があった。


    「くっ……！　自分は、いったいどうしたら……！」


    



    「めくっちゃいなよ」


    



    　と、心の声が囁ささやきかけてくる。


    「いやしかし！」


    



    「見たいんでしょ？」


    



    　と、鮮せん明めいなまでに心の声が囁きかけてくる。


    「そ、そんなこと……！」


    



    「葛かつ藤とうしている時点で自分自身がその先を望んでいるのは事実。だったら自分に素直になって開き直ればいい。その欲求は、傍はたから見たら確かに眉まゆを顰ひそめられるかもしれないけれど、人様に迷惑をかけない範囲で収められるのならば断じて悪じゃあない。そして同人誌は誰を傷つけるでも迷惑をかけるでもない代だい償しよう行為の最たるものだ。だから、心置きなく読めばいい」


    



    　欲望を肯こう定ていするその心の声は、拓馬を悪あしき道へと導みちびくものではあるが、しかし非の打ちどころのない正論のようにも聞こえ、とても甘美で──。


    「……そうでしょうか？」


    



    「そうだよ」


    



    「本当に？」


    



    「うん、私が保証する」


    



    「そ、それじゃあちょっとだけ──って、ん？」


    〝私〟？


    「ッ!?」


    　心臓が止まるかと思った。


    　心の声？


    　違う。実際に会話をしていたのだ。


    　誰と？


    　田た辺なべ──ではない。田辺は今なお間仕切りカーテンの向こうで鼻ちょうちんを膨ふくらませてぐっすり寝ている。


    



    「ども。夜分遅くベランダから失礼するよ」


    



    　いつの間まにか開け放たれた窓の向こう、ベランダの手すり──一人の少女が腰掛けていた。


    　その少女、高等部女子の制服さえ着用はしているが、ウィンプルを被かぶり、真っ白の仮面をつけているため正体はわからない。


    「ここ三階ですけど!?　どうやって登ったんですか!?」


    　真っ先に誰すい何かすべきなのに、混乱した拓たく馬まが口走ったのはそんなとんちんかんなことだった。そして少女は妖美な唇くちびるをクスクスと弾はずませる。


    「そこに突っ込むのは野や暮ぼってもんだよ。せっかくのファーストコンタクトを印象深いものにしようという涙ぐましい努力があったことは、口に出さずとも汲くんでほしいものだね。まぁもっとも、お楽しみのところをお邪魔しちゃったこちらも野暮だったからおあいこかな」


    「ッ!?」


    　心の声だと思い込み会話をしていたからまさかとは思ったが、やはり見られていた！


    「た、たた、たたた、たたたたたた楽しんでなんかかかかかかないですけど!?」


    「落ち着きなってば。別にさっきのをどうこう言うつもりはないから。ホラ、深呼吸深呼吸」


    　先ほどの醜しゆう態たいを見て見ぬふりしてくれるのなら拓馬としても好都合。謎なぞの少女に言われるがままに拓馬は深.呼吸し、気持ちを落ち着かせた。


    　──よし、もう大丈夫だ。自分で自分の記憶に鍵かぎを掛けた。先ほどのいっときの気の迷いは自分の中で無かったことにした。


    　すると謎の少女は手すりからベランダへと降り立ち、恭うやうやしく一礼。


    「自己紹介が遅れたね。改めましてこんばんは。同人誌密造サークル〝脳のう内ない解かい放ほう区く〟代表、憂鬱なブルー・修道女シスターと申します」


    　その名を聞いて、拓たく馬まは固まった。あの男色漫画を描かいたネームノートの持ち主にして、光みつ武たけ悠ゆう襲しゆう撃げき事件の第一容疑者──それがまさか、本人のほうから現れるとは。


    　しかも憂鬱なブルー・修道女シスターとは女の名を騙かたっている男色家なのだとばかり思っていたのに、その名の通り本当に女であったとは──。


    「……それで、何をしに来た？　自首でもしに来たか？」


    　様々な新事実発覚への驚きや、そこから生まれた新たな疑問や憶おく測そくのすべてを呑のみ込んで、拓馬は尋ねる。


    「ご冗談を。ネームノートを返してもらいに来たんだよ。いやぁ、寝不足が祟たたって化学のノートと間違えて提出しちゃってね。私としたことがとんだ不覚だった」


    　やはりあのネームノート、誤って提出してしまったものだったらしい。


    　しかし一つ疑問が残る。化学教師で副担任の倉くら沢さわは、全員分の化学ノートが提出されていると言っていたはずである。これはいったいどういうことであろうか。


    　拓馬が思し索さくを巡らせていると、憂鬱なブルー・修道女シスターは続ける。
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    「それと、誤解を解きに」


    「誤解？」


    「うん。あんな宣せん戦せん布ふ告こくまでしてくれちゃってさ。どうやら軒のき原はらくんは、私たちが光武悠襲撃事件の犯人だと思い込んでるみたいだから」


    「ッ!?　違うとでも言うのか!?」


    「そ。確かに私たち脳のう解かいは秘ひ密みつ裏りに同人誌を製造、流通させてる。相当えぐい趣味の同人誌もよりどりみどりだ。そういう意味では私らは立派な校則違反者だから、疑いたくなる気持ちもわかる。けど、光みつ武たけ悠ゆうを襲おそった犯人は私じゃないし、ましてや脳解のメンバーでもない」


    　驚きと動どう揺ようを隠せない。よくもまあ次から次に人を戸惑わせてくれるものだ。


    　憂鬱なブルー・修道女シスターがここに現れた理由──それはなんと、身の潔白を主張するためであるらしい。


    「貴き様さまの言うことを信じるに足る根こん拠きよは？」


    「無い。けどこう考えてみちゃどうかな。もし私が犯人だとして、わざわざこうして危ない橋を渡ってまで無実を訴うつたえに来ると思う？」


    　なるほど。一理、ある。


    　もっともその理屈でいくと、逆にこういった疑問が湧わくわけだが。


    「……しかしだとしたら、貴様こそなぜ危ない橋を渡ってまでここへ来た？」


    　メリットデメリットの話ならば、わざわざ風紀委員のもとへ身の潔白を主張しに来るメリットだってない。それこそ「光武悠襲しゆう撃げき事件の犯人ではないので脳解のことは見み逃のがして下さい」とでも懇こん願がんする意図がない限りは。


    　しかし無論、そういう意図があったとしても拓たく馬まはその申し出を呑のむ気はない。たとえ悠を襲っていなくとも、同人誌を密造配布している時点で脳のう内ない解かい放ほう区くは処罰の対象だ。


    　拓馬がそう言ってやると、憂鬱なブルー・修道女シスターはくつくつと小さく笑って肩をすくめる。


    「それは残念。正直ちょっとだけ期待してたのに」


    　やはり図星だったか。姑こ息そくで浅はかな考えである。しかし大だい胆たん不ふ敵てきにもこうして部屋に現れたときにはなかなかの傑けつ物ぶつかとも思ったが、興きようが削そがれたというか、所しよ詮せんは凡ぼん百ぴやくの校則違反者だったかと若じやつ干かんの失望感を覚え──


    「けどね、たとえキミにそう言われようと、やっぱり私は身の潔白を主張せにゃ気が済まないんだよ」


    　──るその寸前、憂鬱なブルー・修道女シスターはこう言ったのだった。


    「なぜだ」


    「プライド」


    「プライド？」


    「うん。キミのその短たん絡らく的な偏へん見けんのせいで濡ぬれ衣ぎぬを着せられるのは、甚はなはだ遺い憾かんで心外なのさ」


    「…………」


    　人を喰くったような口く調ちようとは裏腹に、その言葉には一いつ笑しように付ふせぬ気迫があった。


    　それが本意であろうことが不思議と伝わってきて、正直少しだけ、拓馬はこの女を面白いと思ってしまった。校則違反者に対してこんな感情を抱いだくのははじめてかもしれない。


    　しかし、それはそれこれはこれ。発言のすべてを鵜う呑のみにするつもりなど毛もう頭とうないし、この女が危険分子であることに何ら変わりはない。だから毅き然ぜんと言ってやった。


    「ふん。もし貴き様さまが犯人ではないとしても、貴様の男色同人誌の読者までもが犯人ではないという根こん拠きよは何も無い。いくら貴様でも読者一人ひとりの行動までも把握できてやしないだろう。貴様の男色同人誌が性犯罪者を生み出したんじゃないのか？」


    　拓たく馬まがこれほどまで脳のう内ない解かい放ほう区くを危険視するのは、何もメンバーが異常性せい癖へき者しや揃ぞろいだからだけではない。脳内解放区の行おこないは、生徒たちの歪ゆがんだ性的欲求を触しよく発はつして性犯罪を助長しかねないから──つまりは学園全体に悪影響を与えかねないからだ。


    　そして実際に、拓馬が恐れていたことは現実のものとなってしまった。


    　男の悠ゆうが男に襲おそわれる──つまりはこの学園に男色家が潜ひそんでいるのだろう。ではその男色家を生み出したのは何か。凶行に駆かり立てたものは何か。


    　決まっている。憂鬱なブルー・修道女シスターが描かいた男色同人誌だ。きっとそうに違いないのだ。


    「どうだ、反論できまい」


    　静かな怒ど気きが、語尾から洩もれる。たとえ直接的に悠に危害を加えていなくとも、間接的な責任はこの女にある。これ以上屁へ理り屈くつをこねて言い逃のがれしようものなら、すぐにでも力ずくで取り押さえてやろうと拓馬は重心を落とした。


    　しかし、


    「ハァ……やれやれ、無知に限って声が大きくてホントうんざりする」


    　憂鬱なブルー・修道女シスターは、仮面の下で大きなため息をついて頭を振った。それがあまりにもうんざりしているふうだったので、思わず拓馬の意気もくじかれる。自分はそんなに的外れなことを言っただろうか。


    　困惑する拓馬に、憂鬱なブルー・修道女シスターは核心的なことを言う。


    「私の同人誌の読者が光みつ武たけ悠の襲しゆう撃げき犯はんであるはずがないでしょ。なんせ私の同人誌の読者は、みんな女だから」


    「んん？　お、女？」


    　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったように、目を白黒させる拓馬。


    「そ。現にホラ、作者の私が女じゃん」


    　あっけらかんと言う憂鬱なブルー・修道女シスター。


    　そしてその重大性に気づき、拓馬は田た辺なべが寝ていることも忘れて叫んだ。


    「え。……え？　ええぇぇえええ!?　女が男色漫画を読んでるのか!?」


    　そう、拓馬はボーイズラブというものの存在を知らず、てっきり読者はみな男性なのだとばかり思っていたのだ。


    「よろしい、かるーく講義して差し上げよう。ボーイズラブ、通称〝ＢＬ〟って言ってね。古くは──」


    　そのまま拓たく馬まはＢＬの成り立ちや読者層、さらには外界ではいかに人気があるかまで仔し細さいに憂鬱なブルー・修道女シスターに講義された。そしてその内容は、これまでの拓馬の諸もろ々もろの推理を根底から覆くつがえすものだった。


    「──……そ、そんな……あの男色同人誌の読者は、女だと？　じゃあ悠ゆうの襲しゆう撃げき事件と脳のう解かいは、本当に無関係……？」


    　これまでの怒りの方向性がてんで見当外れでショックを隠し切れない拓馬に、憂鬱なブルー・修道女シスターは呆あきれた様子だ。


    「さすがは無菌室で育った小等部組だ。この手の知識が著いちじるしく欠けつ如じよしてるんだね。そういう論法で私らを糾きゆう弾だんするなら『男の娘』を槍やり玉だまにあげるべきだったよキミは」


    「い、意味がわからん！　女が男色を見て何が楽しいんだ!?」


    「あっはっは。何が楽しいか、か。いやー、実は根っこの部分では自分でもよくわかってなかったりするんだよね。こういう性せい癖へきって、生来の人間性や環境なんかが複雑に絡み合った末にふとしたきっかけで覚かく醒せいするものだからさ。キミだって、なんで芹せり香かに欲情してるかなんて説明しづらいでしょ？」


    「何を言う！　芹香は普通に可愛いだろうが！　──っていやいやいやいやいや欲情なんて断じてしてない！　馬ば鹿かか！　バカ！」


    　慌あわてて否定する拓馬。『芹香の日記』を読んでいた事実など無い。十歳の女の子に欲情などしていない。ただ、十歳の女の子が口づけの先までしてしまうのかどうかが気がかりだっただけであれはいっときの気の迷いだ！


    「ともかくね、私たちじゃないんだよ。光みつ武たけ悠を襲おそったのは」


    「……どうしてそう言い切れる。わからないぞ？　ＢＬ好きの男もいるかもしれないぞ？　そいつが凶行に及んだ可能性も──」


    　往おう生じよう際ぎわが悪い拓馬。ほとんど言いがかりである。


    　しかし驚くことに憂鬱なブルー・修道女シスターはこくりと頷うなずいた。


    「確かにその可能性はある。腐ふ男だん子しって呼ばれる方々がいるからね。実はうちの読者にもいる」


    　なんと本当にそういう輩やからがいるらしい。鬼の首を取ったように拓馬の目に生気が戻った。が、


    「っ!?　ホラ見ろ―――！　じゃあそいつが犯人──」


    「けど、それでも私たちじゃないって言い切れちゃうんだなーこれが。さてなぜでしょう」


    　形けい勢せい逆転かと思いきや、憂鬱なブルー・修道女シスターは意味深なことを謎なぞかけしてくる。


    　人をおちょくりもったいぶる物言いに刹せつ那なの苛いら立だちを覚えたが、すぐにピンと来た。


    「貴き様さままさか、犯人を知ってるのか!?」


    　憂鬱なブルー・修道女シスターが、ニヤリと笑った。


    「うん知ってる──と歯切れよくいきたいとこだけど、正直確たる証しよう拠こがあるわけじゃないんだ。ただ心当たりはある。それも、限りなく黒に近いであろう心当たりがね」


    「誰だ！」


    　今にも嚙かみつかんばかりの拓たく馬まに、憂鬱なブルー・修道女シスターは人差し指を立てて言う。


    「知りたいよね。そうだよね。そこで交換条件といこうじゃないの」


    「……ネームノートか？」


    「あっはっは。足下見てくれるねぇ。ネームノートは元々私の所有物。私の手元にあって然しかるべきものなんだから交換条件にはなりゃしないよ」


    　そう言ってケラケラと笑い、憂鬱なブルー・修道女シスターは立てた人差し指をそのまま拓馬に向けた。


    「交換条件はズバリ、軒のき原はら拓馬くん、キミ自身だ」


    「……は？」


    「私たち脳のう内ない解かい放ほう区くの仲間になってほしいんだよ」


    　それは、予想の斜め上をいく交換条件。


    「仲間……だと？」


    「そ。脳内解放区の一員として、私たちと共に同人誌密造の片棒を担かついでいただきたい」


    　今こ宵よいこの少女に面食らわされたのはこれで何度目だろうか。


    　自分は風紀委員で、脳内解放区という地下組織を追っていたというのに、その代表である憂鬱なブルー・修道女シスターが自みずから現れ、あまつさえ仲間に入らないかと勧誘してくるとは──。


    　狐きつねに化かされてるような気分だ。


    　しかしよくよく考えてみたら、わからないでもない交換条件ではあった。


    「なぜ、自分を仲間に？」


    「風紀委員であるキミが仲間に加わってくれると、何かと都合が良くてね」


    　そう、今現在脳内解放区の存在を知っている風紀委員は拓馬ただ一人。だとしたら敵に回すよりも仲間に引き入れてしまったほうが得策なのだ。ただそれだけで口止めになるし、風紀委員会の動きを把握できれば今後もローリスクで地下組織としての活動を続けることができる。いわば脳内解放区にとって拓馬はおいしい人材なのだ。


    （……なるほど。考えたものですね）


    　敵ながら感心してしまう。先ほど憂鬱なブルー・修道女シスターは危険を冒してまでここに来た理由を「プライド」と答えた。もちろんそれも本意なのだろう。しかしただそれだけが理由ではなく、拓馬をヘッドハンティングすることで脳内解放区の保身と強化をも狙ねらっていたのだ。まったく、賢さかしく強したたかな女だ。


    　だが、詰めが甘いと言わざるを得ない。


    「断ことわる。異常性せい癖へき者しやで性犯罪者予備軍の貴き様さまらに誰が与くみするものか。そもそもな、貴様が悠ゆうの襲しゆう撃げき犯はんを知っているとわかった時点で交換条件など成り立ちはしないんだよ。なぜなら、今この場で貴様の身柄を取り押さえて口を割らせればすべてが解決するんだからな」


    　憂鬱なブルー・修道女シスターからは一切目を逸そらさぬまま、拓たく馬まは机に立てかけてあった木刀に手を伸ばす。


    「わお。意外とマッチョな考え方をするんだねぇ。嫌いじゃないよそういうの。けど、交こう渉しよう決けつ裂れつか。残念だ。あ、でも心変わりしたらすぐに言ってね。前向きに検討するから」


    　戦闘態勢に入った拓馬を前にしてもなお、憂鬱なブルー・修道女シスターに危機感はまるで無い。まさかこの女、相当腕に覚えがあるのだろうか。


    「心変わりも何も、今ここで捕まえると言っているだろう」


    　気を引き締め、重心を落とし、つま先にためた力が弾はじけるその寸前──憂鬱なブルー・修道女シスターはちっちっちっと人を小こ馬ば鹿かにしたように指を振り、そのままちょいちょいと自みずからの足下、ベランダを指さして、再び拓馬に謎なぞをかけた。


    「涙ぐましい努力をしてまでベランダから入ってきた理由が、ただの演出だけだと思う？」


    　一瞬、ただの時間稼かせぎかブラフかと思った。


    　しかし、「まさか」と気づいたときにはすでに遅し。


    「ふふ、陽動成功。それではおやすみ。いい夢を」


    　憂鬱なブルー・修道女シスターのいるベランダ方向にばかり気を取られ、拓馬は自身の背後──部屋のドアには一切注意を払っていなかった。


    　そして振り返る暇ひまも与えられず、拓馬は何者かに背後から羽は交がい絞めにされ、鼻と口元を布で押さえつけられると、あえなく意識を手放してしまった。


    



    



    「──まさん──くまさんってば！　拓馬さん！」


    「──……ん!?」


    　肩を揺ゆさぶられ、深く沈んでいた意識がようやく浮上し、拓馬は目を覚ました。慌あわてて上体を起こすと自分はベッドに寝かされており、ベッド際には田た辺なべが立っている。


    「やーっと起きた。話しかけてもつついても起きないんだもん。もうあとは王子様呼んできてキスしてもらうしかないかと思っちゃったよ。もうお昼だってのに、まったく呆あきれちゃうね！」


    　普段規則正しい生活を送っている拓馬が昼頃まで寝ているというだらしなさを露ろ呈ていしているのが小気味良いのか、田辺はどこか上機嫌である。しかし田辺にだけは言われたくない。昨晩あれだけ騒いでも一切起きなかっ──


    「ッ!?　ネームノート！」


    　拓馬は慌てて机を見た。するとネームノートだけでなく、証しよう拠こ品ひんと押おう収しゆうしていた大量の同人誌も、さらにはカタログも注文書もすべてなくなっていた。


    「田辺！　自分の机の上に何かなかったか!?」


    「え？　いや、いつも通り綺き麗れいに整理整頓されてて何も無かったっすけど。──けど大丈夫。安心して。目には見えなくても拓馬さんの机にはこれまで築き上げてきた思い出が……。ホラ見てたとえばここの傷。これは拓たく馬まさんが俺おれの頭を鷲わし摑づかみにして叩たたきつけたときに──」


    「～～～～っ！　くそ！　やられた！」


    　まんまとネームノートも同人誌も証しよう拠こ品ひんもすべて奪われて、拓馬は文字通り地じ団だん駄だを踏んだ。


    



    　しかしあとあとちゃんと調べてみると、『芹せり香かの日記』だけは、拓馬の机の引き出しの一番下に全巻揃そろって入っていた。


    　……余計なお世話だ！　

  



  
    


     Ｃｈａｐｔｅｒ．5：悪人どもも夜動く


    



    　憂鬱なブルー・修道女シスター、もといその仲間に嗅かがされた薬品のせいで強制的な長時間睡眠に陥おちいらされた拓馬は、寮りようの食堂で遅めの昼食を摂とり、午後の予定を立てた。今日きようは土曜日。終日授業はない。休日ともなると大抵の生徒は街へ繰り出して羽を伸ばすので、学内は平日に比べて格段に人ひと気けがなく、閑かん散さんとしてすらいる。


    　平時ならば拓馬も街へ繰り出して、羽は目めを外しすぎている生徒がいないかどうか見回りをするのだが、今日は会っておきたい人物がいた。


    



    



    　中等部男子寮のとある一室。拓馬がドアをノックすると、辰たつ巳みが顔を出した。


    「おー兄貴。入る？」


    　中等部も高等部も部屋の作りは一緒。正面にベランダがあり、左右の壁際にベッドと机が一つずつある二人部屋だ。しかし辰巳が使っているこの部屋ときたら面白い。辰巳は向かって右側のベッドと机を使っているのだが、机の上は勉強するスペースもないくらい汚きたないし、ベッドは毛布もくしゃくしゃで寝ね間ま着きが丸めて捨て置かれている。一方左側はというと、きっちりベッドメイキングがなされ、机の上にも余計なものは一切ない。対照的で、使用者の性格がそのまま出たような部屋の様相から拓たく馬まは弟の不出来を嘆きつつ、左側のベッドに腰掛ける悠ゆうに微笑ほほえみかけた。


    「もう大丈夫ですか？」


    「はい、元々怪け我がをしたとかではないので……」


    　悠もまた、口元だけで儚はかなげに笑う。事件のあった当日とその翌日を悠は保健室で過ごし、今日きようになって寮へと帰ってきたので、拓馬はこうして見舞いに来たのだ。


    　しかし、決して大丈夫そうではない。普段ならば悠はまっすぐに拓馬の目を見て話す。なのに今は目を合わせようとしない。避けているようですらある。怪我はなくとも心に負った深い傷がまだ癒いえていないのは火を見るより明らかだ。


    　無理もない。視界を閉ざされ、助けを求める声すら上げられず、服を脱がされた挙あげ句く身体の自由をも奪われたのだ。さぞかし怖かったであろう。しかもそのような凶行に及んだ犯人がいまだこの学園内で野放しになっているのである。気が休まらないのも当然だ。


    　こんなにも沈痛な姿の悠を目まの当たりにするのは、拓馬にとって初めてのこと。成長を見守っていた花の蕾つぼみを毟むしり取られたような憤いきどおりが胸に去きよ来らいする。悠の純真を穢けがし、悠から無む垢くな笑え顔がおを奪った犯人が憎くてたまらない。


    「学園内に異常な性せい癖へきを持った変態がいる──想像するだけで怖いですよね。けど安心して下さい。悠をあんな目に遭あわせた変態は必ず自分が捕まえてみせますし、その予備軍も根こそぎ捕まえて懲こらしめてやりますから」


    「……はい」


    　少しでも悠の不安を和やわらげたくて拓馬はそう言ったが、頷うなずきはしたものの、悠の表情は晴れない。それもそうだ。口先ではどうとでも言える。悠を心の底から安心させてやるには犯人を捕まえる以外にない。


    「捕まえるって兄貴、当てはあんの？」


    　辰たつ巳みも結果を望んでいるようで、どことなく胡う乱ろん気げな眼まな差ざしで兄を見る。


    　その視線を甘んじて受けたうえで、拓馬は胸を叩たたいた。


    「えぇ。任せておいて下さい」


    　昨晩の一件で憂鬱なブルー・修道女シスター率ひきいる脳のう内ない解かい放ほう区くが悠を襲おそった犯人ではないことが判明したが、それでも拓馬がやるべきことは当初と変わらない。


    　憂鬱なブルー・修道女シスターを──脳内解放区を捕まえる。そして悠を襲った犯人の心当たりとやらを白状させるのだ。


    



    



    　中等部男子寮りようをあとにして拓たく馬まが向かったのは図書館二階、地歴関連のコーナーだった。


    　一昨日おとといに田た辺なべとここへ来たときに、拓馬は脳のう内ない解かい放ほう区くのカタログと注文書を証しよう拠こ品ひんとして押おう収しゆうした。そしてそれは昨晩になって奪われてしまったのだが、今はどうなっているのだろう。


    　例の歴史書を開いてみる。中のカタログと注文書は復活していた。


    　拓馬は再びそのふたつを証拠品として押収。しかし注文書を見てみると、読者ＩＤの数が二人分しかない。一昨日に押収した注文書にはもっと多くの読者ＩＤが書きこまれていたはずだ。となると、どうやらこの注文書は一昨日のものとは別で新たに入れられたもののようだ。


    「……いたちごっこですか」


    　脳内解放区の連中は、わりとこまめにこの注文書をチェックしているのだろうか。若じやつ干かんの苛いら立だちと徒と労ろう感を覚えながら、制服の内ポケットにカタログと注文書を忍ばせる。と、そのときだ。パタパタと足音が聞こえ、そちらを見ると随ずい分ぶんと重そうな本を何冊か抱えた女子がやって来た。拓馬のクラスの図書委員で、目のクマがトレードマークの辻つじヶが堂どう山やま吹ぶきである。


    　山吹もまた拓馬に気づき、はたと足を止めた。


    「……また、どうしたんですか？　何か調べ物ですか？」


    　相変わらず平へい淡たんで、小さな声である。静かな図書館でなかったら聞き取れないかもしれない。


    「まぁそんなところです。そういえば辻ヶ堂さんはよくこの棚付近に来るのですか？」


    「えぇ、まぁ、図書委員ですから、本の整理のために来ることはままあります」


    「それでは、この辺りで怪しい人物を見かけたりしたことはありませんか？」


    「怪しい……人物……？」


    「はい、それか気がかりを覚えるような出来事とか。ほんのささいなことでもいいんです」


    　さして期待はしていないが、一応聞いてみた。


    　すると山吹は少し考えた末、「強いて言えば……」と、じっと拓馬を見つめ返してくる。


    「じ、自分は抜きで！」


    　大人しい性格かと思いきや存外失礼な女子である。


    「となると、鼻の下を伸ばした田辺くんが、指を鳴らして軽快なステップを踏みながらこの通路から出てくるところを何度か見かけたことがありますけど……」


    「……そうですか。わかりました。ありがとうございます」


    　それは恐らく、同人誌を注文し終えて浮かれ気分になった田辺だろう。容易にその姿が想像できて無む性しように腹立たしいが、とりあえず証拠品としてカタログと注文書を再び押さえられたので良しとする。


    「重そうな本ですね。さすがにそれが頭に降ってきたら事です。手伝いましょう」


    　生徒の手助けをするのも大事な風紀委員の役目。脳内解放区を追っているからといって、その基本的な部分をおろそかにしていいものではない。


    　拓たく馬まは山やま吹ぶきの代わりに本を持ってやり、一緒に棚にしまって回った。


    



    



    「おーい田た辺なべ、起きているかー？」


    　日曜日の二十四時過ぎ。日付だとすでに月曜日になってすぐの頃、拓馬はすやすやと寝息を立てている田辺の頰ほおを小突く。それでも田辺は一向に起きる気配を見せない。これなら朝まで起きることもないだろう。


    　拓馬は風紀委員会の腕わん章しようを外し、普段の木刀ではなく剣道部から拝はい借しやくしてきた木刀を腰に差す。そして覗のぞき穴を開けた紙袋を頭に被かぶった。こんな変装をしたところで脳のう内ない解かい放ほう区くに出くわしたらすぐに正体も感づかれるだろうが、これから校則違反を重ねる以上、自分が軒のき原はら拓馬であるという決定的な証しよう拠こを相手に摑つかませないのは大事なことだ。


    　そこまで万全な準備を整えて、拓馬は校則を破り、こっそりと寮りようから抜け出した。そして向かった先は高等部の校舎。昼間のうちに解かい錠じようしておいた窓から内部へ侵入。無論これも校則違反である。


    　拓馬は自分のクラス、二年Ｃ組の教室で腰を落ち着ける。窓から差し込んでくる青白い月明かりを避け、教室の隅すみの暗がりに潜ひそむように、直接あぐらをかいて座り込んだ。


    　いち読者である田辺から聞き出した情報によると、大抵注文した同人誌が机の中に投とう函かんされているのは月曜日の朝なのだそうだ。そして日曜日に机の中を覗いてみても、まだ投函されていないらしい。ということは脳内解放区が同人誌を配達しているのは、日曜の夜から翌朝にかけてである可能性が非常に高い。そして田辺は毎回同人誌を注文しているので、脳内解放区はこの二年Ｃ組教室にも来る。脳内解放区が同人誌を配布するのは大体二週に一回だが、田辺曰いわく周期的に今晩が配達日であるそうだ。


    　つまり、今晩ここで張っていれば脳内解放区が現れるはずなのである。


    （憂鬱なブルー・修道女シスターめ。目にもの見せてくれる）


    　一昨日おとといの夜は不覚を取ったが今晩はそうもいかない。必ず引っ捕らえて雪せつ辱じよくを果たしてくれる。


    　拓馬はじっと耳を澄まして、辛しん抱ぼう強く脳内解放区が現れるのを待った。


    



    



    （……来たみたいですね）


    　張り込みを始めて約三十分。拓馬は脇わきに置いてあった木刀を摑み、教室のドア横にピタリと背を預けて耳をそばだてた。


    　──……ペタペタペタ。てくてく。


    　やはり気のせいではない。足音はまっすぐこちらへ近づいてきている。


    （……足音は、二人分……）


    　木刀を握り直し、息と気配を殺す。


    　──……ペタペタ。てくてく。…………ガラッ。


    　ドアが開かれた。けれどまだ堪こらえる。二人いるのなら二人が教室の中に完全に入りきるまで動かない。もっと引きつけてからだ──と、一人目が入ってきたところで、ぞわりという悪お寒かんが拓たく馬まを襲おそう。


    　教室に入ってきたのはなんと、自立歩行の赤ん坊。こぼれ落ちそうな眼球に、口こう角かくの吊つり上がった笑え顔がお。服は着ておらず肌はだ色一色──いや、これは人間ではない。キューピーとチャッキーを足して二で割り邪よこしまな魂たましいを封じ込めたような人形、チャッピーだ。深夜の教室にチャッピーが入ってきたのだ！


    「ひぃ！」


    　身の毛もよだつ超常怪奇。引きつった悲鳴が喉のどの奥で上がり、拓馬は腰を抜かす。するとチャッピーに続いてカルガモの霊感少女・モエが半分寝たような状態で教室に入ってきた。


    「──……ん、んん～……スースー……チャッピーと、お散歩ぉ……スースー……」


    　よくよく見ればモエはチャッピーの手を握っており、チャッピーから先に入室させたから、チャッピーが自立歩行しているように見えたのだ。──というかそう思うことにした。足音が二人分あった理由は深くは考えない。そしてモエはよく寝ぼけてふらふら歩き回ってしまう癖くせがあるので、この状況にも合が点てんはいく。唯ゆい一いつ解げせないのはどうやって校舎に入ってきたかだが、わざわざ起こしてまで聞く気はない。


    「……んん～、チャッピーは…………夜を、統すべる、王…………スースー……」


    「寝言で怖いことを言うのはやめてください」


    　仕方がないので拓馬はモエとチャッピーをおんぶして、小等部の子供らの居住スペースがあるチャペルの前まで送ってやった。


    　そしてモエがふらふらとチャペルの中に入っていくのを見届けてから、再び高等部校舎二年Ｃ組へと戻った。


    



    



    （ついに来ましたね……）


    　さらに三十分後。再び拓馬は木刀を引っ摑つかみ、教室のドア横にピタリと背を預けて耳をそばだてた。


    　──……パタパタパタ。


    　今度こそ本ほん命めいだろう。足音が一人分、まっすぐこちらへ向かってくる。


    （一人ならば即刻取り押さえる！）


    　息を潜ひそめ、気配を絶ち、闇やみに溶け込んで侵入者を待ち受ける。


    　──……パタパタパタ。……ガラッ。


    　ドアが開かれた。


    　一人、ふらりと入ってきた。


    （今だ！）


    　拓たく馬まは男の前に立ちはだかる。


    「スヤスヤ。スヤスヤ。…………スピー」


    「…………」


    　教室に入ってきたのは、枕まくらを抱いた田た辺なべだった。


    「……ふん！」


    「ぐほぉ！　──あれ？　俺おれ、なんでこんなところに？」


    　拓馬が田辺を木刀でどつくと、さすがの田辺も目を覚ました。


    「いい年して寝ぼけるな！　さっさと寮りようへ戻れ！」


    「だ、誰ですかあなた～！　アヒ～！」


    　飛んで逃げていく田辺。モエといい田辺といい、この学校、ザルにもほどがある。


    



    



    　モエと田辺の相手をしていたらどっと疲れてしまい、教室の隅すみでへたり込むことさらに三十分。脳のう内ない解かい放ほう区くはいまだ現れない。


    「むぅ……」


    　トイレに立ち、用を足している間、拓馬はため息混じりに呻うめく。最初は今こ宵よいこそが決戦の日と意気込んでいたが、もう今日きようは来ないのではないかと弱気になり始めていた。やはり一度接触した以上、相手も警戒しているのかもしれない。そうなると長期戦も覚悟せねばならないが、脳内解放区の拿だ捕ほが長引けば長引くほど、悠ゆう襲しゆう撃げきの犯人を捕まえるのも困難になりそうだ。


    　焦あせりを覚えつつ拓馬は男子トイレから廊下へ出た、その刹せつ那な。


    



    　手を伸ばせば届く距離に人の気配を感じた。


    



    「ッ!?」


    　いや、〝気配〟などと生なま易やさしいものではない。これは〝殺さつ気き〟。


    　ほとんど反射。ほとんど勘。考えるよりも速く体が反応し、拓馬は身を捩よじってバックステップ。


    　──ブォン！


    　寸前まで拓馬の頭部があったその空間を、重々しい風切り音が吹き抜ける。


    「のうわッ!?」


    　まともに当たれば致ち命めい傷しようを予感させる不吉な音。視界の隅すみで捉とらえたそれは、特殊警棒だ。


    　明確に向けられた敵意に対し、拓たく馬まは木刀を構えた。──が、どの方向に木刀を構えたら良いものか──いつの間まにやら拓馬はトイレを背にして男たちに囲まれていた。そしてこの男たちの出で立ちときたら普通ではない。口元をペイズリーのバンダナで覆おおい、目元は仮面舞踏会でも始めるのかというアイマスク。誰一人としてその正体はわからないが、しかし、拓馬はすぐにピンと来た。


    「なんですかお前たちは──って聞くまでもないか。問答無用で襲おそいかかってくるとはご挨あい拶さつだな」


    　どうやら待ち望んでいた脳のう内ない解かい放ほう区くにようやく会えたようだ。しかし平静を装よそおい軽口を叩たたきながらも、拓馬の額ひたいには冷や汗が浮かんでいた。


    　正直、脳内解放区という集団を見誤ったと思ったのだ。


    　カタログの作家名を見る限り、脳内解放区に所属しているのは十人にも満たないであろうと高をくくっていた。代表である憂鬱なブルー・修道女シスターの印象から、凶暴性の低いただの変態作家集団なのであろうと思い込んだ。一人でも十分身柄を押さえられるという慢まん心しんがあった。


    　それがどうだ。今自分を取り囲んでいるのは、各おの々おの特殊警棒や木刀で武装した凶暴性を絵に描かいたような連中。数も優に二十はいるではないか。


    　すると拓馬を囲む人垣を割って、一人の男が歩み出る。おそらくはこの集団の司し令れい塔とうなのだろう。一人だけバンダナの色が違い真っ赤かであるし、体格もよく、その佇たたずまいからしてただ者ではない。剣道部の師範を前にしたような、密度の高い威い圧あつ感がある。正直この場に姿が見当たらない脳内解放区の代表、憂鬱なブルー・修道女シスターよりもよっぽど代表の貫かん禄ろくだ。


    「あぁ、今のはこちらの手違いだ。誤解を招くような真ま似ねをしてすまなかった。我々はあくまで交こう渉しようを望んでいる。無用な暴力は望んでいない。──おい」


    　赤いバンダナの男はこのものものしい状況に似つかわしくない落ち着き払った物言いと洗練された身振りでそう言い、初しよっ端ぱな拓馬に襲いかかってきた男を手招きした。


    「はい？」


    　かたや粗野で間の抜けた身のこなしで、呼ばれた男は赤いバンダナの男のもとへとひょこひょこ寄っていく。


    　と、次の瞬間、ズシンという音が響いたかと思うと、呼ばれた男の体がくの字に曲がり、両足が宙に浮いた。男の腹部には赤いバンダナの男の拳こぶしが深々とめり込んでいる。


    「ゲェあ……ッ！　ガハッ！　ウオェ……！」


    　そしてそのまま糸の切れた操あやつり人形のように力なく沈んで、悶もん絶ぜつする。アイマスクがずれ、バンダナも外れかけ、目と口が露あらわになる。しかし男の表情は苦痛のせいで原形も留とどめないほどに歪ゆがんでしまい、見ているこっちが辛つらくなってくるほどの苦しみ方を呈ていしていた。


    　そして赤いバンダナの男はそれを見下ろし、執しつ拗ように足あし蹴げにしながら言い聞かせる。


    「俺おれは『取り押さえろ』と言ったはずだ。命令には忠実に従え」


    　もはや司し令れい塔とうなんて生なま易やさしいものではない。この一見して慇いん懃ぎんな所しよ作さの裏に隠された冷れい酷こくさは、さながらマフィアのボスである。


    　こんな男が聖ひじりヶが原はら学園にいたとは……拓たく馬まの動どう揺ようをよそに、赤いバンダナの男は続ける。


    「さて、先ほども言った通り我々はあくまで交こう渉しようを望んでいる。今こちらの傘さん下かに下くだってくれるのならば、最上の厚こう遇ぐうをもって迎え入れるつもりだ。何不自由無いよう、便べん宜ぎも柔軟に図ろう。そしてそれがこちらの最大の譲歩でもある。呑のんでもらえないというのなら、心苦しいが暴力をもってして隷れい属ぞくさせるほかない」


    　傘下に下る──つまりは憂鬱なブルー・修道女シスターが持ちかけてきた脳のう内ない解かい放ほう区くの仲間になれというあの話か。やはり顔を紙袋で隠しているとはいえ、自分が風紀委員・軒のき原はら拓馬であることは相手も承知している模様。だからこそ、この話をしているのだ。


    　同時になるほどと納得もする。先ほどの部下のミスへの過か剰じような暴力は、拓馬を無理にでも仲間に引き込むための見せしめだったのだ。仲間にならなければお前がこうなるぞと、その実例をわざわざ見せてくれたわけだ。そもそもこの武装集団は、憂鬱なブルー・修道女シスターが自分を脳内解放区に引き込むために用意したのに違いない。


    　憂鬱なブルー・修道女シスターめ、なんという女だ。「プライド」だなんだと綺き麗れい事ごとを並べていたが、あんなもの噓うそっぱちではないか。


    「返答を」


    　しかしこの場にいない憂鬱なブルー・修道女シスターへの怒りを燃やしていても仕方がない。


    「──ふんっ。誰が貴き様さまらの仲間になどなるものか！　それこそプライドが許さん！」


    　などと威勢のいいことを言いつつ、拓馬は全力で頭を回転させ、この場を切り抜ける方法を探る。


    　するとだ。拓馬が脅おどしにも屈さず木刀を構え直して対決姿勢を表わしたことで、赤いバンダナの男は心底がっかりしたように、妙なことをつぶやいた。


    「いよいよもって交渉決けつ裂れつ。それどころか、全面戦争の幕開けか。同じ地下組織同士、上う手まいことやれると思っていたのに残念だ」


    「……ん？」


    〝地下組織〟？　何を言っているのだろうか。風紀委員会は地下組織ではない。


    「脳内解放区には自みずからの意志で我々と合流し、同人誌密造に励はげんでもらいたかったんだがな」


    「ん？」


    〝脳内解放区には〟？　いやいや何を言う。脳内解放区はお前らだろう？


    　訳がわからず拓馬が混乱していると、赤いバンダナの男は決定的なことを口にした。


    「ともあれ、キミが脳内解放区の誰なのかは知らないが、首を縦に振るまで苦しんでもらう。──お前らわかっているな。顔は傷つけるなよ。あと手もだ。徹底しろ」


    「は、ハァァアアア!?」


    　何か話がおかしいと思ったらそういうことか！


    　こいつら自分のことを風紀委員ではなくて脳のう内ない解かい放ほう区くだと勘違いしている！


    　しかしだとしたら、こいつらはいったい何者なんだ!?


    「ちょ、ちょっと待て！　一いつ旦たん落ち着け！　自分は脳内解放区じゃ──」


    「かかれ！」


    　拓たく馬まの呼びかけも虚むなしく赤いバンダナの男は手下をけしかける。


    　脳内解放区の一員だと勘違いされて襲おそわれているわけだから、自分が風紀委員であることを明かせば相手は引いていくかもしれない。しかし、風紀委員が深夜の校内を徘はい徊かいしているのを知られたらそれこそ問題だ。


    （──……やるしかないかっ）


    　腹を決め、集中力を研とぎ澄まし、冷静な意識下で灼しやく熱ねつの闘志を四し肢しに宿す。


    　手に握りしめた一振りの木刀を我が命と見立て、その切っ先が睨にらみつけるは敵の顎あぎと。


    　拓馬は大だい喝かつした！


    「いいだろう、全員相手してやる。一人ずつ順番にかかって来い！」


    



    「「「「「ウオォォォォ！　死ねオラァ――――ッ！」」」」」


    



    　男たちは一斉に襲いかかってきた！


    「ひ、一人ずつって言っただろ！」


    　相手の武士道精神に期待した自分が愚おろかだった。やむなく多対一の思考回路に切り替える。


    　しかしこの人数は脅きよう威いであるが、所しよ詮せんは連れん係けいも取れていないただの素人しろうと集団だ。一斉に襲いかかってくるにしては仲間との距離が近すぎて、少なくとも木刀やらバットやらはまったく使いこなせていない。さらにはなまじ得え物ものを手にしてしまっているせいでそれを振り回すことに執しゆう心しんしており、攻撃の軌き道どうが読みやすいことこのうえない。


    「ずあっ！」


    　その隙すきを突いて拓馬は駆かける。


    　相手の木刀を受けて薙なぎ、横殴りの特殊警棒をかい潜くぐって腹部を打だ突とつし、背後から忍び寄るスタンガンの持ち手をぐんと引っぱり突き飛ばし、仲間同士で感電させる。


    「くっ！　コイツ強いぞ！　油断するな！」


    　はじめこそ数にかまけて雑な攻撃を仕掛けてきてくれたから対応もできたが、こうして慎重になられて距離を取られるのは怖い。一発でももらって足を止めれば一気に畳みかけられるし、長期戦も敗北への筋道だ。事実、圧倒的劣れつ勢せいがもたらす危機感と緊張感は思いのほか体力と精神を削けずりとり、早くも呼吸が弾はずんできた。まだまだ余裕はあるが、いつまで持つともしれない体力と集中力を当てにする訳にはいかない。となると、この場を切り抜ける最上最善の策はただ一つ。


    （速そつ攻こうで頭を叩たたき潰つぶす！）


    　鋭するどく視線を巡らせて、頭を探す。


    　どこだ。どこだ。──いた。


    　自分を取り囲む人垣の向こう、いわば外野席で高みの見物を決め込んでいる赤いバンダナの男、あれが頭だ。


    　拓たく馬まは赤いバンダナの男に照しよう準じゆんを合わせると、地面すれすれを飛ぶ燕つばめが如ごとく限界まで低くした体勢で床を蹴けり、荒ぶる男たちの人垣に自みずから突っ込んだ。


    　無論、男たちは得え物ものを振るう。拓馬も極力、それを捌さばく。しかし反はん撃げきはしない。反撃をする暇ひまがあったら前へ。痛みを被こうむるだけの攻撃は甘かん受じゆし前へ。致ち命めい傷しようだけを避けて前へ。強行突破を地じでいく疾しつ駆く。


    　そうして茨いばらの道を抜けた先──拓ひらけた視界のそこにいるのが、頭だ。


    「もらった！」


    　赤いバンダナの男と拓馬の間に立つ者はもう誰もいない。赤いバンダナの男の隣に何やら骨太な棍こん棒ぼうを重そうに抱えている者がいるが、割って入ってくる気配もない。


    　いける──確信した拓馬は勢いを殺すことなくそのまま跳ちよう躍やくし、赤いバンダナの男の脳天に必殺の太た刀ちを叩き込む。


    　が──


    「いい腕だ」


    　どこか楽しげですらあるようにそうつぶやいた赤いバンダナの男は、隣の付き人が抱えていた棍棒を鷲わし摑づかみにした。拓馬はこのときようやく気づいた。棍棒のように見えたそれは、わざと太く長く拵こしらえられた素す振ぶり用の木刀であることに。


    　しかし剣の道に身を置いてきた拓馬だからこそ、それを脅きよう威いには思わなかった。


    　そんなものがまともに振れるはずがないとわかっているからだ。


    　すでに振り下ろされている自分の太刀を防ぐことなど無理に決まって──、


    



    　──フォン……バキィィィッ！


    



    「な……ッ!?」


    　信じられない光景だった。


    　爆発したかのように飛散した鋭い木片が、拓馬の手の甲を裂いていく。


    　勝負を決したと思われた拓馬の木刀が、赤いバンダナの男の一ひと薙なぎによって、まるでクッキーか何かのように粉ふん砕さいされたのだ。その斥せき力りよくは凄すさまじく、拓馬は体ごと押し返される。辛かろうじて体勢は保つも、柄つかしかなくなった木刀に愕がく然ぜんとした。


    「そんなバカな！　それは素振り用の木刀だろう!?」


    　ありえない。初動は拓たく馬まのほうが速かった。ということはこの赤いバンダナの男は、素振り用の木刀で拓馬以上の剣速を出してのけたことになる。いわば陸上競技の砲丸で野球選手並みの球速を出すようなもの。そんな芸当、剣道部の部長はおろか師範でもできるかどうか。


    「強いな。脳のう解かいにこんな隠し玉がいたとは」


    　赤いバンダナの男のそんなセリフも、もはや皮肉にしか聞こえない。


    （……ここまでか）


    　これから起こることを想像してみる。まずは袋ふくろ叩だたきに遭あうだろう。こちらもそれなりに抵抗して相手を傷つけたのだ。意い趣しゆ返がえしとして徹底的に痛めつけられるに違いない。そしてその後に被かぶっている紙袋を剝はぎ取られ、正体がバレる。深夜の校舎に忍び込むという校則違反を犯した風紀委員として、弱みを握られる──待っているのは最悪の末路だ。


    　拓馬が無力化したのをいいことに、じわりじわりと歩み寄ってくる男ども。見えずとも、バンダナの下で嗜し虐ぎゃく的な笑みを浮かべているのがわかる。


    　拓馬は縋すがるようにして握りしめていた木刀の柄を捨てた。


    　敗北を悟り、絶望で目の前が真っ暗になった。


    　そのときだ。


    



    　拓馬の足下にコロコロと黒い玉が転がってきたかと思えば、それが強烈な閃せん光こうと共に弾はじけ、闇やみの一切をかき消した。


    



    「ッ!?　ぬあー！　め、目がぁぁあああああ！」


    　希望の光？　そんな生なま易やさしく抽ちゆう象しよう的なものではない。これは目め潰つぶしだ。そして拓馬だけでなく周りにいた男たちも全員目をやられたようで、悲鳴や怒ど号ごうが入り乱れる。


    　拓馬は前ぜん後ご不ふ覚かくに陥おちいり、溺おぼれているかのように手で宙を搔かいた。


    　そして空くうを切っていたその手首を、誰かがギュッと握りしめる。


    「むッ!?」


    　一瞬、バンダナアイマスクの男たちに摑つかまれたのかと思い、悪あがきで殴ってやろうかと思った。しかし辛かろうじて思いとどまったのは、明らかにその手が男のものではなかったからだ。


    　こんな修しゆ羅ら場ばに似つかわしくないほどにすべすべの触感。細くしなやかな指はきゅっと手首に絡みつき、それは愛いとおしいほどに華きや奢しや──いったい誰だ？


    　戸惑う拓馬だったがグイグイと手首を引っぱられ、勢いたたらを踏み、そのまま走り出す。


    「な、なんだー!?　自分の手を引いてるのは誰だー!?　ま、まさかチャッピー!?」


    　ふと脳のう裏りをよぎったのは、モエがチャッピーに手を引かれている姿。まさか自分も今そのような状況に陥おちいっているのではと慄おののいたが、しかし返事は聞き覚えのある少女の声だった。


    「何を訳のわからないことを言ってるの！　ボサッとしないでほら走る！」


    　徐々に視界が戻ってきて、ぼやけた焦しよう点てんが像を結び出す。


    　薄ぼんやりと視し認にんできたのは、拓たく馬まの顎あごの高さではためく黒いもの。これは髪の毛ではない。ウィンプルだ。


    「階段下りるよ！」


    「は、速い速い！　二段飛ばししてるだろう!?　一段一段着実に踏みしめていこう！　──あ、か、紙袋が！　自分の変装が！　正体がバレる～～～！」


    「もうバレてるよ軒のき原はら拓馬くん。一いつ旦たん隠れるよ！」


    「うあー、せ、狭い！　狭いー！　そのうえクサイー！」


    「いちいちうるさいなーキミは。我慢する！」


    　言われるがまま、手を引かれるがまま、とある教室に飛び込んだあと、拓馬は掃除用具入れの中に押し込まれた。


    　ここでようやく視界が完全回復。頭を覆おおっていた紙袋も脱げてどこかへ行ってしまったので、視野も万全。改めて状況を確認。


    　掃除用具入れの密室で、密着した状態で、拓馬の胸の中にはウィンプルと真っ白な仮面で顔を隠した少女、憂鬱なブルー・修道女シスターがいた。


    「憂鬱なブルー・修道女シスター！」


    「やっほ」


    　薄々感づいてたとはいえ、やはり驚きは隠せない。さらに言うなら、拓馬の太ももに憂鬱なブルー・修道女シスターのふしだらな脚が絡んでいるのにも、みぞおちの辺りに柔らかさと弾力が両立する魔ま性しようの感触が押し付けられているのにも動どう揺ようを隠せない。


    「どうしてここに!?」


    　この驚きと動揺を見抜かれるのが無む性しように気恥ずかしく、誤ご魔ま化かし半分で憂鬱なブルー・修道女シスターを問い質ただす。一方で憂鬱なブルー・修道女シスターはこの密着状態も意に介していないようで、飄ひよう々ひようと、いけしゃあしゃあと答えた。


    「もちろん同人誌の配達に。いやはや、キミがあいつらを引きつけておいてくれたおかげでスムーズに事が運んだよ。で、そっちはなんでここに？」


    「無論貴き様さまら脳のう解かいを捕まえるためだ！　なのに自分が脳解と間違われてこのザマだ！」


    「あっはっは。やっぱりそういうことだったか。いやー迷惑をかけるね。ま、けどこうして助けてあげたんだからチャラってことにしといてよ」


    　この人を喰くったような小憎たらしい問答に加え、やはり自分は敵であるはずの憂鬱なブルー・修道女シスターの手によって助けられたのだという事実が固まってしまい、それが悔くやしい。


    「それでいったい、アイツらは何なんだ!?　貴様らとはどういう関係だ!?」


    「しっ！」


    　拓たく馬まが改めて疑問をぶつけると、憂鬱なブルー・修道女シスターは拓馬の口を塞ふさいでさらにぐんと体を寄せてきた。


    



    　──まだ見つからないのか！　捜せ！　まだそう遠くへは行ってないはずだぞ！


    



    　バンダナアイマスクの男たちのものものしい怒鳴り声と、バタバタと忙せわしなく駆かけていく音が拓馬たちのいる教室の前を通り過ぎていく。まるで山狩りにでも遭あっているような気分だが、危機感よりも妙に浮ついた緊張感が勝まさるのは、憂鬱なブルー・修道女シスターとの密着度がさらに上がったからだろう。ポケットの中をまさぐるのにも苦労するこの密着度。ピタリと腹面と腹面が接し合い、相手の体温が生々しいまでに伝わってくる。


    「──行ったかな？　ってどうしたの？」


    　しばらくして静かになったところで憂鬱なブルー・修道女シスターが沈黙を破る。そしてばつが悪く顔を逸そらしている拓馬に疑問符を浮かべた。拓馬はぼそりと嘆たん願がんする。


    「……頼む。もっと腰を引いてくれ……」


    「え？　……あ!?　キャッ！」


    　表情こそ仮面に隠れて見えないものの、憂鬱なブルー・修道女シスターが初めて女の子らしい声を上げて限界まで拓馬から体を離す。どうやら拓馬の言わんとしていることを理解したようだ。


    「き、貴き様さまこそ暴れるな！　奴やつらに見つかる！」


    「～～～ッご、ごめん。ま、まぁ？　生理現象だから？　私は別に気にしないけど……」


    　死にたい！　気を遣われているのが丸わかりだ！


    「あれ？　まさかさっきポケットの中をもぞもぞやっていたのって……ぽ、ぽ、ポジションを……ば、馬ば鹿かかキミは！」


    「ッ!?　ち、ちちち違うわアホぅ！」


    　駄目だ。この話題はさっさと切り上げないと泥沼化する。そしてそれは相手も重々承知していたようで、一いつ旦たんすべてを仕切り直すようにこほんと咳せき払ばらいした。


    「さて、さっきのキミの質問だけれど？」


    「っ！　そうだ！　アイツらはいったい何者だ!?　なぜ貴様ら脳のう解かいが狙ねらわれている！」


    「風紀委員のキミですら知らない暗部が、この学園にはまだまだ存在してるということだよ。そして光みつ武たけ悠ゆうはその闇やみに足を掬すくわれたんだ。きっとね」


    　その声こわ音ねは神しん妙みようで、ほのかな敵対心と憎しみすら滲にじむ。


    「アイツらが悠を!?」


    　そしてついに知り得た光武悠襲しゆう撃げき事件の犯人。あのバンダナアイマスクの集団──。


    　拓馬は掃除用具入れを開けようともぞついたが、それを憂鬱なブルー・修道女シスターが止める。


    「何する気？」


    「決まっているだろう！　アイツらを捕まえる！」


    「頭を冷やしなよ。なんで私が助けに入ったと思ってるの？　風紀委員の立場と権力を放ほう棄きして捜査に当たってる今のキミには、文字通り太た刀ち打うちできない相手だからだよ」


    「っ！」


    　皮肉も混じっていたというのに何も言い返すことができなかったのは、それが事実であるからだ。


    「悔くやしいだろうけど、今は引かなきゃダメ」


    　悔しくて、不ふ甲が斐いなくて、自分自身に腹が立つ。


    「アイツらはいったい何者なんだ！　教えてくれ！」


    「仲間になってくれたらね」


    「くっ……！　むぐぅ！」


    「頑固だねぇ」


    　交換条件を呑のめずにいる拓たく馬まに、憂鬱なブルー・修道女シスターは呆あきれたように肩をすくめる。と、唐突に、ざざっと砂すな嵐あらしのようなノイズが聞こえ、次いで電子的な音声が聞こえてきた。


    《憂鬱なブルー・修道女シスター、聞こえる？　こちら東洋の痴女オリエンタル・ビツチ》


    　憂鬱なブルー・修道女シスターがもぞもぞとポケットから取り出したのは、手のひらサイズのトランシーバーだ。睡眠薬といい、閃せん光こう玉だまといい、やたらと装備が充実している。こいつはこいつでいったい


    何者なのであろうか。


    「こちら憂鬱なブルー・修道女シスター」


    《はみ出し者の修道士アウトキヤスト・ブラザーと共に逃走経路を確保した。いつでもいいよ》


    「了解。すぐに行動に移る」


    　仲間との通信を手早く終えると、憂鬱なブルー・修道女シスターは「キミはもう少しここに残って頃ころ合あいを見計らって逃げるといい」と言う。敵に助けられたうえに今後のことまで指し南なんされるとは、何とも情けない。


    「それじゃあ幸運を祈るよ。あぁ、あと騒ぎが落ち着いたら机の引き出しを見てみて。プレゼントがあるから」


    　そして最後にそう言い残し、憂鬱なブルー・修道女シスターは掃除用具入れから出ていった。


    　拓馬は憂鬱なブルー・修道女シスターに言われた通り小一時間ほど掃除用具入れに身を潜ひそめ、それから高等部校舎を脱出。その際にはもうバンダナアイマスクの男たちと出くわすこともなかった。


    　そして数時間後、夜が明け、今度は正々堂々二年Ｃ組の教室へ向かう。今日きようは月曜だが四月の末日。祝日の振替日にあたるため休校である。そのため教室には誰もおらず人目を気にする必要もないので、今のうちに憂鬱なブルー・修道女シスターの言っていた〝プレゼント〟とやらを回収しておくことにした。ちなみに一睡もしていない。


    　いったい何を入れたのやら……爆発物とかではなかろうな。


    　警戒しつつ、慎重に机の中を探る。──と、中から出てきたのは『芹せり香かの日記』の最新刊であった。


    「……余計なお世話だ！」


    　人をおちょくるような憂鬱なブルー・修道女シスターの笑みが脳のう裏りに浮かび、思わず拓たく馬まは叫んだ。


    　が、端が折れたりしないように『芹香の日記』第七巻をクリアファイルに入れてスクールバッグの中に滑り込ませる。


    　そしてその日のうちに、読み残していた五、六巻と合わせて一気に読んだ。

  



  
    


     Ｃｈａｐｔｅｒ．6：ふたつめの事件　かくて堕ちたる解放区


    



    　ポカポカと暖かな日差しが降り注ぐ正午前。麗れい奈なが見守る中、カルガモたちはチャペルの前で缶かん蹴けりに興じていた。


    　鬼は関西弁娘のルミ。ガクとモエはすでに捕まって、残るはカイトただ一人。


    「さーて、カイトのアホはどっこかな～。──あ、拓兄にい見ーつけ缶踏んだ！」


    　カイトを捕まえるべくルミが周囲を見回したそのときである。ちょうどチャペルの前を拓馬が通りかかったので、ルミはおどけて缶を踏んだのだった。


    　しかし、いつもならそれで頰ほおをほころばせ構ってもくれるのだが、今日きようの拓馬は様子がおかしい。表情は深く濃く翳かげり、項うな垂だれて、足取りも冴さえない。メガネもずれっぱなしで、まさに生ける屍しかばねだ。


    　心配になった子供らはわらわらと集まっていき、拓馬を取り囲む。


    「なんやえらい疲れとんなぁ。いや、落ち込んどるんか？」


    「ほんと、充血して目が真っ赤か。クマもできてる。──あ！　それに手も怪け我がしてる！」


    　麗れい奈なは拓たく馬まの手の甲に貼はられた絆ばん創そう膏こうに気づき、拓馬の手を取って不安げな眼まな差ざしを向けた。


    「しっしっし、その絆創膏、俺おれがあげたやつだ。何あった？」


    　ガクも目ざとく気づく。


    　そう、これはガクに貰もらった絆創膏だ。赤いバンダナの男との衝しよう突とつの際に負った傷を、ズボンのポケットに突っ込んでおいた絆創膏で処置したのだ。傷そのものはたいしたことはない。そして拓馬の目が充血しクマができているのも、昨晩から一睡もしないまま今ここに立っているからである。


    　しかしただの寝不足にしては拓馬の憔しよう悴すいは著いちじるしい。何がここまで拓馬を追いやったのか。


    　それは、罪悪感である。


    　そう、拓馬はつい先ほどまで憂鬱なブルー・修道女シスターからのプレゼント『芹せり香かの日記』を読んでいたのだ。つまりは十歳の少女・芹香と十七歳の兄との愛の営いとなみを、ついに目まの当たりにしてしまったのである。……いや、〝目の当たり〟などという表現では語ご弊へいがあろう。拓馬は自みずからの欲望のままに、目を皿にして芹香と兄の行為を貪るように読み耽ったのだ。


    （……自分は、最低だ……）


    　当然、それが悪徳であることは読む前からわかっていた。しかし、憂鬱なブルー・修道女シスターが自室に訪れたあの夜に火がついてしまった芹香への欲求は抑え切れず、あの夜の続きをなぞるようにして、拓馬は自おのずから一線を越えてしまった。


    　そして読んでいる最中の得えも言われぬ興奮と充足感の後に待っていたのが、途と方ほうも無い罪悪感。絵とはいえ十歳の少女に欲情するというおぞましさもさることながら、悪あしきものとわかっているのにそれを求めてしまう己おのれの醜みにくさには絶望すらした。


    　これまで味わったこともない猛烈な自じ己こ嫌けん悪お、自分で自分の身を切り刻んでやりたくなる衝しよう動どう──目に見えて憔悴するほどに拓馬を苛さいなんでいるのはそれだった。


    「拓兄にい、大丈夫？　保健室行く？」


    　拓馬の手を取る麗奈の小さな手に、曖あい昧まいな力がこもる。


    　拓馬は魂たましいの抜け切った微笑ほほえみと共に答えた。


    「──ははは、大丈夫ですよ……手の傷は紙でちょっと切ってしまっただけです。目のほうもただの寝不足ですから……」


    「え～、本当に？　大丈夫ならいいんだけど、そうは見えないから……」


    「ははは……それよりあなたたち、何か自分にリクエストはありませんか？　そういえば以前、ガクがリュックサックから出して試したがってた健康器具ありましたよね。〝三日で手足が八センチずつ伸びる！〟とかいう拷ごう問もん器具みたいなやつ。あれ、今なら自分で試していいですし、モエが『絶対に入りたくない』と怯おびえていた体育館のトイレの個室、自分が入ってきてもいいですよ」


    「ッ!?　やっぱり拓兄なんかおかしい！」


    　贖しよく罪ざいを求め、誰かに罰を与えてほしい拓たく馬まだった。


    「もしかして拓兄にい、何か悩みでもあるの？　チャペルに来たのも懺ざん悔げ室が目的とか？」


    「いえ、自分は女子寮りように用がありまして」


    　気分的には懺悔室に駆かけ込みたいが、本来の目的を思い出して拓馬は気を取り直す。拓馬はチャペルに用があったのではなく、この先の女子寮に行くべく通りかかっただけなのだ。衣い舞ぶに会うためである。


    「そうだちょうど良い。あなたたち、衣舞を呼んできてくれませんか」


    　拓馬は子供らを見ていて閃ひらめいた。衣舞をここまで呼んできてもらおうと。


    　実は男子が女子寮のほうへ行くことは、あまり良しとされていない。それは校則違反などではなく空気の話。やはり恋愛禁止という校則があるだけあって、この学園の気風は基本的に男女間での密接な親交を不ふ品ひん行こうとする傾向がある。よって校則違反でないものの、男子が女子寮へ近づくことも、逆に女子が男子寮へ近づくことも忌き避ひされているのだ。女子寮へ行かずに衣舞を呼び出せるのなら、それに越したことはない。


    　だから拓馬は女子寮へ行っても問題がない麗れい奈なたちに頼んだのだが、しかし、麗奈とモエとルミの三人はあからさまに難なん色しよくを示したのだった。


    「え？　い、衣舞さんを？　えーっと……」麗奈は目を泳がせて口くち籠ごもり、


    「わたしは、いや」モエはキッパリと断ことわり、


    「うちらなぁ、あの人苦手やねん……」ルミが苦笑いし、


    「「「おっかない」」」と、三人の声が揃そろった。


    「おっかなくはないでしょう。同じ小等部上がりなんだし、いろいろお世話にもなってますよね？」


    　確かに衣舞は少々表情に乏とぼしいし厳しくはあるが、拓馬同様小等部上がりなだけあってあれこれと子供らの面倒を見ているはずだ。だったら本当は優しい性格であることはわかるだろう──と拓馬は思うのだが、それがなかなか難しいようだ。


    「あれはお世話という名の調教や……うちらのこと動物か何かと思っとる……」


    「生きてる人間が、一番怖い。衣舞さんを見ていると、その言葉の重みを実感できる」


    「そんなにですか」


    　さっきまで活いき活きとしていたルミとモエは、途端にズーンと影を落とす。


    　拓馬が知らないところでこっぴどく叱しかられたことでもあるのだろうか。こう考えると、衣舞を慕したっている悠ゆうというのはつくづく稀け有うな存在なのかもしれない。


    　拓馬が半ば諦あきらめていると、麗奈がぐっと唇くちびるを引き締めて奮ふるい立った。


    「わ、わかったわ。やっぱりここは私が行ってくる。お姉ちゃんだし、ほかでもない拓兄の頼みだもの！」


    「っ!?　そんな！　無茶や！」


    「……死相が見える……」


    「へ、平気よ。──衣い舞ぶさんだって私と同じヒト！　衣舞さんだって私と同じヒト！」


    　さすがはカルガモを束ねるお姉ちゃんであるが、しかしその体は震えているし、妙な暗示まで自らにかける始末である。ここまで恐がっているのに遣いに出すのも酷こくなので、自分で行くと拓たく馬まが口にしかけたその時だ。


    「──私の名前が洩もれ聞こえてきた気がするのだけれど何か用かしら」


    「「「ひぃいい！」」」


    　[image: ]うわさをすれば影。いつの間まにかそこに衣舞がいた。しかも弓を肩に掛けているので、カルガモたちの表情は恐怖に染まる。麗れい奈なはカルガモを庇かばうようにして抱きしめて、衣舞に背を向けた。


    「ごめんなさい！　この子たちは何も悪くないんです！　射うたないでください！」


    「射たないわよ。何を言っているの？」


    　心底何を言っているかわからないからそう言っただけなのだろうが、元が平へい淡たんな口く調ちようなのですごく冷たく聞こえてしまう。こういうところが子供らを必要以上に怖がらせてしまう原因なのかもしれない。損なやつだ。


    「弓道場にでも行ってたんですか？」


    　拓馬の木刀とは違い弓は荷物になるので、衣舞は弓を常備しているわけではない。荒事になったとき、あるいはなりそうなときに風紀委員として持ち出してくるか、いち弓道部員として持っているかのどちらかだ。


    「最近自主的に校内をパトロールするようにしているのよ。あんなことがあったから、人ひと気けのないところも洩れなくね」


    　あんなこと──とは光みつ武たけ悠ゆう襲しゆう撃げき事件のことだ。きっと犯人が見つかっていないこの状況がもどかしく、いてもたってもいられないのだろう。


    「それで、何か用？」


    「「「ひぃいい！」」」


    　と、衣舞に一いち瞥べつされただけで縮み上がるカルガモたち。よっぽどである。


    「用があるのは自分です。ちょっといいですか」


    　拓馬が言うと、麗奈はこれから大事な話があるのだろうと察したらしく、はっと機転を利かせてホイッスルを吹く。


    「ピッピッピ！　か、缶かん蹴けりはやめにしてあっちで縄なわ跳とびでもしましょうか！　ガク、縄跳び出してちょうだい」


    　単純に衣舞の目の届かないところへ行きたいという思おも惑わくも多分にあるのだろうが、カルガモたちは逃げるようにして、麗奈を先頭にピューッと飛んでいってしまった。


    　衣舞はその後ろ姿を見送って不満を洩らす。


    「どうして拓馬は懐なつかれているのに私は敬遠されているのかしら。私だって積極的に小等部組の手伝いをしてるはずなのに。納得がいかないわ」


    　そう、衣い舞ぶは案外、人に怖がられるのを気にしている。


    「近寄りがたい雰囲気が出てるらしいですよ。自分にはわかりませんが。しかし少しばかり人当たりがキツイというのはあるかもしれませんね」


    「私が強く物を言うのは不正やだらしがない生活態度に対してであって、いわば相手側に非があるからこそなのになぜ私が疎うとまれなくてはならないの？　馬ば鹿か馬鹿しい」


    　しかしこういう性格なので、周囲の衣舞を見る目はなかなか好転しないのであった。


    「ところで用って？」


    　不機嫌さをそのまま持ち越し、衣舞が質ただしてくる。


    「ちょっと頼み事があるんですが、明日あした、うちのクラスの女子の服装検査をしてくれませんか」


    「……服装検査を？」


    　衣舞は怪け訝げんに眉まゆを寄せる。


    「えぇ。それでそのとき、スカートに────ってる女子がいるかどうか、さり気なくチェックしてみてください」


    　いささか注文の内容が恥ずかしかったので、拓たく馬まは周囲に誰もいないにもかかわらず衣舞の耳元でごにょごにょと囁ささやいた。


    　すると、ますます解げせぬといった様子で衣舞の眉み間けんにシワが寄る。


    「なにそれ？　どういうこと？　なぜそんなことを調べるの？」


    「…………」


    　しまった。拓馬は苦味を舌で転がし口籠ごもる。衣舞ならもっとすんなりと聞き入れてくれると思っていたのだが、機嫌が悪いからか内容がまずかったからか思いのほか不審がられている。


    「え？　あーいや、そのですね……」


    「…………」


    　拓馬は慌あわてて言い訳を考える。しかし注文内容が内容だけになかなか思い浮かばない。


    　すると衣舞は視線を落とし、一瞬拓馬の手の甲に触れようとして──すぐにその手を引っ込めて絆ばん創そう膏こうを指さした。


    「その手の傷どうしたの？」


    「これはあれです。紙で切ってしまって」


    「何の紙？」


    「〝何の紙〟!?　えーっと……」


    「…………」


    　矢継ぎ早の質問。それは回答を引き出すためと言うよりも、拓馬の反応を探っているかのように思われた。事実しどろもどろの拓馬の姿に、衣舞はますます眉間の縦ジワを険けわしくさせる。そして、


    「──そう、ノートの件に引き続いてこれも言えないの。あぁそう。ならいいわ」


    　衣い舞ぶは心底苛いら立だったようにそう吐き捨て、踵きびすを返して女子寮りようのほうへと去っていってしまった。その背中からは拒絶の念がもうもうと立ち上っており、さすがの拓たく馬まにも呼び止められない。


    （まったく、何を怒ってるんだか……）


    　少なくとも自分は衣舞を怒らせるようなことはしていないつもりなのだが、まさかカルガモたちに怖がられたのが相当頭に来ていたのだろうか。だとしたら完全に八つ当たりである。


    　拓馬が釈しやく然ぜんとしない思いでいると、傍らから声が上がった。


    「うひー、相変わらず衣舞のねーちゃんはおっかねー。ちょっと隠し事したくらいであんなに怒ることないよな！」


    　カイトの声だ。しかしカイトの姿などさっきまでどこにもなかったはずである。


    　拓馬は驚いて声のほうを見た。するとそこには、見るからに怪しいダンボール箱がぽつんと一つあった。


    「カイト、ダンボールの中にいるんですか？」


    「おう！　俺今ならペンタゴンにも潜入できる気がする！」


    　さっきまで缶かん蹴けりをしていたから、ルミの目を欺あざむくためにカイトが被かぶったのだろう。


    　拓馬が声をかけると、しゃべるダンボール箱は拓馬の足下周りを思いのほか軽快にちょこまか動きまわる。


    　何となくコミカルな絵面で微笑ほほえましいが、それはさておき、


    「……自分は、隠し事をしてるように見えましたか？」


    　ふと気になったので、拓馬は聞いてみた。


    「うん！　いかにも何かありますって感じが出てたぜ！」


    　ダンボールの中のカイトにすらこう言われているということは、衣舞には殊こと更さら何か裏がある気配を嗅かぎ取られてしまっていたのだろう。しかしなぜ隠し事をしているのがそこまで気に食わないのだろうか。放っておいてくれればそれでいい話なのに──。


    　すると、カイトは訳知り声でこう続けた。


    「ふふん、拓兄にいもまだまだだなぁ！　『大丈夫だから』とか『心配するな』とか、ウソでもそう言っとけば怒られなかったかもしれないのに。麗れい奈なねーちゃんもそうだけど、女ってのはお節せつ介かいだよな！　ちょっとでも隠し事したり一人になったりするとすーぐガミガミ怒るの！　心配掛けるなーとか言って。こっちは全然へっちゃらなのにさ！」


    「心配……？」


    　その一言が、拓馬の心の琴きん線せんに触れる。ぎくしゃくとした不可解の靄もやが、温かな風にさらわていく。


    （そうか、それで衣舞はあんなに怒って……）


    　いつも麗れい奈なの手を焼かせているやんちゃ坊主のカイトの言げんには、子供の戯たわ言ごとと一いつ笑しように付ふせない真理が隠されていた。


    「──ありがとう。カイト」


    「？　まぁいいってことよ！」


    「ところで、もう缶かん蹴けりは終わりましたよ？」


    「……知ってる。だから拗すねてんの。誰かが気づいて捜しに戻ってくるまで、俺はこのダンボールを脱がない。たとえこのままダンボールとして生きていくことになろうとも」


    「……自分は麗奈たちが逃げていったときに『あれ？　カイトがいないけど大丈夫か？』って思ってましたよ」


    「……俺おれの味方、拓たく兄にいだけ」


    「……麗奈たちが戻ってくるまで自分もここにいてあげます」


    　そのあと五分くらいしてから、麗奈が血相を変えてカイトを捜しに戻って来た。けれど「もう！　あれほど一人で勝手に行動しちゃダメって言ったでしょ！」と叱しかられてるのを見たときは、流石さすがにカイトが気の毒に思えた。


    



    



    「衣い舞ぶ！　ちょっと待ってください」


    　休み明けの翌日。キビキビとした足取りで昼食を買いに行く衣舞を、拓たく馬まは呼び止めた。


    「何かしら」


    　振り返った衣舞は何でもないような澄まし顔で拓馬を見つめ返してくるが、微妙な声こわ音ねの違いでわかる。衣舞は、まだ怒っている。しかしだからこそ言わねばならない。


    「昨日きのうはすみませんでした」


    「……何が？　何に対しての『すみませんでした』なの？」


    　きっちり問い質ただしてくるところに性格を感じる。衣舞が何に対して怒りを覚えているのか、それを理解もせずにただ体裁だけで謝罪の言葉を口にしようものなら衣舞の怒りの炎はさらに膨ふくれ上がることだろう。


    　昨日はそれがわからなかったが、しかし今はもう大丈夫。カイトに教えられたから。


    「心配をかけてすみませんでした。けど安心して下さい。自分は大丈夫ですから。それと、心配してくれてありがとうございます」


    　面と向かって、まっすぐ衣舞の目を見て、拓馬は衣舞の怒りに対する思いを伝えた。


    　すると、どうやら正解だったようだ。衣舞は軽くため息をつくと、半ば呆あきれたように眉まゆ尻じりをほんの少し下げた。


    「……あのね、隠し事が下へ手たなくせにそうやって何かを隠すような態度を取られると不安になるの」


    　微妙な声こわ音ねの違いでわかる。衣い舞ぶはもう怒ってはいない。それどころかやや満足気ですらある。


    「すみません。けど自分はそれなりに強いし、風紀委員歴も長いです。今更不安だなんてそんな──」


    「強いのは知っているけれど、一見しっかりしてるようでいて無む茶ちやはするし、そのうえ実はおっちょこちょいなんだから、いつもハラハラさせられてるわ。ましてや悠ゆうが襲おそわれた件もそうだし、こうして拓たく馬まが隠し事をしているのも含めてこれだけ異変が続いたら何かあるんじゃないかと思わずにはいられないの。……そもそもその隠し事だって悠に関係してたりするんじゃないの？」


    　核心を突く衣舞。


    　拓馬はギクリと身を強こわ張ばらせ、これから衣舞による怒ど濤とうの追及が来るのではと身構えた。しかし衣舞はそんな真ま似ねはせず、付き合いの長い拓馬にしてようやくわかるくらいほんのわずかだけ、唇くちびるの端を持ち上げた。


    「けれどまぁ、それでも事情を話すつもりはなさそうだからこれ以上口は挟まないわ。ただし、いい？　これだけは覚えておいて。なにかあったらすぐに私に相談すること。協力を仰あおぐこと。──なんだってしてあげるんだから……わかった？」


    「……えぇ、ありがとうございます」


    　衣舞が衣舞である以上、そして拓馬が風紀委員としての禁きん忌きを破っている以上、衣舞に協力は仰げない。けれど衣舞のその気持ちは本当にありがたく受け取っておくことにした。そしてつくづく惜しいと思うのは、クラスメイト然しかりカルガモたち然り、衣舞のことを誤解していること。確かに人当たりはきついが、こんなにも優しくまっすぐな心を持った女の子は他にいない。いつか衣舞のことを理解してくれる者が現れるようにと、心の底からそう願う。


    「それじゃあ、はい」


    　わだかまりがなくなりいつもの調子に戻った衣舞は、メモの切れ端を拓馬に手渡す。


    「？　これは？」


    「頼まれていた服装検査の調査結果」


    「おぉ！　調べてくれてたんですか！　恩に着ます！」


    　昨日きのう怒らせてしまったからやってくれないだろうと思っていたが、ちゃんと調べておいてくれたらしい。何とも心憎い計らいである。


    　しかし拓馬が喜ぶのもつかの間ま、衣舞は声を潜ひそめて囁ささやいた。


    「それともう一つ、風紀委員として伝えなければいけないことが」


    「？」


    「また事件」


    



    



    　放課後、拓たく馬まと衣い舞ぶは講堂へとやってきた。


    　講堂とは聖ひじりヶが原はら学園の全生徒が収容できるのほどの巨大劇場型ホールで、全校集会や定例のミサ、その他行事や文化系部活動による催もよおし物を上演などするための施設である。年季の入った西洋風の外観と瀟しよう洒しやな内装で、通称〝マリア座〟として生徒に親しまれている。


    　そしてゴールデンウィーク中なか日びである今日きようのマリア座は、四日後に行おこなわれる催し物の準備で賑にぎわっていた。その催し物とは、聖ヶ原学園演劇部による『不ふ思し議ぎの国のアリス』の舞台公演である。


    　演劇部は中高合わせて百人以上もの部員数を有しており、実はこの学園における一大勢力だ。聖ヶ原学園はその校風から娯楽と呼べるものが極端に少ない。よって生徒に対して何らかの娯楽的要素を提供するような部活動の人気は高く、生徒からも憧どう憬けいと尊敬を集めている。そして吹奏楽部や合唱部、マーチングバンド部などといった文化系の部活動の中でも一際華があり大衆性のある演劇部は、群を抜いて支持されているのだ。


    「風紀委員会の者ですが」


    　マリア座の周りを演劇部員たちが忙せわしなく駆かけまわるなか、入り口のところで突っ立っている男を見つけたので拓馬が声をかける。


    「お待ちしておりました。ご足そく労ろうありがとうございます。さ、どうぞ中へ」


    　大道具か何かなのであろう、がっしりとした体格のその男は物腰柔らかく拓馬と衣舞をマリア座の中へと招き入れた。


    「盗難事件が起きたらしいですね。そして被害者はあの、絹針蘭だとか」


    「はい。ただ何を盗まれたとかは僕も聞かされていないので、詳しくは中でお待ちの絹きぬ針ばり様から直接お聞きになってください」


    　ジャージの色からして高等部の一年であるはずのこの男が中等部三年の絹針蘭らんを様付けしていることにも違和感を覚えたが、もっと引っかかったのは男の応対である。まるで拓馬たちを出迎える役を負っているかのようだ。


    「まさかさっき入り口で立っていたのは、自分たちを出迎えるためですか？」


    　正直一人だけ暇ひまそうにしていたからこの男に声をかけたのだが、もしかしたらと思い拓馬がそう尋ねると、男は当然のように首しゆ肯こうした。


    「えぇ。絹針様にそう指示されましたので」


    　わざわざ出迎えをよこすほどでもないだろうに……拓馬はもちろん衣舞も閉へい口こうしていると、二人の心中を察した男は苦笑いを浮かべた。


    「これくらいの使いっ走りなんてあの方の女王様気質からしたらほんの序の口ですよ。衣装が気に入らないからって本番前日に全部作り直させたり、本番のときも集中したいからって部員全員衣装部屋から追い出して自分の出番ギリギリまで出てこないですしね。僕なんてあの御方の専属オットマンですから」


    「「オットマン!?」」


    　さすがの衣い舞ぶも拓たく馬まと声を揃そろえて驚いた。


    



    　オットマン──椅い子すの前に置く足のせ台。『広こう辞じ苑えん』より


    



    「ガードマンとかではなくて!?」


    「えぇ、オットマンです」


    　体格からしてガードマンなどならまだわかるが、オットマンとは……。させるほうもさせるほうだしやるほうもやるほうである。諦てい観かんめかして笑うオットマンには狂気すら覚える。


    「すさまじいですね。剣道部でそんな振る舞いをしようものならかわいがりですよ」


    「弓道部だったら銃じゆう殺さつ刑けいね」


    「えぇ、でも仕方ないんです。演劇部は実力至し上じよう主義。演劇部で三本の指に入る演者の絹きぬ針ばり様なら女王のような振る舞いも許されますし、我々も従います。不ふ思し議ぎとその横おう暴ぼうさに惹ひかれる部員も少なくないんですよ？」


    　にわかには信じがたいが、オットマンを見る限り本ほん音ねを隠しているようには見えないしおおむね真実なのだろう。拓馬と衣舞にはさっぱり理解できないが、それが演劇部の価値観や伝統だというのならば文句のつけようはない。──もっとも、男女間の身体接触的な意味合いでいったらかなり際どいところではあるが……。


    「絹針様、風紀委員の方々がお見えになられました！」


    　拓馬たちが通されたのはマリア座のホールである。緩ゆるやかな傾斜に沿って座席がズラリと並び、通路を下った先には大きなステージ。


    「遅いですわ！　早くこちらへ！」


    　そしてそのステージの中央から、ゴテゴテと派は手で派は手でしい真っ赤かなドレスを着た美少女、絹針蘭らんが声を張った。


    「椅子、お飲み物、扇おうぎ、お願いできますこと？」


    　拓馬たちがステージまで下っていく間、付き人らしき男どもがささっと椅子と飲み物をセッティング。扇を持って脇わきにスタンバイ。


    　そして蘭が座面やや高めのその椅子に座ると、拓馬たちを出迎えたオットマンは、オットマンらしく蘭の足下でよつんばいになった。……蘭に素足をのせられてうれしそうだ。


    　一方、蘭は直前まで稽けい古こをしていたのか、火ほ照てった体を扇で付き人に扇あおがせ、ティーカップからお茶をコクコクと飲む。バラの花をひっくり返したようなスカートのチューブトップ型ドレスから察するに、蘭はハートの女王役だろう。ステージ上からこちらを見下す視線といい、適役だ。「首をちょん切れ！」というセリフもさぞかし映えるに違いない。


    　お茶を飲み終え一息ついたハートの女王──もとい蘭らんは、開かい口こう一番言い放った。


    「遅いうえに派遣されたのがよりによって軒のき原はら先輩方なの？」


    「「…………」」


    　一応蘭は被害者であると聞いていたから今回ばかりはしおらしくもなるかと思いきや、その考えは甘かったらしい。この少女、相も変わらず唯ゆい我が独どく尊そんである。拓たく馬まはまともに張り合ったりせずやれやれとため息をつくのみに留とどめたが、しかし、衣い舞ぶは乗った。


    「風紀委員はいつも校則違反者と相あい対たいしてるから愚おろか者にはうんざりしていてね、たとえ被害者であろうと愚か者のもとへは来たがらないのよ。ただでさえ忙しいのに愚か者の相手なんてしたくないの。わかるでしょ？　愚か者」


    　売り言葉に買い言葉である。


    　衣舞が言い返してやると蘭もまたむかっと来たようで、さらに言い返してきた。


    「えぇ、わかりますわ。それでお忙しい他の風紀委員の代わりに、暇ひまを持て余してる先輩方小等部組が来たというわけですわね？　──あら？　貧乏暇なしというあのことわざは噓うそだったのかしら？」


    「来てあげたっていうのにその言い草は何!?」


    　衣舞は激げき昂こうし、蘭に狙ねらいを定めて弓を引く。


    「スト――ップ！」


    　拓馬が止めに入ると、目を血走らせた衣舞は矢や尻じりを指でなぞって言う。


    「ちょっとだけ。さきっちょだけだから……ッ！」


    　怒りで声が震えている。さきっちょだけと言いつつ眼球にでも突き刺しそうな勢いだ。


    「気持ちはわかりますが抑えてください」


    　この蘭という少女、どうも階級意識をこじらせているらしく何かと拓馬らとそりが合わない。拓馬は性格上相手にしないのだが、衣舞や辰たつ巳みなんかと顔を突き合わせた日には毎度このような小こ競ぜり合いが起こってしまう。その度たびに仲介するこちらの身にもなってほしい。


    　拓馬は何とか衣舞をなだめ、蘭に向き直る。


    「それで盗難事件が起きたそうですが、盗まれたものとは？」


    　拓馬が尋ねると、蘭は口を尖とがらせてぶつぶつ不満を洩もらした。


    「……あなたには言いたくありません。ただでさえ表おもて沙ざ汰たにはしたくないから私わたくしのクラスの風紀委員ではなく直接風紀委員長さんにご相談しましたのに……なんであなた方が……」


    　なぜ蘭の盗難事件の話が自分らに来たのかと疑問に思ってはいたが、拓馬はなるほどと納得する。高等部風紀委員会の下部組織とはいえ、中等部にも風紀委員会はある。しかし蘭はこの盗難事件のことを周知されたくないらしい。だから風紀委員長へ話を持っていき、さらにその話が自分たちに振られたというわけだ。


    　となると、これはどうも単なる盗難事件ではないようだ。


    「呼びつけておいてそれはあんまりです。話してもらえないとどうしようもない」


    　拓たく馬まが粘ねばり強く説得すると、蘭らんは数秒悩ましげに唸うなった末、ようやく態度を軟化させた。


    「あなたたちは少し離れていなさい。──こ、小こ瀬せ村むら先輩、ちょっと近くに寄って、耳をお貸しくださいます？」


    　蘭は付き人に距離を取らせ、ちょいちょいと衣い舞ぶを呼ぶ。


    　お前が下りてこいよ、というジェスチャーを衣舞はしていたが、拓馬は何とかなだめすかして衣舞にご登壇頂いた。


    　そして蘭は周囲を警戒し、顔を赤らめつつ、ばつが悪そうにしながらも、衣舞にこっそりと耳打ちする。


    　そんなに人に知られたくないとは、いったい何を盗まれたのだろうか。


    　拓馬が疑問に思っていると、耳打ちされた衣舞がわざとらしく大声で叫んだ。


    



    「な、なんですってええええ!?　パンツを盗まれたですってぇぇぇえええええ!?」


    



    「い、イヤ――！　声が大きいぃぃぃぃ！」


    　蘭は慌あわてふためき、衣舞の口を閉じさせようとポカポカ叩たたく。しかしもう遅い。せっかく内密にしようとしていたのに、衣舞が叫んだものだから内容は駄だ々だ洩もれ。少し距離を取っていた付き人はもちろん、ホール内で作業をしていた他の演劇部員にも耳打ちの内容が響き渡った。


    「あらごめんなさい。あまりにも衝しよう撃げき的な事件なものだから、つい言い触らしてやりたくなってしまって」


    「ッ!?　誤ご魔ま化かすつもりも無し!?　なに正直に確信犯であることを白状してるのよもうイヤ――！」


    　しかしあの衣舞に私し怨えんによる嫌がらせをさせるとは逆にすごい。


    　妙な感心をしてしまう拓馬だったが、今はそれは置いておいて──


    「パンツを!?」


    「し、下着！　下着を盗まれたのよ！」


    　何やら不ふ穏おんな気配が漂ただよってきた。


    



    



    　衣舞の「パンツを盗まれた」発言を聞いた部員全員に蘭が箝かん口こう令れいを敷いた後、犯行現場として連れてこられたのは、マリア座の衣装部屋。もっともこの衣装部屋、便べん宜ぎ的にそう呼んでいるだけであって演劇部専用の部屋などではなく、ただの小部屋である。今は公演の直前であるから衣装や姿見などを持ち込んで衣装部屋として使っているだけの話だ。ゆえに鍵かぎなどもついていないし、室内のドア前に衝つい立たてを置くことで廊下から中が見えないように工夫している。


    　そして女子部員はここで着替えをし、稽けい古こ中ちゆうなどは私物の類たぐいをここに置いておくそうで、例に漏もれず蘭らんもそうしていたそうなのだが、昨日きのう、着替えを入れていたバッグから替えの下着だけが抜き取られていたらしい。舞台稽古は汗をかくので、下着の替えもいつも用意しているのだそうだ。


    「替えのパン──下着を持ってき忘れたということはないのですか？」


    「ありえないですわ。確かに替えの下着をこのバッグに入れたのは覚えていますし、タンスを捜してみてもなかったですもの」


    　はっきり言って、この状況下で下着を盗むことなど誰にでもできる。衣装部屋にも蘭のバッグにも鍵かぎはないのだ。演劇部は部員総数百人を優に超える大おお所じよ帯たいである。部外者の犯行であったとしても、見知らぬ顔が紛まぎれ込んだところで誰も気にも留めない。ましてや内部の人間の犯行ならば殊こと更さら容易だ。


    「十じつ中ちゆう八はつ九く、男子生徒の仕し業わざでしょうね」


    　衣い舞ぶの言う通りだろう。財さい布ふに手をつけていない時点で金品目的ではないことがわかる。ということは、下着の盗難という事実を額がく面めん通りに解かい釈しやくして、「性的目的を持つ男子生徒の犯行」と見てまず間違いはあるまい。


    　そして蘭もそうであろうことは承知しているようで、強気を取り繕つくろって言う。


    「まあ？　校則で恋愛禁止とはいえど？　高貴にして見み目め麗うるわしいこの私わたくしに男性が惹ひかれてしまうのは致し方のないことであって？　我ながら罪作りではあると思うけれど？　思うけれど……このような形で劣れつ情じようを催もよおされるのは不快でしかなくて、少し、怖くて……」


    　徐々に弱々しくなる蘭の語気。いつも男子からちやほやされ、その待たい遇ぐうに陶とう酔すいしているようではあるけれど──いやむしろ、普段周りにいるのが従順な男ばかりだからこそ、このような雄おすの悪意を目まの当たりにしていっそう恐怖を抱いだいているのだろう。


    　普段の高たか飛び車しやな姿とはおよそ違い、今の蘭はどこにでもいるか弱き少女そのもの。


    　さすがにこの怯おびえようを見てしまうと、拓たく馬まも蘭に同情せざるをえない。もっとも、


    「所しよ詮せんあなたに群がる男なんて下──パンツを盗むような気持ちの悪い男ということよ」


    　衣舞は一切同情していないようだが。


    「く、口を慎つつしんでくださいます!?　小等部上がりの分ぶん際ざいで……！」


    「わかりました。下着泥棒は自分たちが必ず見つけ出して然しかるべき懲罰ペナルテイを与えます」


    　相手は自分を蔑さげすむような高こう慢まんちきのお嬢様ではあるが、性犯罪に怯える被害者であることには変わりない。私情は挟まずに風紀委員として全力を尽くしてやろう──。


    　拓馬はそう心に決めたが、しかし相手はやっぱり階級意識をこじらせたお嬢様。


    「当然ですわ！　それが先輩方の唯ゆい一いつの存在意義なのだから、私わたくしのために身を粉こにして働いて下さい！　それとこの件はくれぐれも口外しないように！　いいですわね!?」


    　蘭はキャンキャンとそう吠ほえ立てた。


    



    



    「イライラするわ。どうしようもなく」


    「おぉ、すごい。怒ど気きが蒸気のように迸ほとばしってますよ」


    　事情聴取を終えてマリア座を後にした衣い舞ぶの怒りようと言ったらなかった。衣舞の背景が蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがんですら見える。


    「どうして絹きぬ針ばり蘭らんはあんなにも私たちに突っかかってくるのかしら」


    　蘭の頭の中を覗のぞけない以上、「お嬢様だから自分たちとは少し考え方が違うんでしょうね」としか言えないが、しかし実は拓たく馬まは、蘭に対して反感や敵てき対たい心しんというよりもむしろ興味深さを抱いだいていたりする。というのも、


    「しかしあれはあれで面白いですよ。なにせ衣舞の口からパンツという単語を引き出すくらいですから。案外、一度打ち解けたらいい友達になれるかもしれませんね」


    　そう、衣舞に対して臆おくすることなくあれだけ突っかかっていける人物はこの学園に数えるほどしかいない。そういう意味では蘭は、衣舞にとってかなり特別な存在ということになる。今でこそ犬けん猿えんの仲であるが、もしかしたらと拓馬は密ひそかに思っているのだ。


    　しかし衣舞はそんな拓馬の考えにはピンと来ないらしく、むしろ別の一節に反応した。


    〝パンツ〟発言についてだ。


    「～～～ッ！　せ、セクハラよバカ！」


    　人前であんな大声で「パンツ」という単語を叫ぶなど、衣舞の人間性からしたら考えられないことである。そして本人も、指摘された今頃になって己おのれがしたことの恥ずかしさに気づいたらしい。ぼっと顔を赤くして、苦々しそうにそっぽを向いた。


    「そ、それはそうと、あんなこと言って平気なの？　下着泥棒をどうやって捕まえるつもり？　手がかりは何も無いし、正直のところ再犯防止に努めることしか私たちにはできないと思うのだけれど」


    　失しつ態たいを紛まぎらわすように衣舞は一気にそう捲まくし立てたが、その内容は的まとを射いている。


    　しかし拓馬が蘭に犯人を絶対捕まえると言ったのは、ただのリップサービスではない。拓馬だけが知る犯人の心当たりがあったからだ。


    「えぇ、何とかしてみます」


    　拓馬はマリア座に来る前に衣舞からもらった、服装検査の調査結果の記されたメモ用紙を、ポケットの中から取り出した。


    　そこには一人の生徒の名が記されていた。


    



    



    　翌日の昼休み。クラスメイトたちが仲の良いグループごとに固まって昼食をとり、和なごやかなムードの漂ただよう教室。そんな中、拓たく馬まは視線を巡らせて、どこの輪にも入らず誰とも話さずただ机に突っ伏して寝ている一人の生徒に目をつけた。


    　周囲の目を気にしつつそれとなく近づき、真正面に立つ。そして教室内で笑い声が弾はじけた瞬間、その喧けん騒そうに紛まぎれ込ませるようにして声をかけた。


    　いつもいつも寝ているクラスメイトの図書委員──辻つじヶが堂どう山やま吹ぶきに。


    「辻ヶ堂さん、交換条件を呑のみましょう」


    　山吹は顔を上げ、クマの浮かんだ目を白黒させる。


    「……なんのこと？」


    「悠ゆうが襲おそわれ、自分がグズグズしていたばかりに二人目の被害者まで出てしまいました。これ以上、手をこまぬいている訳にはいかないんです」


    　三日前の深夜、拓たく馬まはバンダナアイマスクの集団に襲われ、そして奴やつらこそが悠の襲しゆう撃げき犯はんであろうことを憂鬱なブルー・修道女シスターから教わった。そして昨日きのう蘭らんの下着盗難事件を聞いたとき、直感した。これもおそらくはあのバンダナアイマスクの集団の仕し業わざであろうと。無論確たる証しよう拠こはない。たまたま事件の発生と奴らの存在を知ったタイミングが重なったから、そう思えてくるだけかもしれない。けれど、長く風紀委員をやって来た拓馬の勘は告げていた。一連の事件に絡んでいるのは奴らであろうと。


    　そして激しい後こう悔かいが拓馬を苛さいなんだ。もっと早く憂鬱なブルー・修道女シスターの交換条件を呑んでバンダナアイマスクの集団の正体さえ暴あばいていれば、蘭の下着盗難事件は防げたかもしれないのだ。


    　己おのれの中ちゆう途と半はん端ぱさに腹が立って仕方がなかった。深夜の外出及び校舎への侵入という校則違反行為には手を染めておきながら、校則違反者で構成された地下組織への仲間入りを恐れた。どちらも校則違反であることには変わらないのに、中途半端でちんけな良識やプライドを優先してしまったのだ。二人目の被害者が出てしまったのは、その結果だ。


    　だからもう、拓馬は決めた。


    　正義を貫つらぬくために校則が邪魔なら、いかなる校則でも破ろうと。


    　自分が手を汚よごすことで学園から穢けがれを雪そそげるのなら、喜んでこの手を汚そうと──。


    「え、えと、軒のき原はらくん？　何の話をしているのかわから──」


    　山吹は依い然ぜん困こん惑わくし、一方的に話しかけてくる拓馬に怯おびえてすらいるように見える。


    　しかし拓馬は構わずに言い切った。


    「脳のう内ない解かい放ほう区くの仲間になるから犯人の拿だ捕ほに協力してくれ。頼む、憂鬱なブルー・修道女シスターっ」


    「…………」


    



    　切り替わりはほんの一瞬。


    　困惑と怯えの色が噓うそのようにかき消えて、まさしく別人のように、山吹は大きくニヤリと笑った。


    



    「今日きようの放課後、十六時半に高等部校舎裏で待ってる。一人で来てね。それとカタログと注文書、あれも返してね。よろしく」


    　山やま吹ぶきはそれだけ口早に応えると、再び机に突っ伏し、そのまま沈黙してしまった。


    



    　こうして拓たく馬まは、同人誌密造サークル〝脳のう内ない解かい放ほう区く〟の一員となった。

  



  
    


     Ｃｈａｐｔｅｒ．7：与よ会かい


    



    　放課後、指定された時間に拓馬は高等部の校舎裏へ向かう。この学園には至るところに生徒がくつろげる庭園があり、高等部の校舎裏にもそれがある。ここの庭園はそこそこ規模が大きく、整えられた植木や花壇の合間合間に屋根付きのテーブルと椅い子すが並ぶ。


    　拓馬が一つ一つ見て回ると、そのテーブルの一つに山吹がいた。


    　四人掛けのテーブル。目配せし合い、対面に座る。


    　拓馬はまず、押おう収しゆうしていた脳内解放区のカタログと注文書を無言で差し出した。


    　山吹もまたそれを無言で受け取り、中身を改めて「確かに」と一言。それから改めて向き直り、開かい口こう一番尋ねてきた。


    「まず聞いてもいいかな。どうして私だってわかったの？」


    　なぜ拓馬は山吹が憂鬱なブルー・修道女シスターであることを突き止めたのか。本人からしたら気にかかるところだろう。特別隠すようなことでもないので拓馬はからくりを教えてやった。


    「昨日きのうの朝、衣い舞ぶに服装検査をされただろう」


    「あぁ、うん。されたねぇ。クラスの女子全員」


    　服装検査自体は何も珍しいことではない。風紀委員の各自裁さい量りようで定期的に行おこなわれている。だから山やま吹ぶきは何ら不審に思わなかったことだろう。しかし、拓たく馬まが衣い舞ぶに服装検査を頼んだのは、何も女子の服装の乱れを正すためではない。真の狙ねらいは他にあった。


    「お前のスカートの裾すそ、内側に絆ばん創そう膏こうが貼はり付いてるから剝はがしておいたほうがいいぞ」


    　拓馬が言うと、山吹は怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめながらテーブルの下でガサゴソとスカートを捲まくり、目を丸くした。


    「──お？」


    　山吹の手には、剝がされてくたびれた絆創膏。その絆創膏と同じ種類のものを、拓馬は自分のポケットから取り出した。


    「自分が持ってる絆創膏だ」


    　この絆創膏、以前頰ほおを擦すりむいたカイトに貼ってやるためにガクから貰もらったものである。


    　山吹は「いつの間まに……」と口にしかけたが、すぐにポンと手を打って思い当たった。


    「そうか、なるほど。あのときか」


    「あぁ、掃除用具入れの中でな」


    　三日前の深夜、バンダナアイマスクの集団に襲おそわれた際、拓馬は憂鬱なブルー・修道女シスターに窮きゆう地ちを救われ掃除用具入れの中へ一いつ旦たん隠れた。その際、拓馬はこっそりとポケットの中から絆創膏を取り出し、憂鬱なブルー・修道女シスターのスカートの内側に貼っておいたのだ。憂鬱なブルー・修道女シスターはポケットの中をもぞもぞしている拓馬にあらぬ誤解を抱いだいていたが、あれはそういうことなのである。そして後日、衣舞に服装検査と称してクラスの女子全員のスカートを調べてもらったのだ。


    「へぇ～、これは一本取られた。意外と手て癖くせが悪いんだねぇ」


    「正直、それを貼ったから、あのときみすみすお前を逃のがしたというのもある」


    「なるほど。けど私もキミが深夜の校舎に侵入してることを知っちゃってるから手出しできなくて──って、そんなとこか。この絆創膏だって、校則違反して貼ったものだから証しよう拠ことしては使えないもんね」


    　頭の回転が速い女だ。さすがは脳のう内ない解かい放ほう区くの代表をやっているだけある。


    　山吹はすべてに合が点てんがいったようで、こほんとひとつ咳せき払ばらいをすると朗ろう々ろうと言葉を紡つむいだ。


    「けどま、こうして軒のき原はらくんを迎え入れることができたんだし結果オーライかな。──改めましてご挨あい拶さつ。脳内解放区のリーダー、憂鬱なブルー・修道女シスターこと辻つじヶが堂どう山吹です。以後よろしく。あ、間違っても人前でペンネームを呼ばないようにね。ご存じの通り、私ら地下組織を気取ってるもんで正体がバレるのは非常に都合が悪いんだ。ＯＫ？」


    　この飄ひよう々ひようとした喋しやべり方、紛まぎれもなく憂鬱なブルー・修道女シスターである。しかし憂鬱なブルー・修道女シスターではあるが、拓馬が知っている〝辻ヶ堂山吹〟ではない。山吹はもっと内気で、声が小さくて、こんな人を喰くったような笑みは浮かべない。


    「裏表が激しいんだな」


    　拓たく馬まが素直な感想を口にすると、山やま吹ぶきは心底愉快そうにケタケタと笑う。


    「あっはっは。ホントはこっちが素すなんだけど入学当初はちょっといろいろあって塞ふさぎ込んでてさ、一いつ旦たん根ね暗くらなイメージがついちゃうと素を出しづらくなっちゃって、普段は抑えてるんだ。それに、日常生活でも目立たないに越したことはないしね。──あ、いっつも眠いのは本当。ほら、私らって夜活動するからさ。どうしても昼間に疲れが出ちゃって」


    　つまりクラスでのあの根暗な図書委員〝辻つじヶが堂どう山吹〟というのは演技──そう考えるとなかなかの役者である。今目の前にいる山吹からはこんなにも存在感が迸ほとばしっているというのに、教室ではこの気配を完全に消しているというのだから。ベランダから部屋に入ってきたり閃せん光こう玉だまを駆く使ししたり、まるで忍者みたいなやつだ。


    　素直にこの山吹という少女に感心してしまった拓馬は、気を取り直して問う。


    「ふん。まぁいい。そんなことより早速奴やつらについて教えてくれ」


    　脳のう内ない解かい放ほう区くという組織の詳細も気になるが、今最優先にすべきは光みつ武たけ悠ゆう襲しゆう撃げき事件と絹きぬ針ばり蘭らん下着盗難事件の解決である。つまりはあのバンダナアイマスク集団の正体だ。


    　拓馬が真剣に尋ねると、山吹はにやけた口元はそのままに、けれど神しん妙みような眼まな差ざしと声こわ音ねで、ゆっくりと語って聞かせてくれた。


    「あいつらは〝与よ会かい〟。この学園内で性産業を種に荒あら稼かせぎしてる地下組織だよ」


    「せ、性産業だと？」


    　あまりにも突とつ飛ぴな単語が出てきたものだから拓馬は思わず聞き返すが、それは言い間違えでも聞き間違えでも冗談でもないらしい。


    「うん。秘ひ密みつ裏りにＨなグッズやサービスを提供してお金儲もうけしてるんだ。成人誌をどっかから大量に仕入れてきたり、男女問わず人気のある生徒の盗とう撮さつ写真や私物を盗んで販売したり、[image: ]うわさじゃキャバクラまがいのお茶会やＳＭクラブやもっと過激なサービスまで手広く扱あつかってるとか」


    「な……は？」


    　すぐに拓馬がその話を受け入れられなかったのも無理はない。いったい誰が信じられようか。この清せい廉れん潔けつ白ぱく、安あん寧ねい秩ちつ序じよたる聖ひじりヶが原はら学園において、そんな風俗まがいのことをしている地下組織が存在するなど。ましてや拓馬はこの学園の風紀を守り、そして守れていると自負していた人間だ。風紀委員会が脳内解放区はおろか与会という存在にすらこれまで気づけずにいたとは、不ふ甲が斐いなさや悔くやしさを超えてもはや滑こつ稽けいですらある。


    「私が言うのも何だけど、ビックリするよね。私も初めて聞いたときは耳を疑ったもんだよ」


    　拓馬の動どう揺ようを察してか、山吹もまた遣やる瀬せ無さそうに視線を伏せる。何となく気を遣われたような気がして、それこそ情けないので拓馬はぐっと辛しん酸さんを飲み下し、話を本筋へ戻す。


    「なるほどな。しかしそんな組織がいるならば、話が見えてきた」


    「そう、光武悠も絹針蘭も人気の生徒だ。十じつ中ちゆう八はつ九く、与会にやられたんだと思う」


    　悠ゆうと蘭らんの共通点は、どちらも人気のある生徒であること。そしてどちらも性的な被害を受けている。与よ会かいが人気のある生徒の〝性〟を売り物にしている組織ならば、やつらが犯人と見てまず間違いないだろう。


    　しかし拓たく馬まが腑ふに落ちる一方で、山やま吹ぶきはふと訝いぶかしむ。


    「ただ気にかかるのは、今回の件、どっちも雑なんだよね。これまではこんな騒ぎにならないように上う手まくやってたんだけど……」


    　山吹曰いわく、これまで風紀委員会の目に留まらなかっただけあって与会は相当慎重かつ巧こう妙みように地下で動いていたらしい。それこそ光みつ武たけ悠襲しゆう撃げき事件や絹きぬ針ばり蘭下着盗難事件のように、被害がおおっぴらになって風紀委員会に嗅かぎ回られてしまうようなヘマは絶対にしなかったそうだ。そしてそういう組織であるのに今回に限ってどちらも詰めが甘いことに、山吹は気がかりを覚えているらしい。


    「まぁ、組織が大きくなりすぎて粗あらが出てきたってことなのかなぁ。私らも気をつけよ」


    　己おのれの疑問に己でそう結論付け、山吹は気を取り直したように拓馬に目配せ。「質問があればどうぞ」ということだろう。


    「なぜ与会は脳のう解かいを仲間に引き入れようとしていたんだ？」


    　深夜の校舎で拓馬は与会に襲おそわれた。その理由は、与会が拓馬のことを脳のう内ない解かい放ほう区くの一員と勘違いしたからであり、そして力ずくでも脳内解放区を自みずからの傘さん下かに収めようしていたからである。ではなぜ与会は脳内解放区を取り込もうとしていたのか。拓馬の疑問に、山吹は人差し指と親指で輪っかを作って明快に答える。


    「お金になるからね。今私たちは自じ腹ばらを切って無料で読者に同人誌を配布してる。与会はそんな私らを管理下に置いて、同人誌を有料化してお金儲もうけしたいんだよ。けど私らは非営利の有志団体だから突っぱねてるの」


    「突っぱねてるということは、もう何度か接触しているのか？」


    「まーね。私らが同人誌を配達しに深夜の校舎に忍びこむとあいつらが待ち伏せしてたりするんだ。あの手の鬼ごっこも最近はしょっちゅうだよ。まったく、敵が多くてまいっちゃう」


    　山吹はいたずらめいて軽く言うが、その心労は相当なものである気がする。風紀委員会の目を逃のがれつつ、力ずくでも自分たちを屈くつ服ぷくさせようとしてくる与会をも相手取っているのだ。しかも脳内解放区のリーダーとして……。衣い舞ぶとはまた違ったベクトルでタフな女である。


    「それにしても意外だな。こんなにすんなり教えてくれるとは思わなかった。てっきり、脳解への忠誠を示せだのなんだの言われるくらいは覚悟していたんだが」


    　この山吹のことだ。拓馬が口先だけ脳内解放区の仲間になり、情報を聞くだけ聞き出してあとは裏切るという可能性を考えていないはずはあるまい。ならばもっと拓馬の決定的な弱みを握るなりなんなりすると思うのだが。


    　拓馬の疑問に、山吹はふっと笑う。


    「こう見えて私も気持ちは一緒なんだよ。これ以上、被害者は出したくないの」


    　どことなく山やま吹ぶきの表情に、翳かげりが差した気がした。心底憂うれえているような、心を痛めているような──けれど拓たく馬まの口から出るのは皮肉。


    「似たような校則違反をしている者とは思えないセリフだな」


    「おっと聞き捨ずてならないねぇ」


    　すると山吹は口元の笑みこそ絶やさないものの、挑ちよう戦せん的に目を光らせて身を乗り出す。


    「私たちがやってる同人誌の密造は確かに校則違反だよ。やってることは馬ば鹿かげてるし、提供してるものが下げ劣れつで歪いびつで醜しゆう悪あくだってことも自覚してる。けどね、だからこそ後ろめたさを忘れずに節度とマナーを心がけてる。たとえ性犯罪者予備軍だなんだと罵ののしられようと、言い訳は呑のみ込んで粛しゆく々しゆくと仁義を貫つらぬくことを誓ってる。そしてそれが、プライドでもある」


    　怒鳴られているわけでも睨にらまれているわけでもないのに、拓馬は山吹のその気き迫はくに圧倒され息を呑んだ。男色などという性せい癖へきを晒さらす同人誌の制作者が、よもやこれほど高い志こころざしを持っていようとは……それが称しよう賛さんに値するのか、はたまた滑こつ稽けいなのか、今の拓馬には判断しかねた。


    「だから与よ会かいと同類扱あつかいされるのは心外だし、与会の存在は迷惑でしかない。いずれ必ず、与会は潰つぶす」


    　力強い断言である。言うだけあって、山吹は本気で与会のことを敵と認識しているらしい。


    「いずれ？　何を悠長なことを。悪事が把握できているのなら風紀委員を総動員して今すぐにでも──」


    　拓馬が言い返すと、山吹はちっちっちっと指を振る。


    「まだまだ脳のう解かいとしての自覚が足りないみたいだね。今与会が摘てき発はつされれば、私たちもその巻き添えを食らいかねないんだよ。あいつら万一風紀委員会に摘発されたら私らを道連れにする気満々だから」


    　言われてみればそうか。脳のう内ない解かい放ほう区くと与会、互いに脛すねに傷を持つ者同士、風紀委員会の介かい入にゆうは良しとせざるところなのだろう。


    「だからね、一つ約束。今回の光みつ武たけ悠ゆう襲しゆう撃げき事件の犯人と絹きぬ針ばり蘭らん下着盗難事件の犯人は、与会の犯行としてではなく、個人的動機による実行犯として拿だ捕ほしてほしい」


    　この事件で与会の存在が明るみに出ること。それは即すなわち脳内解放区の存在が明るみに出かねないことをも意味する。だから犯人を与会の一員として摘発することは、脳内解放区的にはＮＧというわけだ。


    「約束できる？」


    　そして自分も脳内解放区に仲間入りした以上、脳内解放区を守るように立ち回らなければならない。


    「あぁ、約束しよう」


    　拓馬は山吹の提案した条件を素直に呑んだ。いずれ山吹が与会を潰すというのであれば、今はその山やま吹ぶきに従ったほうがいい。そして山吹が与よ会かいを潰つぶしたそのときに、自分が脳のう内ない解かい放ほう区くを潰せばいいのだ。いくらプライドがあろうと、拓たく馬まはやはり校則違反者を見過ごすつもりはない。今は悠ゆうと蘭らんの事件解決のために脳内解放区に与くみしているが、慣れ合うつもりも認めるつもりも毛もう頭とうない。


    　そんな本心を腹の中に隠し持ち、拓馬は今、山吹の前にいる。


    「うん。じゃあ、はい」


    　山吹は拓馬と約束を交かわして満足いったのか、おもむろにテーブルの上にウィッグとアイマスクを置いた。


    　拓馬はそれぞれのアイテムをつまみ上げる。ウィッグは普通のウィッグであるし、アイマスクといえば与会の連中がしていたものを思い出すが、あれとはまた形が違う。同じく仮面ではあるが、こちらのほうが作りがチープだ。


    「いきなり出すから一瞬犬か何かに見えたぞ。なんだこれは」


    　拓馬が解げせずにいると、山吹はニヤリと笑った。


    「それが敵の懐ふところに潜もぐり込むためのドレスコード」


    



    



    　翌日の昼下がり。拓馬は再び山吹に高等部校舎裏の庭園へ呼び出された。今日きようはゴールデンウィーク後半の連休初日である。四日以上の連休の場合は実家に帰ることも許可されているので、学園内は普段の休日よりもさらに閑かん散さんとしている印象だ。といってもゴールデンウィークで実家に帰る生徒は夏休みや冬休みなどに比べるとまだまだ少ないほうではある。


    　拓馬は庭園を見回すが、生徒が一人二人いるくらいで山吹の姿は見当たらない。昨日きのうと同じテーブルには中等部の男子が座っている。まだ来ていないのだろうか。


    　すると、テーブルに座っていた中等部の男子が拓馬に手招きをし始めた。拓馬は背後を振り返ってみたが誰もおらず、やはりあの中等部の男子は自分を呼んでいるらしい。いったい誰だろうか。


    　拓馬が訝いぶかしみつつテーブルまで行くと、その中等部の男子から聞き覚えのある声がした。


    「来たね。似合ってるじゃん。アイマスクと、あとお金も忘れず持ってきた？」


    　山吹だ。


    「持ってきたが……お前のその服装は何だ。どうした」


    　山吹の言う〝似合ってる〟とは、昨日山吹に渡されたウィッグのことであり、実は拓馬は今、それを着用している。アイマスクは内ポケットの中だ。お金というのは、理由はよくわからないがとりあえず持ってこられるだけ持ってこいと言われていたので、二万円ほど持ってきた。


    　そして山吹はというとショートヘアのウィッグと牛乳瓶びん底ぞこメガネをしているのだが、それに加え中等部男子の制服まで着用している。


    「似合うっしょ？」


    　山やま吹ぶきは立ち上がり、くるりと一回転。


    　どこからどう見ても体のでき上がっていない華きや奢しやな中等部男子といった趣おもむきで、変装としては確かに完かん璧ぺきである。これを辻つじヶが堂どう山吹と気づくものはいないだろう。しかし中等部男子の制服などどこから調達してきたのだろうか。


    「お前、実は変装とか趣味だろう」


    「んふ。これがまた結構楽しくてね」


    　詳しくは聞いていないが、これから与よ会かいの懐ふところに潜もぐり込むとのこと。二人の変装はそのためであるが、まるで緊張感がない。


    



    



    「一応言っておくけど、アイマスクは失なくさないでね。それ、そこそこ高いから」


    「高い？　どこかで買ったのか？」


    「うん。与会からね。一個一万五千円」


    「高っ！　え!?　まさか自分にこれを買わせるために金を持ってこいと!?」


    「いや、そのアイマスクは今日きようのところは貸してあげる。お金はまた別」


    　山吹曰いわくこのアイマスク、与会が提供するサービスを受けるための、いわば会員の証あかしなのだそうだ。


    「ということはお前ら、与会のサービスを受けたことがあるのか？」


    「当然。ま、目的は敵てき対たい勢力の情報収集だけどね。ただガードが固いんだこれが。いまだに与会のボス──赤いバンダナの男の正体すら摑つかめてない」


    　脳のう内ない解かい放ほう区くですらあの赤いバンダナの男の正体がわからないとは……あれほどの男が完璧に聖ひじりヶが原はら学園に溶け込んでいると考えると不気味である。


    　話しているうちに山吹に連れてこられたのは図書館前。そして不ふ思し議ぎなことに、図書館のほうへと吸い寄せられていく生徒が周りには多数いた。高等部も中等部も男子も女子もいる。図書館は常に一定の需要こそあれど、こんなに人が押しかけるような施設ではないのだが……と、考えたところで閃ひらめいた。


    「あぁそうか。これは映画上映の……」


    　よくよく見ればこの群衆、図書館に向かってはいるが、吸い込まれていくのは図書館の入り口ではなく地下階へと続く階段である。図書館の地下階には視聴覚室があり、ここでは休日、有志の生徒による映画の上映会が行おこなわれている。拓たく馬まはあまり映画などに興味が無いので顔を出さないが、一般の生徒たちの間では数少ない娯楽の一つとしてそこそこ利用されているらしい。といっても上映する映画自体が古典的な作品ばかりなので、やはりその人気も〝そこそこ〟という訳……なのだが、周りを見渡す限りでは結構な人数が集まっている。


    「ここから先、会話するときは周りに怪しまれない程度に小声でね。念のため」


    　言いながら、山やま吹ぶきは周囲の生徒の流れに乗って地下階へ下り、視聴覚室に入った。


    　百五十名ほど収容可能の視聴覚室はなだらかな傾斜があって、それこそミニシアターのような作りである。生徒の入りはなかなかのもので、充席率は八割程度か。すでに室内の照明は落とし気味になっているから、薄うす闇やみの中、そびえ立つ壁のように人影が揺ゆれている。


    　拓たく馬まと山吹は二つ並んで空いてる席を探して座る。四人掛けの長椅い子すに二人で座る形だ。


    　これから何が起こるのかと緊張して待っていると、普通に映画が始まってしまった。数十年も前のモノクロの邦ほう画がである。


    「──おい、映画じゃないか」


    　十分ほどは黙って観みていたものの、さすがに辛しん抱ぼうならず、拓馬は隣の山吹に耳打ちする。すると山吹はピシャリ。


    「いいから黙って観る」とだけ言って黙りこくった。


    　追おい々おい説明する、追々説明する、と言われ続けてここまで連れてこられ、呑のん気きに映画鑑賞？


    　与よ会かいの懐ふところに飛び込むのではなかったのか。


    「まったく、映画なんか観て何になるんだ」


    　拓馬は不満を募つのらせてぼやき、隣の山吹を一いち瞥べつする。


    　と、


    「……Ｚｚｚ……」


    　山吹はこっくりこっくりと船を漕こいでいた。


    「お前は観ないのか！」


    　自分だけ居眠りとはなんというやつだ。


    　しかし起こしてやろうかと思ったのも束つかの間ま、かくんと山吹の首が傾かしぎ、そのまま拓馬の左肩に寄りかかってきた。ぽすん、と。


    （……ッ！）


    　たかだか女子に頭を預けられただけ。しかし拓馬は驚きを隠せない。


    　この軽さといったらどうだ。そしてウィッグをしているというのに鼻び腔こうをくすぐるこの匂におい。思わず左腕でこの小さな頭と肩をそっと包んでやりたくなるような──。


    （──って何を考えてるんだか。これはダメです）


    　拓馬ははたと我に返り、いっときの気の迷いから生じる邪じや念ねんを振り払う。


    　風紀委員的に言えば、必要性のない男女間の身体接触の禁止──これに抵てい触しよくする状況である。左腕で抱き寄せるなど以もつての外ほか。むしろ山吹を叩たたき起こして我が身から引き剝はがさなければならない。でなければ校則違反だ。


    　確かに拓馬は深夜の校舎に忍び込んだりして校則は破った。しかしそれは風紀のためであって私し利り私し欲よくのためではない。そしてそこが、拓馬が守らなければならない最後の一線だ。


    　己おのれの欲望のために校則を破ってはならない。それを犯せばもう拓たく馬まは風紀委員としての誇りを捨てることになる。この状態を放置していい正当性は何一つとしてない。


    　山やま吹ぶきを起こすのだ。さぁ起こせ──ッ！


    



    　──あ、いっつも眠いのは本当。ほら、私らって夜活動するからさ。どうしても昼間に疲れが出ちゃって──


    



    （ッ！）


    　いつだったか、山吹が言っていたセリフが脳のう裏りをよぎった。山吹がいつもいつも机で突っ伏して寝ているのも、目の下にクマを作っているのも、脳のう内ない解かい放ほう区くの活動による寝不足のせいである。自じ業ごう自じ得とくと言ってしまえばそれまで。授業中の居眠りなんかは目に余るものがある。しかしだ。今は授業中でも何でもない。眠りたいのなら眠るのも自由だ。だとしたらむしろ、寝不足の生徒から貴重な睡眠時間を奪うほうが人じん道どうに悖もとる行為なのではなかろうか。真に生徒のことを思うのならば、たとえ規則を破ることになろうともこのまま寝かせておいてやるのが真の正義なのではなかろうか！


    　拓馬はそう判断した！


    （し、仕方ないですね！　あー仕方ないなー！）

  


  [image: ]



  
    　仕方がないから今この上映中に限って特別に肩を貸しておいてやろうとやむなく決断した、そのときだった。


    「ん、んん……」


    　山やま吹ぶきはふっと拓たく馬まの肩から離れ、むにゃむにゃしながら机に突っ伏し、そのままピクリとも動かなくなった。


    「…………」


    



    



    「本日の映画は終了でーす。速やかにご退場願いまーす」


    　結局何が起きるでもなく約二時間にも及ぶ上映が終了し、係の生徒が退場を促うながす。なぜか照明を絞っており、隣人の顔がようやく視し認にんできるくらいの暗がりの中、生徒たちは視聴覚室から出ていく。


    　そのざわめきを耳にして、山吹は大きなあくびと共にようやく目を覚ました。


    「──ん……あ、終わった？　ふあー」


    「…………」


    　そして拓馬の顔を見るなり言う。


    「あれ？　なんか不機嫌そうな顔してない？　どうしたの？　映画の内容が気に食わなかったの？」


    「ふん。別に」


    「？」


    「それより、映画は終わったんだ。自分たちも出るぞ。今の映画に何の意味があったのか外に出てからきっちり説明してもらうからな」


    　ぞろぞろと出ていく周囲の生徒たちに拓馬も続こうとした。しかし席を立とうとする拓馬の制服の裾すそを、山吹が引っぱる。


    「待って。いいから座ってて」


    「？」


    「本日の上映会はこれにて終了でーす。施せ錠じようするので速やかに退出してくださーい」


    　係の者がああ言っているのになぜ山吹は出ていこうとしないのか。不審に思い、拓馬は周囲を見渡してみた。


    　するとどうだ。


    　まだ数人が視聴覚室から出ていこうとしているが、依い然ぜんとして席に座り、動かない者がいる。


    「鍵かぎを閉められないので早く出てってくださーい」


    　係の者の催さい促そくにもまったく応じず座している人影が、中高男女問わず視聴覚室のあちこちに六十人近くはいようか。


    　いったいどういうことだ。山やま吹ぶきを含め、なぜ動かない。拓たく馬まが困こん惑わくしていると山吹が言う。


    「アイマスク着けて。早く」


    「あのアイマスクを？　いやしかし、自分はメガネがないとどうしようもないのだが……」


    「アイマスクの上からすればいい。メガネ・オン・アイマスク。今流行のレイヤードだよ。お洒しや落れだよ」


    「……ほう、最近の若者の間ではそんなのが流は行やっているのか……そうか……」


    　山吹に適当なことを吹きこまれ、拓馬はまんざらでもなくメガネの下にアイマスクをする。


    「何をしているんですかー。早く出てってくださーい」


    　すると退室の催さい促そくを繰り返しながら、係の者が視聴覚室中を歩き回り始めた。いったい何をしているのかと拓馬は目を凝こらす。係の者は催促に応じず席に残っている一人一人の顔を覗のぞき込んでいるようで、やがて拓馬と山吹のもとにもやって来た。そして拓馬たちがアイマスクをしているのを確認すると、また次の者のもとへ行ってしまう。どうやら今視聴覚室に残っているのは、アイマスク──つまりは与よ会かいの会員の証あかしを着用している者のみのようだ。


    　それから数十秒後、退室の催促が聞こえなくなったかと思うと、視聴覚室内の照明が完全に落ちた。今度こそ隣人の顔すら見えない、完全なる闇やみ。


    「大丈夫」


    　目で見えずとも拓馬がうろたえるのを肌はだで感じたのか、隣から山吹の囁ささやき声だけが聞こえた。


    　直後、教壇の照明が一斉に灯ともる。


    　教壇に立っているのは、アイマスクをした男。そのアイマスクは拓馬たちがしているものではなく、あのバンダナの男たちが着けていたもの。つまりは与会の構成員なのだろう。


    　そして与会の男はマイクを持ち、金管楽器を彷ほう彿ふつとさせるような明るく弾はじけるような声で高らかに詠うたい上げた。


    



    《紳しん士し淑しゆく女じよの皆様、大変長らくお待たせいたしました！　只ただ今いまより、聖ひじりヶが原はら学園与会プレゼンツ、オォ――――――クションを開かい催さい致します！》


    



    　バラバラと爆ばく竹ちくが爆はぜたような、割れんばかりの拍手。歓喜をそのまま音にしたような黄色い口笛。


    　高こう揚よう感を刺激するようなＢＧＭが適度な音量で流れるなか、なんと開催が宣言されたのは与会によるオークションであった。


    「お、オークション!?」


    「ねー、すごいでしょこれ」


    　映画の上映はいわばカモフラージュ。この闇オークションこそが本ほん命めい。そしてこれがあったから、普段人気がないはずの映画上映にこれだけの人数が集まっていたわけか。


    「ワンドリンクお願いします！」


    「こっちもワンドリンク！」


    「？」


    　司会がオークションにおける注意事項を話している間、あちらこちらから「ワンドリンク」を注文する声が上がる。室内には与よ会かいの男がスタッフとして五名ほどおり、飲み物を注いだグラスをトレイにのせて、注文されるたびに行ったり来たりしている。まだそれだけならサービスとして理解できるのだが、やたら飲み物を注文する者が多いこと、そして、一杯につき千円も支払っているのを見て拓たく馬まは辟へき易えきする。なぜ大した量でもない飲み物一杯にそんな金を支払っているのかと、その金銭感覚には首を傾かしげざるをえない。するとだ。


    「僕にもワンドリンクください！」


    　拓馬の隣で山やま吹ぶきが声を張った。


    　こいつの金銭感覚も自分とかけ離れているのだろうか。胡う乱ろんな目で山吹を見る。


    　スタッフがキビキビとやって来て、山吹の前にコースターとグラスを置いた。山吹が千円を払うとスタッフは恭うやうやしく一礼し、あのバンダナアイマスクの武装集団とは思えない丁てい寧ねいな物腰、言葉遣いで、拓馬にもドリンクの要不要を尋ねてきた。拓馬がぎこちなく断ことわると、スタッフは颯さつ爽そうと去っていく。まるで本物のホテルのウェイターのような身のこなしだ。


    「そんなジュース一杯に千円も払うなんて、お前はどこのお嬢様だ」


    　拓馬が皮肉ると、山吹はグラスの下のコースターを拓馬に手渡した。


    「ん？　なんだ？　番号？」


    　よくよく見てみるとこのコースター、材質がプラスチックだ。普通は紙かコルクだろう。そして気になるのが柄。でかでかと『38』と書かれている。


    「コースターというよりも番号札といった感じだな」


    「そ。それ番号札。入にゆう札さつするにはこの番号札が必要なんだ」


    「ッ!?　なんと！」


    　山吹の説明を聞くところによると、要はドリンクを買わなければ番号札を貰もらえずオークションにも参加できない仕組みになっているのだそうだ。


    「このアイマスクを一万五千円で買ったうえに入札するためにも金を払うのか!?　千円も!?　なんとがめつい！」


    　月の小遣いが五千円の拓馬からしたらとんでもない額である。


    　拓馬が慄りつ然ぜんとしていると、山吹はさらに追い討ちをかける。


    「もちろん落らく札さつしたらその分のお金もね。けどほら、この学校ってボンボンとお嬢様が多いでしょ？　そのくせお金を使う機会と場所が限られてるもんだから、こういうところで思いっきり散財してくんだよ。多分一回のオークションで二十万近く儲もうけてるよ」


    「に、二十万……」


    　数字を聞いただけで頭がクラクラしてきた。しかもそれだけの額も与よ会かいの提供するいちサービスの一回分に過ぎない。他にも与会は様々なサービスを提供していると聞く。となると、与会全体としてのひと月当たりの儲もうけはどれくらいになるのだろうか。拓たく馬まには想像もつかない。


    《──さて、それでは早速参りましょう。一品目はこちらになります！》


    　司会がオークションにおける注意事項を話し終え、ついに競せりが始まる。


    　すると教壇脇わきから、蝶ちようを模したやたら派は手でなアイマスクをした女がキャスターワゴンを押して現れた。どうやらオークションのアシスタントであるらしい。与会の構成員に女がいることも驚きではあるが、輪をかけて拓馬の度ど肝ぎもを抜いたのは彼女の服装である。


    　それは、ほとんど水着にすら近いパッツンパッツンのボンデージビスチェ。やたらと扇せん情じよう的な装飾が施ほどこされ、ごてごてしたガーターやニーハイブーツが目を惹ひく。スタイルも抜群で、革で締め上げられた胸部も臀でん部ぶもたわわな肉がぶるんとこぼれ落ちそうだ。


    「す、すごいな……」


    　拓馬は赤せき面めんしつつ、思わず口からそう洩もらす。そこではっと我に返ると山やま吹ぶきがじーっとこちらを見ており、その口元にはニタニタとしたいやらしい笑みが張り付いていた。


    「な、なんだっ」


    「いやいや、あの手の女性らしい女性にもちゃんと欲情できるなら良かったよ。真性だったらどうしようかと思ってたからね」


    「？　シンセイ？　いったい何の話だ？　──と、というか別に欲情なんてしていない！」


    「はいはい」


    　ちゃかしているのか何なのかいまいちよくわからない山吹のことはさておき、このアシスタントは常連客にとっては馴な染じみの存在であるらしく、彼女が登壇した途端、黄色くゲスい歓声が客席から上がる。そしてアシスタントもそれに笑え顔がおで応じて手を振り返したり、投げキッスをしたりとサービスしていた。


    　このようなパフォーマンスもまた、オークションの人気の秘密なのであろう。また、オークション会場内で丁てい寧ねいかつ迅じん速そくに働くスタッフや随ずい所しよ随所にジョークやユーモアを挟み客の笑いを誘う司会なども併せて見て、与会に対する印象がだいぶ変わった。深夜の校舎であのような衝しよう突とつをした拓馬は、与会とはてっきり荒くれ者どもの集まりかと思っていた。しかしこのオークション会場から窺うかがえるのは客商売としての意識の高さであり、利益の追求を一義的に考える組織の体質である。


    　よくいるのだ。悪さをすること、校則を破ることそのものに興奮と悦えつ楽らくを覚える者が。要はこういう手合いは自じ己こ陶とう酔すいなのである。しかし与会は違う。悪あく行ぎようも校則違反行為も利益のための必要手段として位置づけ、決して悪であることに傲おごらない。ひけらかさない。だから風紀委員の目にも留まらない。冷静に、冷れい酷こくに、ただただ金のために動く。


    　裏を返せば、金のためになら何でもやるということ。客を客として認識し、謙へりくだって最上級のもてなしをするのは、そうすることが一番金になると知っているからだ。ではもし人を傷つけることが金になるとわかったら？　こいつらは迷わずにやるだろう。事実、脳のう内ない解かい放ほう区くを傘さん下かに収めようとしたやり方が暴力だ。この割り切り方にこそ、拓たく馬まは空そら恐ろしいものを覚える。この会場の楽しげな雰囲気に騙だまされてはいけない。この雰囲気を醸かもし出せることこそが、与よ会かいの狡こう猾かつさと凶悪性の証あかしだ──。


    　さて、では、この悪質極まりない与会がオークションに出す競きよう売ばい品ひんとはいったいどんなものなのか。


    　拓馬は背筋を緊張させ、固かた唾ずを呑のんで見守った。


    　司会はキャスターワゴンに掛けられていた白い布を、バサッと翻ひるがえす。


    



    《商品ナンバー１、〝破れたストッキング〟でございま――――す！》


    



    「──……は？　破れた、スト……は？」


    　目を白黒させる拓馬。


    　司会は自信満々に続ける。


    《こちら、高等部校舎二階西側の女子更衣室のゴミ箱から回収した逸いつ品ぴんでございま――す！》


    　金のためならば暴力も辞さない凶悪地下組織、与会──その与会が開催するオークションの、一発目の競売品が、破れたストッキング!?　しかも結構な破れ方をしているボロボロのストッキングだと!?


    「おいおい……」


    　あまりにも不ふ可か解かい。あまりにも肩かた透すかし。もはや可愛げすら覚えてしまう。


    「もうゴミだろうそれは」


    　思わず拓馬の口をついて出ていた。そして会場内にいた他の客も似たり寄ったりのことを思ったはずだ。その証しよう拠こに、どことなくしらけた空気が会場内に漂ただよう。


    　しかし司会は、この会場の空気に異いを唱となえるように朗ろう々ろうと言葉を紡つむいだ。


    《確かにこちら、どこのどなたが履かれていたかも知れないストッキングではございます。しかしこれをゴミと一いつ蹴しゆうしてしまうのは早そう計けいというものでございます！　考えてもみてください。普通ストッキングなどの身に着けるようなものを剝むき出しで更衣室に捨てるでしょうか。ましてやこの破れよう、どこかに引っ掛けたとかそういったレベルではない、明らかに人じん為い的に引き裂かれたものでございましょう。では更衣室でストッキングを引き裂かれるような事態とはいったい何か？　──えぇ、聡そう明めいな皆様方ならばもうお察しのことでしょう！　そうです！　女子生徒同士の荒々しくも情熱的な絡みがあったのではないかと思わざるをえない！》


    　力強く断言する司会。どよめく客席。


    「えぇぇ……」


    　拓たく馬まの困こん惑わくは続く。


    《射さし込む西日に埃ほこりが煌きらめく更衣室にて、向かい合う女子生徒二人きり……。いじらしくうつむくままの一人の髪を、いとおしむように、もう一人が撫なでる──》


    「おいおい、なんか急に語り出したぞあいつ」狼狽うろたえる拓馬。


    「黙って聞いてなよ」たしなめる山やま吹ぶき。


    《しかし双方はただ髪を撫でて撫でられるだけでは満たされず、ついには貞てい淑しゆくの象徴であるかの如ごとく下半身を覆おおっている皮膜ストツキングを、理性とモラルの鎖くさりと共に引き裂き、スカートをたくし上げ、その下に広がる秘ひ蜜みつの花園へと手を伸ばす──そんなあられもない肉欲が発はつ露ろされた爪つめ痕あとこそがこのストッキングなのではないでしょうか!?》


    「……ちょっと訳してくれ」


    「大体わかってるくせに」


    　司会はさもそれが破れたストッキングというアイテムの事実背景の如く演説を繰り広げたが、最初から最後まで口からでまかせのただの妄もう想そうである。


    　馬ば鹿か馬鹿しい。こんなもの誰が買うかと呆あきれ果てる拓馬だが、山吹の見解は少々違う。


    「誰が履いたかもわからないストッキング一枚で勝手にあそこまで妄想を膨ふくらませられるなんて、いち同人作家としては是ぜ非ひとも見習いたいスキルだね」


    　あの司会の妄想力には素直に感かん服ぷくしているらしい。男色同人誌を描かく奴やつの考えることは拓馬にはいまいちわからない。


    「ま、妄想云うん々ぬんは抜きにしてもやっぱりあの煽あおりは上う手まいよ。男たちはついあの巧たくみな話術に夢を見てしまうだろうね」


    「あんな煽りでゴミに金を出す奴がいたらバカだぞバカ」


    　吐いて捨てる拓馬を他よ所そに、司会はついに競せりを開始する。


    《さぁ、ビューティフルドリーマーたる皆様方！　奮ふるってご入にゆう札さつください！　五〇〇円から！》


    「誰が買うんだあんなもん──」


    



    



    「五〇〇円！」「六〇〇円！」「七〇〇円！」


    「八〇〇円！」


    「一〇〇〇！」「一五〇〇！」


    「一六〇〇！」「三〇〇〇っ！」


    「三二〇〇！」「三五〇〇！」


    「四〇〇〇！」


    



    



    「いた――――！　いっぱいいた！」


    　拓たく馬まの予想を大きく外れ、信じられないくらいに白はく熱ねつする入にゆう札さつ者しやたち。


    　番号札であるコースターを振りかざしながら値段を叫ぶ入札者たちの姿は本気そのもので、妙に生き生きしており、引く。


    「キミも欲しければ落とせば？」


    「いらん！」


    　最終的には破れたストッキングは五四〇〇円で落らく札さつされた。ゴミ箱から漁あさってきたストッキングが拓馬の一か月の小遣いを上回るとはとんでもない錬れん金きん術じゆつである。


    　その後も〝女テニの部室にあった使用済みグリップテープ〟、〝女子トイレを長年見守ってきたペーパーホルダーカバー〟、〝汗薫る男物中古マフラー、手袋、ニット帽三点セット〟と変態世界の奥深さが垣かい間ま見みえるラインアップが続いたが、しかし、拓馬が苦笑いで見ていられたのもそこまで。


    《それではどんどん参りましょう！　商品ナンバー５、〝高等部女子Ｙさんの生写真、三枚セット〟でございま―――す！》


    　高らかに司会が言うと、一いつ旦たん教壇の照明が絞られてプロジェクターが起動。スクリーンに一枚のサンプル画像が映し出された。


    　それは、アングルや被ひ写しや体たいがこちらに目もくれていないことなどから、ひと目で盗とう撮さつ写真とわかる一品。更衣室で女の子が着替えているところを収めたもので、もろに女の子の下着姿が写っている。顔こそ巧こう妙みように髪で隠れていて見えないが、見るものが見ればこの女の子が誰であるかわかってしまうだろう。


    「これが、与よ会かい……！」


    　汗を握りしめた拳こぶしが怒りに震える。


    　その後も続々出品される盗撮写真。欲望を剝むき出しにしてそれに群がる客たち。醜しゆう悪あくな宴うたげである。出品された写真の中には男子生徒のものもあったりして、女性客の金かな切きり声が値段をどんどん吊つり上げる。


    　そして盗撮写真が万単位の値段で次々落札されていくなか、異質な写真が出品された。


    　それは、中等部の女子の写真。顔を手のひらで隠し、口元には笑みを浮かべ、制服をはだけさせて扇せん情じよう的なポーズを取ったもの。明らかにカメラを意識して協力的に撮影されたものなのだ。


    「な、なんだあの写真は!?」


    　盗撮写真ならまだしも、自みずから進んで写真を撮らせている!?


    　驚きよう愕がくする拓馬に、山やま吹ぶきは冷静に返す。


    「結構あるよ、あーゆーの。積極的に被写体が協力してるものから、無理やり被写体を脱がして撮影したものまでね」


    「無理やりだと!?　なぜ被害届を風紀委員会に出さないんだ！」


    　助けを求めてくれれば誰であろうと助けるし、脅きよう威いがあるならそう言ってくれれば相手が何であろうと守る。けれど、それは声に出してくれないとわからない。風紀委員としても動きようがない。


    「後ろめたいことがあって脅おどされていたり、被害に遭あったという事実を他人に知られたくなかったり……言い出せない理由なんていくらでもあるもんだよ」


    「くっ……！」


    「けど、これで私がここに来た理由がわかったでしょ？」


    　山やま吹ぶきの問いかけに、拓たく馬まは苦々しい思いで頷うなずく。


    「あぁ、つまりは悠ゆうも絹きぬ針ばりも、このオークションの商品として目を付けられたわけだな」


    　オークションで実際に競きよう売ばいにかけられている品々を見て、大方の察しがついた。


    　悠はきっと与よ会かいに襲おそわれ、写真を撮られようとしていたのだろう。そして蘭らんは言うまでもなく、下着そのものを競売にかけられようとしているに違いない。


    「絹針蘭関連のアイテムに関しては、私らが把握している限りでは今までも出品されてない。けど光みつ武たけ悠に関しては、これまで盗とう撮さつ写真が何度か出品されてることを確認してる。光武悠の写真は男女ともに需要が高くて毎度高値がつくみたい。以前出品された下着一枚姿の盗撮写真には二万六千円の値がついた。たった一枚でだよ？」


    　胸むな糞くその悪くなる話だ。前々から悠は与会に盗撮され、その写真が商品として捌さばかれていたらしい。ということはきっとその盗撮がエスカレートしていき、ついにはプレハブでのあのような凶行に及んだと考えると合が点てんがいく。


    　下着一枚姿の盗撮写真でそれだけの高値がつくということは、無理やりにでもより過激なポーズや格好をさせた写真はさぞかし高く売れるだろう。金の臭においを嗅かぎつけた与会が、そのビジネスチャンスをみすみす逃のがすはずがない。


    「光武悠が襲おそわれたのが一週間前。その日から今日きようまでの間にオークションは開かい催さいされてない。だからもし光武悠を襲しゆう撃げきした犯人が与会で、襲撃した際に光武悠の写真を撮っていたとしたら、その写真が出品されるのはおそらく今日。同様に絹針蘭の下着も出るかもしれない。そしたら、それこそが与会が実行犯だっていう紛まぎれもない証しよう拠こでしょ？」


    　脳のう内ない解かい放ほう区くに入って良かったと、拓馬はこのとき初めて思った。同時に、まるで衣い舞ぶが隣にいるかのような頼もしさを、拓馬は確かに山吹から感じていた。


    《それでは長らくお待たせ致しました。本日のオークションのラストを飾る、超激レア商品のご紹介です！》


    　司会が一際大きな声で叫ぶ。


    　スクリーンに映し出されたのは、一枚のサンプル画像。


    



    《商品ナンバー９、〝中等部の男子アイドル・Ｍの生写真、五枚セット〟でございまぁ――す！》


    



    　背景も映らない薄暗い部屋、下着一枚姿で目隠しと猿さる轡ぐつわをさせられ、さらには手足を縛しばられた状態で椅い子すに座っている少年。まさしくプレハブ小屋で見た悠ゆうの姿とうり二つ。そしてアングルからしてやや離れたところから盗とう撮さつしたものであるらしいが、あの華きや奢しやな体格、白い肌はだ、枝し垂だれた髪型──どれをとっても悠のもの。Ｍ＝光みつ武たけで間違いない！


    「悠の写真だ！　本当に出た！」


    「ね!?　ほら言った通り！　やっぱり与よ会かいが犯人だった！」


    　拓たく馬まはもちろん山やま吹ぶきもまた興奮して身を乗り出す。山吹にしても確たる証しよう拠こがあった訳ではなかったから、自みずからの推理が当たっていたことに安あん堵どする部分もあったのだろう。絹きぬ針ばり蘭らんの下着こそ出品されなかったが、与会の構成員が悠を襲おそったことが確定した瞬間である。あとは与会に的まとを絞って更なる捜査を進め、どの構成員が悠襲しゆう撃げきの実行犯なのかを明らかにするのみだ。そしてその捜査を突き詰めていけば、おのずと絹針蘭の下着を盗んだ構成員の手がかりも摑つかめよう。


    　これは事件解決への大きな前進だ。が、一つ疑問に思うことがあった。


    「しかしおかしくはないか？　悠は無理やり襲われたんだぞ？　なのになぜ、盗撮写真なんだ？」


    　もしこの写真がプレハブでの襲撃事件時に撮られたものなら、わざわざ盗撮なんかせずとも与会の構成員はもっと堂々と写真撮影ができたはずだ。なのになぜしない。もっと近くで、もっと際どい写真を撮れたはずだ。そもそも、プレハブに椅子なんてあっただろうか──。


    「ふむ、言われてみれば確かにおかしいねぇ……。──あ、始まっちゃった」


    　次々湧わき出てくる疑問。山吹も顎あごに手を添えて考えこんだが、しかし二人のことなどお構いなく、オークションは進行する。


    《勘の鋭するどい皆様ならばすぐにピンと来ましたことでしょう、この少年に！　さぁ！　わが校の誇る中等部男子アイドル・Ｍの衝しよう撃げき的写真でございます！　無論一いつ品ぴん物もの！　後にも先にもこれ以上のＭの商品が出品されることはないとお思い下さい！　さぁ皆様、奮ふるってご入にゆう札さつ下さいませ！　まずは五〇〇〇円から！》


    　司会が競せりの開幕を告げると同時に、ものすごい数の入札者が一斉に声を上げた。司会の言う通り、客のほとんどがこのＭという少年が光武悠であることに気づいているのだろう。そしてだからこその、この人気。入札者は女が圧倒的に多いものの、おぞましいことに男の声が聞こえるのも珍しくはない。


    　あっという間まに値段は一万円を超え、今なおぐんぐん上昇中である。


    「どうするの!?」


    　山吹が鋭く尋ねてくる。


    　愚ぐ問もんだ。悠があんな辱はずかしめを受けている写真を、変態どもの手に渡すつもりなど毛もう頭とうない。


    「決まっているだろう！　何が何でも競せり落とす！」


    「そう言うと思ったよ。お金持ってきて正解だったでしょ？」


    　ニヤリと笑いながら、山やま吹ぶきが『38』と書かれた番号札を拓たく馬まによこす。


    　拓馬はそれを受け取り、そのまま司会に掲かかげて叫んだ。


    「一五〇〇〇！　──一八〇〇〇！　──二一〇〇〇！」


    　しかし、


    《さーさー、値段はまだまだ上がりますよー！　はい、『52』番さんから二五〇〇〇頂きました！　おっとー、『13』番さん二七〇〇〇！　まだまだ上がる！》


    　あっさり拓馬の手持ちの金額を超えて値はまだ上がる。


    　さすがに入にゆう札さつ者しやの数は減ってきたがいまだ勢いは衰おとろえない。


    「くそ！　金が足りない！」


    「貸すよっ。私の手持ち全部っ」


    　と、山吹がテーブルの下で拓馬に札を握らせる。万札が二枚。これだけあれば──っ！


    「三五〇〇〇！」


    　拓馬が叫ぶと、会場の空気が明らかに変わった。


    《お～～～～っと出ましたよ三五〇〇〇！　『38』番さん三五〇〇〇！》


    　入札を告げる声が止やんだ。


    　三万五千円で落らく札さつか──そう安あん堵どしたのも束つかの間ま、一人の男が声を張り上げる。


    「三六〇〇〇！」


    「ちっ、まだ上がるか。三七〇〇〇！」


    　拓馬に焦あせりが見え始める。


    「さ、三八〇〇〇！」


    　競争相手はしつこく値段を吊つり上げる。


    「三九〇〇〇！」


    「三九五〇〇！」


    「～～～ッ！　よ、四〇〇〇〇！」


    「んあぁぁ……よ、よよ、四〇五〇〇！」


    「……あ、まずい。負けるかも」


    　さすがの山吹も思わず口走る。


    　拓馬の支払い能力は山吹のものと合わせて四万一千円である。それを相手に超えられるともう為なす術すべがない。


    　拓馬は最後の望みを懸かけ、手持ちの最高金額を叫んだ。


    「四一〇〇〇！」


    「…………」


    　続かない。


    「決まったか？」


    「…………うぐぅ」


    　競争相手の呻うめき声が漏もれ、司会が煽あおる。


    《よろしいですか!?　よろしいのですか!?　金こん輪りん際ざい二度と手に入ることはない、Ｍの超衝しよう撃げきお宝写真ですが、四一〇〇〇円で『38』番さまへの落らく札さつでよろしいですか!?》


    　司会の煽りは本当に焦じれったく、競争相手が決起してしまうのではと思うと気が気でならない。心臓が押し潰つぶされそうだ。


    　拓たく馬まも山やま吹ぶきも手に汗を握り、祈るような思いで司会が決定の木き槌づちが振り下ろす瞬間を待つ。


    　頼む、頼む、頼む──ッ！


    《よろしいですね!?　はぁい！　それでは！　『38』番さまへの落札に決けつて──》


    



    「よ、四一五〇〇ぅぅぅぅぅう！」


    



    「「ッ!?」」


    　司会が木槌を振り下ろしかけたその瞬間、競争相手が悲痛なまでの入にゆう札さつの声を上げた。


    《お～～～～～っとここでＭへの愛を見せつけたぁぁぁぁあ！　『52』番さま四一五〇〇！　『52』番さま四一五〇〇ぅぅぅぅ！》


    「「…………」」


    　俄が然ぜん盛り上がる司会。一方で拓馬と山吹は揃そろって言葉を失った。


    《さぁ『38』番さまはいかがなさるのでしょうか！　折れるのでしょうか、それともさらに大きなＭへの愛をお示しになるのでしょうかぁ!?》


    　愛を示そうにも、金はもう無い。煽るだけ無駄だ。むしろカラ騒ぎされても鬱うつ陶とうしく、惨みじめになってくるだけだ。


    　だから拓馬は降参の意を伝えることで司会の口を閉じさせるべく、司会に向かって白旗を揚あげようとした。


    　そのときだった。


    



    「これ使えよ」


    



    　背後から声をかけられたかと思うと、拓馬の目の前に財さい布ふが降ってきた。


    　見覚えのある財布──そして耳に馴な染じみの深い声。該がい当とうする人物はたった一人だけ。


    　驚きよう愕がくと共に振り返ると後ろの座席、そこにいたのは──、


    「よぉ兄貴」


    「ッ!?　辰たつ巳み!?」


    　アイマスクをしているから顔はわからない。けれどこの声と財さい布ふと仕草とシルエットは紛まぎれもなく拓たく馬まの実弟、辰巳だ。


    「なーに、俺おれにとっちゃ端はした金がねさ。遠慮しないでとっときな」


    　依い然ぜん司会がマイクパフォーマンスに興じるなか、辰巳は恩着せがましく胸を張る。


    「なんでこんなところにいるんですか!?」


    「いや、キャラ的には兄貴がここにいるほうがおかしいんだけど」


    「…………」


    　もっともだ。言い返せない。むしろ辰巳ならばここに出入りしていてもおかしくないとすら思えてしまう。


    「──あはははは、なかなか面白い弟さんをお持ちなんだね。兄弟とは思えない」


    　二人のやり取りを見ていた山やま吹ぶきもついには吹き出しケラケラ笑う。


    「ん？　誰こいつ。つーかなんで兄貴がここにいんだよマジで」


    「ま、まぁいろいろありまして」


    　拓馬が口を濁にごすと、辰巳はははーんと訳知り顔で頷うなずいた。


    「お互い訳ありか。んじゃとりあえずあれ落としちゃおうぜ。話はそれからだな」


    



    　今にも落らく札さつ決定の木き槌づちが振り下ろされようとするその間際、拓馬は司会の口こう上じようを遮さえぎるようにして、番号札を掲かかげて叫んだ。

  



  
    


     Ｃｈａｐｔｅｒ．8：Ｍ


    



    　さすがは客へのサービスを徹底する与よ会かいといったところだろうか。オークションが終わった後の視聴覚室からの退室の方法はなかなか興味深かった。一斉に視聴覚室から出ていくのでは客同士の匿とく名めい性せいが守られない。そこでスタッフが無む作さく為いに選んだ五人ずつを、三分置きの間隔で退室させるのだ。


    　拓たく馬まと山やま吹ぶきと辰たつ巳みも全員ばらばらのタイミングで退室させられることになったので、待ち合わせ場所だけを決めて再度集合という流れになった。


    　そうして夕方の五時前。拓馬が待ち合わせ場所であるグラウンド横の小広場へ行くと、すでに山吹と辰巳がいた。山吹は依い然ぜん中等部男子の格好をしているので、遠目から見ると中等部男子が二人いるように見える──というか、一人のガラの悪い中等部男子がもう一人のひ弱そうな中等部男子に絡んでいるように見えた。


    「あ～ん？　お前見ないツラだなぁ？　何年何組だよ。三年じゃあねえよなぁ？」


    「…………」


    　俯うつむき加減で木に寄りかかる山やま吹ぶきに、辰たつ巳みが思いっきり因いん縁ねんをつけていた。


    「さっきから黙ってやがって。先輩を無視してんじゃねぇぞコラ。それと兄貴とはどういう関係だ？　なんで与よ会かいのオークションなんかに──」


    「やめなさい。チンピラですかお前は」


    　物心ついた頃から共に聖ひじりヶが原はら学園で育てられてきたというのに、なぜこうまで粗野に成長してしまったのか。多くを望むつもりはないが、せめてもう少し行儀良くしてはくれないだろうか──そんな願いを込めた拳げん骨こつを辰巳の頭に落とし、拓たく馬まは山吹を助けてやった。


    　すると涙目で抗議する辰巳。


    「ち、違うって！　俺おれだって最初は普通に話しかけてたの！　なのにこいつ、うんともすんとも返事しねーからさー！」


    「あはははははは。ごめんごめん。あまりにもお兄さんとは性格が違うものだから、ついからかいたくなっちゃって。怒らないであげてよ。今のは確かにこっちが悪かったから」


    「ほらー！　悪いのこいつじゃん！　俺殴られ損じゃん！」


    「いつからお前は損得でものを考えるようになったのですか」


    「え、あ、うん。そうだよな。損得勘定で動く奴やつはダセェよな──って、これそういう話じゃなくね？」


    　喚わめく辰巳を適当にあしらい、拓馬は懐ふところから封筒を取り出した。この中に、競せり落とした悠ゆうの盗とう撮さつ写真が五枚入っている。落らく札さつ価格は四万二千円。辰巳からは千円借りた形だ。というか、あれだけ大口を叩たたいておいて辰巳の財さい布ふの中には千円札一枚と蛇へびの抜け殻がらしか入っていなかったため、拓馬たちに支払える限度額が四万二千円だった。しかし奇き跡せき的にもその額が競争相手の手持ち金額を鼻の差で超えたらしく、めでたく落札と相あい成なった。ちなみに辰巳は変装した拓馬らしき人物が視聴覚室に入っていくのを見ていたそうで、加えて入にゆう札さつの声で拓馬の存在を確信、接近したらしい。やはり実の弟の目はウィッグくらいでは欺あざむけなかったようだ。


    「しかし勢いで落としたものの、また同じものが出品されたりはしないでしょうか」


    　拓馬の一番の懸け念ねんはそこである。ひとまずあの場に出品された悠の盗撮写真は手に入れられたが、この盗撮写真はおそらくデジカメで撮られたもの。となると元となるデータがあるはずだ。そのデータがある限りはいくらでも複製できてしまうと思うのだが……。


    　しかしそんな拓馬の懸念を、山吹がいくらか和らげる。


    「それは多分平気だと思う。基本的にあのオークションで出してるものは、あの司会が言ってたとおり一いつ品ぴん物ものだよ。この手の写真は量産してばら撒まくと人目について表おもて沙ざ汰たになりやすいからね。一品物として売り切っちゃったほうが足もつかなくていいんだよ。賢いやり方だ。だからデータに関しては、それこそ与会を叩き潰つぶして奪えばいいんじゃない？」


    　まったく安心もできないが、今すぐどうこうしなければならないというわけでもないということか。となるとこうして悠の写真は確保できたわけだから、あとは実際に悠を襲おそった与会の構成員さえ特定できればひとまず事件は解決だ。


    「よしじゃあ俺おれはこれを悠ゆうに返してくるから。それじゃ」


    　拓たく馬まが現況を整理し意気込んでいると、辰たつ巳みが写真の入った封筒を拓馬の手からかすめ取り、そそくさと立ち去ろうとする。


    　拓馬はその襟えり首くびを摑つかんで辰巳を引き止めた。辰巳にはまだ、聞いておかねばならないことがある。


    「待ちなさい。なぜお前があの場にいたのか説明してもらいましょうか」


    　拓馬が問い詰めると、辰巳は顔色ひとつ変えずに抜け抜けと答えた。


    「いやー退屈な映画でさー。寝ちゃったよね。んで目が覚めたらオークションやってたよね」


    　ダウト。


    「しっかり与よ会かいのアイマスクを着けてたでしょうが！　しれっと噓うそをつくんじゃありません！」


    「ごめんごめんごめんごめんごめん！　ギブギブギブギブ！」


    　見え透すいた噓が小こ癪しやくで、辰巳の頰ほおをつねり上げる指先に力がこもる。


    「まったく。それからその写真もこちらへ。中身を改めます」


    　視聴覚室から直接ここへ来たものだから、まだ拓馬は悠の盗とう撮さつ写真五枚すべてには目を通していない。


    　辰巳に封筒をよこすように言うと、辰巳は茶目っ気たっぷりに言う。


    「え～、兄貴ってば悠の恥ずかしい写真なんて見たいの～？　んも～エッチぃ～！」


    「辰巳ぃぃぃぃぃぃぃぃ！」


    「いだだだだだ！　瞼まぶた！　それ瞼！」


    　鬱うつ陶とうしいにもほどがある茶目っ気が、小癪を通り越して腹立たしかったので、拓馬は辰巳の瞼をつねりあげたのだった。


    「痛ぁ～……普通瞼つねる？　チャームポイントの奥おく二ぶた重えが一ひと重えになったらどうすんだよ」


    　まったく余計な手間と時間をかけさせて、こちらは忙しいのだ──痛みで辰巳が手放した封筒を拾い上げ、拓馬は中身を確認し──固まった。


    「あちゃ～……」とは、辰巳。


    「これは……いったいどういうことですか!?」


    　事情が呑のみ込めず、拓馬は混乱する。そして山やま吹ぶきも脇わきから写真を覗のぞき込み、眉まゆを顰ひそめた。


    　封筒の中に入っていたのは、確かに悠の盗撮写真。それは相そう違いない。しかしだ。サンプルとして見た盗撮写真の他に入っていた四枚の写真、その内容は──。


    「……辰巳、お前、事情を知ってますね？」


    　今度こそ拓馬は冗談も何も交えず真剣に問い質ただす。その眼まな差ざしはもはや威い圧あつ的ですらある。


    　するとだ。意を決したように、辰巳もまた拓馬を睨にらみ返したのだ。拓馬の威圧に屈することなく。


    「知ってる。けど、兄貴にだけは言えねぇ」


    　辰たつ巳みのそれは反抗ではない。何かしらの意志に基づく、拓たく馬まへの明確な拒絶である。


    　拓馬はカッとなり声を荒らげた。


    「いい加減にしなさい！　こっちは真剣に悠ゆうの襲しゆう撃げき犯はんを追ってるんです！　何をもったいぶっているのか知りませんが、与よ会かいやそれに関わっているような性犯罪者予備軍をのさばらせておくわけにはいかないことくらいわかるでしょう!?　悠のためなんです！　知ってることをすべて話しなさい！」


    　悠や蘭らんへの憐れん憫びん、与会への憤いきどおり、そして何よりも自分自身の不ふ甲が斐いなさ──それらが言葉として噴き出したのは、辰巳が事の深刻さも何も理解していないように思えて、それが腹立たしく、歯は痒がゆくもあったからだ。


    　とても素直で、優しくて、穏やかなあの悠が、与会の金儲もうけのために辱はずかしめられ、穢けがされ、傷つけられた。清純無む垢くな悠にはおよそ無縁の、醜しゆう悪あくな性せい癖へき渦巻く世界──その闇やみに悠は引きずり込まれ、蹂じゆう躙りんされたのだ。


    　犯人を許せるはずがない。辰巳とて同じ気持ちのはず。そして辰巳は、悠の襲撃事件における重要な情報を握っているのであろう。


    　なのになぜ──、


    「～～～～！　兄貴がそんなんだから言えねーんだよ！」


    　知っていることを話そうとしない。自分に協力しない。


    　いつもなら素直に応じるところを、なぜ今に限って反発する!?


    「何の話ですか！」


    　ついには拓馬の手が辰巳の胸ぐらに伸び、辰巳もまた張り合うように拓馬の胸ぐらを摑つかむ。


    　互いに一歩も譲らぬ緊張。一いつ触しよく即そく発はつ。下へ手たに第三者が首を突っ込もうものならその首すら斬きり落としかねない、険けん悪あくで隔かく絶ぜつ的な空間──。


    



    「はいストーップ」


    



    　そこにするりと割り込んだのは、こんな張り詰めた場面においてもくたびれたような笑みを絶やさない山やま吹ぶき。


    　もしこれが山吹でなかったら、すっこんでろと拓馬と辰巳が同時に怒鳴っていたことだろう。しかし二人が山吹を突っぱねられなかったのは、山吹が胸ぐらを摑み合う二人の手に、自みずからの手を重ねたから。そしてその山吹の手は、驚くほどにか細く華きや奢しやだったから──。


    　拓馬と辰巳、共にすっかり気き勢せいを削そがれ、冷めていく。


    　二人が同時に手を振りほどくと、山吹はウンウンと頷うなずいて二人に言った。


    「どうも弟くんのほうにも思うところがあるみたいだし、どうだろう。もし良かったら私が間を取り持つよ？」


    「だからお前は誰なんだよ。つーか私って、お前女か？　あん？」


    　胡う散さん臭くさそうにジロジロ覗のぞき込んでくる辰たつ巳みを微笑ほほえみであしらいつつ山やま吹ぶきが拓たく馬まに目配せしてきたので、拓馬は少し考えてから、やむなく承諾する。


    　すると山吹は変装こそ解かないまでも、自みずからの正体を辰巳に明かした。


    「挨あい拶さつが遅れて申し訳ないね。お初にお目にかかります。同人誌密造サークル〝脳のう内ない解かい放ほう区く〟代表、憂鬱なブルー・修道女シスターと申します」


    「ほあ!?　の、脳のう解かい!?」


    　どうやら辰巳は脳内解放区の存在をも知っていたようだ。与よ会かいのオークションには出入りするわ脳内解放区の存在を知っているわ、不良な弟である。まったくもって嘆かわしい。


    　とはいえ、弟なのである。口にこそしないが、〝信用〟や〝信頼〟──そんな言葉では片付けられない絶対的な絆きずなを、拓馬は感じている。


    　だからこちらから歩み寄り、絶対誰にも知られてはならない秘密を明かすのだった。


    　自分は今、脳内解放区の一員であることを──。


    



    



    　ネームノートの発見から始まり、脳内解放区を捕まえるために深夜の校舎へ忍び込んで与会の存在を知ったこと、光みつ武たけ悠ゆう襲しゆう撃げき事件と絹きぬ針ばり蘭らん下着盗難事件を解決するために脳内解放区へ入ったこと、そしてオークションへ潜せん入にゆうしたこと──憂鬱なブルー・修道女シスターが山吹であることこそ明かさなかったものの、なぜ拓馬が今脳内解放区の代表と行動を共にしているのか、事のあらましはすべて辰巳に打ち明けた。辰巳も最初驚いた様子だったが話が終わる頃には納得したようで、むしろ強こわばっていた表情は緩ゆるんだ。


    　そうして次は、辰巳の番。とはいえやはりまだ心残りがあるようで、辰巳は一いつ旦たん憂鬱なブルー・修道女シスターにだけ事情を話した。拓馬に話してもよいものかどうか、それを判断してもらおうとしたのだろう。辰巳から事情を聞き終えた憂鬱なブルー・修道女シスターは優しく微笑むと、辰巳に言った。


    「大丈夫。今のお兄さんならきっと、その事実も受け入れられるから」


    　山吹にそう諭さとされ、辰巳はようやく話してくれた。光武悠襲撃事件と絹針蘭下着盗難事件の全真相を──。


    「キミたち兄弟はおおむね似てないけど、大事な部分はちゃんと似通っているんだね」


    　辰巳が衝しよう撃げき的な事実を拓馬に告白する間、山吹はそう独りごちて、それが妙に印象的だった。


    



    



    「──とまぁ、そういうわけ」


    「…………」


    　辰たつ巳みからすべてを聞き終えた拓たく馬まは、言葉が見つからずに塞ふさぎ込む。


    「そういうことだそうです。ね？　やっぱり光みつ武たけ悠ゆうの襲しゆう撃げき犯はんは与よ会かいだったでしょ？」


    　と、山やま吹ぶきがいかにも一言欲しそうな物言いなので、拓馬は山吹の望んでいるであろう言葉をくれてやる。事実、悪いとも思っているから。しかし──


    「……あぁ、確かに、お前たち脳のう解かいの仕し業わざではなかったな。一方的に犯人扱あつかいしていたことは謝る。すまなかった。が……」


    「俺おれの言ってることが信じられないってか？」


    「む、むぅ……」


    　改めて山吹に詫わびつつも、正直その謝罪には心がこもっていない。なにせ今は脳のう内ない解かい放ほう区くを疑ったことへの自じ省せいの念より、辰巳の話で受けたショックのほうが遥はるかに大きいのだ。


    　しかし動どう揺ようを隠せずにいる拓馬を、辰巳はなじる。


    「こんなこと言いたくないけど、兄貴がそんなんだからあいつは言い出せなかったんだからな」


    　自分が悪いのかと反発したくなる気持ちが半分、耳が痛い気持ちが半分……なかなか事実を事実として受け入れられずまごついていると、しびれを切らした山吹が盛大なため息をついた。


    「ほんとだよ。自分にだって後ろめたい趣味があるくせに」


    　言われて、拓馬は心臓が止まるかと思った。


    「ッ!?　な、自分はそんな──！」


    「この期ごに及んで言い逃のがれするつもり？　キミはもう片足突っ込んじゃってるよ。そしてそれは人に言ったら引かれかねない悪趣味だ。間違いない。だけどね、たかだか悪趣味を覚かく醒せいさせちゃったくらいでキミは理性まで手放してしまうの？　年とし端はもいかぬ少女を襲おそい出してしまうの？」


    　山吹がとんでもないことを問いかけてくるので、拓馬は断固否定する。


    「じ、自分は絶対そんな真ま似ねはしない！　大体自分がアレなのは芹せり香かだけだ！」


    　確かに自分は芹香に欲情してしまうようなおぞましい男だ。だがしかし、だからといって人様に迷惑をかけたり、ましてや実在の少女に手を出したりなんかは絶対にしないと誓える。そんなこと、当たり前だ。


    　すると拓馬の断言に、山吹は鷹おう揚ように頷うなずいて穏やかに笑う。


    「でしょ？　そしてそれは彼も同じ。いや、誰だってそう。生理的嫌けん悪お感かんとか不快感が視界を曇らせるけど、冷静に考えればわかること。悪趣味と人徳は矛む盾じゆんしないものだよ」


    「…………」


    「それを理解したうえで選べばいいよ。彼の処しよ遇ぐうを」


    　光武悠襲撃事件と絹きぬ針ばり蘭らん下着盗難事件の顚てん末まつは、拓馬の裁さい量りように委ゆだねられることになった。


    



    



    　山やま吹ぶきと別れ、拓たく馬まと辰たつ巳みは足早に中等部男子寮りようへと向かう。


    「悠ゆう、いますか。入りますよ」


    　そしてノックもおざなりに入ったのは辰巳と悠の部屋だ。


    　突然の来訪に驚いたようではあったが悠はそこにいて、座っていたベッドから腰を浮かせる。


    「え、あ、拓馬さん……と、辰巳も？　えっと何の御用でしょう」


    　おどおどとうろたえているような、拓馬の背後に控えている辰巳にちらちらと目配せをしているような──落ち着かない様子の悠に哀あわれみを覚え、だからこそ拓馬は一方的に話を切り出した。


    「悠、もういいんです。すべてがわかりましたから」


    「え？」


    「これから始めるのは推理じゃありません。事実確認です。いいですね」


    「え……え？　た、辰巳？」


    「すまん、悠」


    　もはや狼ろう狽ばいの色は隠せない。共犯者である辰巳が目を伏せ詫わびることで、悠の表情は今にも崩れそうだ。


    　拓馬は続ける。


    「悠を襲おそったのは与よ会かいの人間で、奴やつらは悠のいかがわしい写真をオークションで売り捌さばこうと企たくらんだ。しかし正確には、あなたは襲われたのではなく、とある弱みにつけ込まれ脅おどされる形で写真撮影に協力をした」


    「ッ!?」


    　悠の顔から、一瞬にして血の気が引いた。それでも拓馬は言葉を紡つむぐことをやめない。


    「けれどその撮影は上う手まくいかなかった。なぜならその現場にたまたま自分たちが居合わせてしまったから。そう、あのプレハブでの一件です」


    　事件後、悠はこう証言していた。女の子からの呼び出しを模した手紙を受け取って、プレハブに顔を出したら何者かに襲われたと。


    　けれど、それはまったくの噓うそ。悠の作り話。


    「そして与会の連中は、騒ぎが大きくなってしまったために悠の写真撮影を断念。代わりに別の要求をあなたにした。それが、衣舞の写真を盗撮してくること。与会はあなたと衣い舞ぶが仲の良いことを利用して、悠同様に商品価値のある衣舞の盗とう撮さつ写真を要求してきた」


    　衣舞は一般の生徒たちから見たら畏い怖ふの対象ではあるが、その容よう姿しだけを見れば非の打ちどころのない美しさを誇り、また、その厳しさにこそフェティシズムを見いだす男も少なくない。そう、あの田た辺なべのような連中だ。アイドルでこそないものの、衣舞もまたそういった層からの人気が高いのだ。


    　だから与会は悠を使って衣舞を狙ねらった。普段一切の隙すきを見せない衣舞の盗撮写真など、いくらの高値が付くことか。そしてそれを撮影できるのは、衣い舞ぶすら油断するほどに近しい人物──拓たく馬まか辰たつ巳みか、悠ゆうくらいしかいない。


    「けれどあなたには、それができなかった」


    　そう、悠は衣舞の写真を盗とう撮さつしていない。


    「だから代わりに、衣舞の盗撮写真以上に商品価値の高い絹針蘭の下着を与会に差し出すことで手打ちにしようと計画した」


    　話せば話すほど、悠は追い詰められたように目を見開き、体を震わせる。酷こくではあるが、しかし真相は明らかにせねばならない。拓馬は悠のズボンのポケットを指さした。


    「つまり悠、絹きぬ針ばり蘭らんの下着を盗んだのはあなたですね？　そしてちょうど今から下着を与よ会かいに渡しに行くつもりだったんですよね。そのポケットの膨ふくらみは、ハンカチなどではないはずです」


    　そこまで見抜かれて、悠はもはや絶望しきったようにポケットの中をまさぐる。するとポケットから出てきたのは、派手なレースのあしらわれた女性用の下着。


    「まったく馬ば鹿かな真ま似ねをしてくれたもんです。しかし一番馬鹿げているのは、与会に脅されることになったネタ」


    　悠ははっと顔を上げる。そんなことまで知っているのかと、今にも砕けそうな瞳ひとみを拓馬に向ける。その視線が胸に突き刺さり、心苦しかったが、拓馬は懐ふところからオークションで競せり落とした写真五枚を悠のベッドに投げてよこした。


    　先ほども言ったが、与会によるプレハブでの悠の写真撮影は失敗しているのである。


    　ではなぜ写真などあるのだろうか。ましてやそれが盗撮写真なのであろうか。その答えは、オークションでサンプルとしてスクリーンに映し出された写真以外の四枚が物語る。


    　それは、下着一枚で手足を縛しばられ目隠しと猿さる轡ぐつわをさせられている悠が、蝶ちようを模したアイマスクを着けたボンデージビスチェの女──オークションでアシスタントをしていたあの女にハイヒールで踏みつけられたり鞭むちを振るわれている瞬間の盗撮写真であったのだ。


    「ッ!?　な、なんでこの写真が！」


    　悠はベッドに慌あわてて駆かけ寄り、写真をかき集め、拓馬たちの目から遠ざけようとする。しかし今更そんなことをしても遅い。真相は知ってしまっている。


    「あなたは、与会が提供するＳＭクラブに通っていた。そしてそのときの盗撮写真をネタに与会から脅おどされていた。『このことを周りにバラされたくなければ言うことを聞け』と。──これで相そう違いありませんね？」


    　最後の確認。


    　この一連の事件の根本にあった秘密。それがこれ。


    　極度のドＭという、悠の性せい癖へきだ。


    「う、うあああああああ！　な、なんでこれが！　なんでこれがぁぁぁ！」


    　悠ゆうは取り乱し、写真をビリビリに引き裂く。そして涙をボロボロと零こぼしながら拓たく馬まに吼ほえた。


    「～～～ッ！　そう！　僕はマゾで！　与よ会かいが営業してるＳＭクラブに通ってましたよ！　気持ち悪いですか？　ねぇ、気持ち悪いですよねぇ!?」


    　まるで血ち反へ吐どでも吐いているようだ。本当に一言一言が辛つらそうで、そこに込められた苦悩の大きさが窺うかがい知れる。


    「男らしくなりたいとか言ってるくせに、女の人から冷たくされたりなじられたりするのが大好きなんです！　縄なわで縛しばられたり、体を引っぱたかれたりすると興奮しちゃうんです！　気持ち悪いですよね。自分でも気持ち悪いと思います。けど、どうしようもないんですよ……やめたくてもやめられないし、そういうことが嫌いになれないんですよ！　〝嫌いになれない自分〟が大嫌いなんですよ！」


    「…………」


    　己おのれの性せい癖へきが悪趣味である自覚──いかに自分が客観的に気持ちの悪い存在であるかを理解できているからこそ、それが人に知られたときにどうなるかもわかっている。だからこそ悠はここまで悩み、隠し、露ろ呈ていして取り乱す。


    　悠が浮かべる引きつった自じ虐ぎやくの笑みは、目を逸そらしたくなるほどに痛ましい。


    　が、


    「どうですか拓馬さん。これが僕なんです……。僕のこと、軽けい蔑べつし──」


    



    「するわけないじゃないですか！」


    



    「え……？」


    　悠の問いかけを最後までは言わせない。そしてキョトンとする悠に拓馬はさらに続ける。


    「すみませんでした。自分がこれまで狭きよう量りようだったばかりに悠を追い詰めてしまった。あなたは、自分に軽蔑されることを怖がってくれたんですよね？　その気持ちがうれしいです。ありがとう」


    　辰たつ巳みに話を聞いた。この性癖を周りの人間にバラすと与会に脅おどされたとき、悠は何よりも真っ先に、憧あこがれである拓馬と衣い舞ぶに嫌われることを恐れていたのだと。他の生徒ならまだしも、この二人にだけは軽蔑されたくなかったのだと──。


    「そして衣舞のことを大切に思ってくれてるから、衣舞を裏切れないから、絹きぬ針ばり蘭らんの下着で手を打とうとしてくれたんですよね」


    　これもまた辰巳から聞いた話。いくら自分の秘密をネタに脅されていようと衣舞の盗とう撮さつ写真を与会に引き渡すなど絶対にできないから、やむなく蘭の下着に手を出したのだと──。


    「その選択は正しくはないかもしれない。しかしこんなにも男らしい者を自分は見たことがありません」


    　本心だ。お世せ辞じでも何でもない。結果が間違っていたとはいえど、そこに至るまでの気持ちを誰が責められようか。


    「たかだか悪趣味の一つくらいであなたを軽けい蔑べつなんてしないし、信頼だって揺ゆるがない。自分は悠ゆうのような後輩を持って誇りに思います」


    　拓たく馬まは悠に真正面から言ってやる。


    　山やま吹ぶきの言う通りだ。目の前の少年のどこが悪だ。自分の見けん識しきが今まで未熟だっただけなのだ。


    　悪趣味と人徳は両立する。それを今、この光みつ武たけ悠という少年から確信した。


    　すると悠は先ほどまでとは違う涙──安あん堵どの雫しずくをさめざめと流した。


    「う、う、うえぇぇええええええ」


    「あーあー。泣いてしまってはせっかく男らしいと思ったのに台無しですよ」


    　泣きじゃくる悠の頭を、拓馬はくしゃくしゃと撫なでてやる。


    「だって、だって……絶対拓馬さんには受け入れてもらえないと思ってたから……。それに僕、拓馬さんにも衣い舞ぶさんにもいい子だと思われてたから、こんな趣味を持ってることが余計に苦しくって……！」


    　健全で無む垢くだと思われている自分が特殊な性せい癖へきを持っている後ろめたさ、周囲のイメージと内実との落差──今回の件に限らず、悠は前々から気に病やんでいたのだろう。


    　そして拓馬にもまた、健全だなんだというイメージを悠に押し付けてしまった罪悪感がある。


    　だからこそ、拓馬も明かすべきだと思った。〝憧あこがれの理想像〟だって、その裏はちゃんと汚よごれていることを。


    　それこそが拓馬にとっての罪つみ滅ほろぼしであり、悠と対等になるためのけじめだ。


    「気にすることはありません。自分にだって後ろめたい趣味くらいありますから」


    「……ぐすっ。えへへ。拓馬さんにもですか？　意外です」


    「はは。えぇ、どうやら自分はロリコンらしいです」


    　拓馬は爽さわやかに言った。


    　が、


    



    「「え？　ロリコンだったの？」」


    



    　それは拓馬が想像していたのと違う展開。


    　悠と辰たつ巳みが声を揃そろえ、感動的だった場の空気が一瞬にして凍りついた。


    「え？　ま、まぁ、そうらしいですが……」


    「「うわぁ」」


    「…………」


    　なんだろうかこの空気は。てっきり拓馬は、互いに秘密を明かし共有し合うことで、更なる絆きずなを深め結束を固められるのだと思っていた。


    　しかし拓たく馬まを待っていたのは悠ゆうと辰たつ巳みの、決して相あい容いれないものを見る乾いた視線であった。


    「──え、あ、ご、ごめんなさい。つい！」


    　拓馬の狼ろう狽ばいを察した悠が慌あわてて気を遣ったように口元を塞ふさぐが、その反応こそあんまりだ。


    「ろ、ロリコンといってもアレですよ！　自分が好き好んでいるのは芹せり香かというキャラクターであってですね！」


    　拓馬は必死に弁解し理解を求める。


    　が、


    「わー！　ちょ、拓馬さん怖い！　そんな必死にぐいぐい来られても……余計怖い！」


    「ロリコンはないわー、引くわー」


    　悠も辰巳もドン引き。二人で固まり、怯おびえた目でこちらを見ている。


    「な、なんか釈しやく然ぜんとしない！」


    　当初思い描えがいていたのと違う着地点。どうやら〝ロリコン〟というのは自分が思っている以上に引かれる悪趣味であるらしい。


    　今度からは軽々しく口にすまいと心に決める拓馬だった。


    



    



    　悠との和解を果たした拓馬はさらに深く事情を聞き、一連の事件の全ぜん貌ぼうを把握した。


    　まず辰巳は、プレハブで悠が襲おそわれた時点でそれが与よ会かいの仕し業わざであることに薄々感づいていたらしい。さすが不良生徒なだけあって、辰巳は与会の存在も知っていたし、同時に悠の親友だけあってその性せい癖へきのこともＳＭクラブに通っていたことも知っていたのだそうだ。逆に言えば悠からしても辰巳はすべての事情に通じる唯ゆい一いつの相談相手。辰巳には与会に脅おどされていることも、写真撮影の代わりに衣い舞ぶの写真を盗とう撮さつするように言われたことも話したという。すると辰巳が提案したらしい。「絹きぬ針ばり蘭らんの下着を代わりに盗んでそれで手打ちにしてもらおうぜ」と──。


    「──って、お前の入れ知恵だったんですか！　どうりで悠にしてはあくどいことを思いつくと思いました！」


    「だって仕方ねーじゃん！　俺おれだって衣舞ちゃんのことは裏切れないし」


    「とか何とか言って、半分は絹針への私し怨えんなんじゃないですか。お前たち、異様に仲悪いですもんね」


    「…………てへ♪」


    「辰巳ぃぃぃぃぃぃ！」


    「ぎゃあああああああ！　瞼まぶたがぁぁあぁぁあ！」


    　確かに仕方がなかったとはいえ、やはりそういう悪知恵を働かせる弟が嘆かわしく、拓馬は辰たつ巳みの瞼まぶたをつねりあげた。しかし辰巳曰いわく、何も口を挟んだだけではないそうだ。蘭らんの下着を盗む際に衣装部屋への潜せん入にゆうがしやすいように、中等部女子の制服を用意してやったりしたとか。さらにはオークションの会場にいたのも、与よ会かいの動きを監視するためだったとのこと。


    　そして複雑な気持ちだが、辰巳のその判断は正しかったと言わざるを得ない。もしあの場に辰巳がいなかったら悠ゆうの盗とう撮さつ写真は落らく札さつできなかったのだから。しかもだ。


    「けどアイツらひでーよなー。落札したあの盗撮写真、悠を脅おどすために使ってたやつだぜ？」


    　そうなのである。悠がＳＭプレイに興じている写真は悠への脅きよう迫はく材料。ということは、絹きぬ針ばり蘭の下着と引き換えに悠の手元に返ってくるべきものなのだ。しかしそれをオークションにかけたということは、与会は取引に応じないということ。にもかかわらず、悠は与会に呼び出され、これから蘭の下着を渡しにいく手はずになっていた。


    　つまり与会は悠の盗撮写真も絹針蘭の下着もどちらも金に換えるつもりでいた──与会という組織の体質上、そう考えるのが自然だろう。つくづく汚きたない連中である。


    「──お、来た！　来たぜ兄貴！」


    　人ひと気けのない中等部の体育館裏、拓たく馬まと辰巳が茂みに隠れてひそひそと話していると、遠くから三人の高等部男子が現れた。顔にはアイマスクとバンダナ。与会の構成員だ。そして彼らの足が向かう先にいるのは悠である。拓馬と辰巳はそれをやや離れた茂みの中から覗のぞいている形だ。


    「おい！　行かねーのかよ！」


    「まだ待ちなさい。悠を襲おそったヤツらかどうか、悠が確認してからです」


    　顔こそわからないものの、身長や体格、声質などから察するに悠との交こう渉しよう役である与会の構成員はいつも同じメンツであるらしい。よって、悠を襲った本人たちであったのなら合図を出すように悠には言っておいたのだ。


    　今にも飛び出したい気持ちをぐっと堪こらえ、拓馬と辰巳は息を殺す。拓馬はすぐにでも動けるよう木刀の柄つかに手をかけ、つま先に体重を乗せた。


    　すると、悠と構成員が二、三言葉を交かわしたかと思えば、おもむろに悠が右手を上げる。


    　合図だ。


    「俺おれも行っていいか!?　一発殴りたいんだけど！」


    「なりません。お前はここにいなさい」


    　気持ちはよくわかるが、風紀委員でもない辰巳に武力の行こう使しを認めるわけにはいかない。ましてや私し怨えんによる暴力など以もつての外ほかだ。


    　だから、辰巳の怒りは自分が晴らす。


    　拓馬は茂みから飛び出し、一気に構成員との距離を詰めて抜刀。ただたじろぐばかりでろくに構えもしない構成員三人に、一人一発ずつキツイのをお見舞いしてやった。


    「うぐぉえ！」「ぐあ！」「うぁぁぁぁあああいっつぁぁあああ！」


    　一人はみぞおち。一人は人じん中ちゆう。一人は脛すね。それぞれに打だ突とつを叩たたき込み、一瞬にして構成員の三人を地に沈める。


    　地獄の苦しみを味わわせるための一撃である。さぞ痛いことだろう。


    　それぞれ無ぶ様ざまに地面を転げ回る構成員の三人に、拓たく馬まは風紀委員として宣せん告こくした。


    「風紀委員だ。校則第九条〝風紀委員会による校則違反行為調査、認定、並びに懲ちよう戒かいの執しつ行こう権けん限げん〟に基づき、貴き様さまらを光みつ武たけ悠ゆう襲しゆう撃げき事件の犯人として認定、身柄を拘束する」


    「く、そ……！　て、テメェ！　光武悠！　裏切りやがったな！」


    　向こう脛ずねを押さえて苦しみ悶もだえる構成員が悔くやしげに吐き捨てた。裏切ったのはむしろ与よ会かいのほうなのに盗ぬすっ人と猛たけ々だけしいにもほどがある。しかも悪あがきか、せめてもの嫌がらせか、その口は止まらない。


    「よぉ！　風紀委員さんよぉ、知ってるか!?　そいつはなぁ、ＳＭクラブに出入りしているようなド変態野郎なんだぜ！　ムチで叩かれちゃぁひいひい泣いて喜んでよぉ、挙あげ句くもっとぶって下さい。私は犬ですなんて言い出したりして、気き色しよく悪ぃったらありゃしねぇぜ！」


    　下げ卑びた言葉遣いで卑いやしくも悠の性せい癖へきを暴ばく露ろする構成員。そしておそらくは事実なのであろう。悠の顔は青ざめて、今にも泣き出しそうですらある。


    　写真からだけでは伝わらない悠の性癖の深さ──それを今、垣かい間ま見た気がした。その生々しさはなるほど、初めて耳にしていたならば、或いはほんの数日前までの自分だったならば嫌けん悪おと軽けい蔑べつの対象になっていたことだろう。しかし、今は違う。


    「そうか。光武悠はドＭなのか。気色悪いかもな。だが、それがどうした？　その趣味は誰かに迷惑をかけるものなのか？」


    「…………っ！」


    　構成員からしたら、拓馬のそれは予想外の反応であったことだろう。構成員は何も言い返せず言葉を詰まらせる。そしてさらにその汚きたない口を閉じさせる問いかけを、構成員に投げかけた。


    「それよりも気がかりなのは、ＳＭクラブとは何だ？　なぜ貴様が、光武悠がＳＭクラブへ通っていることなど知っている？」


    　いよいよもって、構成員はぐうの音ねも出ずに黙り込む。黙るしかないのだ。その質問に答えるということは、与会の存在を風紀委員会に明かすことにほかならないから。


    「さて、では動機を聞こうか。貴様らはなぜ光武悠を襲おそってあんな格好で縛しばり上げたのだ？」


    　拓馬が詰きつ問もんする。


    　構成員は悔しげに呻うめいた後、苦々しく答える。


    「……個人的な趣味だ」


    　そう。それでいい。そう答えてくれれば、与会の構成員としてではなく〝光武悠襲撃事件の犯人グループ〟として処理できて、与会の存在に触れることなく実行犯であるこいつらに相応の罰を与えられる。山やま吹ぶきとの約束も果たされる。


    「そうか。それはずいぶんと悪趣味だな」


    



    　こうして光みつ武たけ悠ゆう襲しゆう撃げき事件は解決した。

  



  
    


     Ｃｈａｐｔｅｒ．9：ここまでがほんのプロローグ


    



    　普段ならば聖ひじりヶが原はら学園の眼前に広がる砂浜は、カルガモたちにとって格好の遊び場である。しかし今、砂浜を前にしたカルガモたちの表情は硬く、暗い。


    　カルガモたちの視線の先にいるのは二人の風紀委員と、三人の高等部男子。高等部男子は数じゆ珠ずつなぎで腰こし紐ひもで縛しばられ、風紀委員と共に一艘そうの手て漕こぎボートに乗りこんだ。


    　これは重罪人連行の風景である。腰紐で縛られた三人の高等部男子は、悠の襲撃犯だ。


    　そして重罪人を乗せたボートはゆっくりと沖へと出ていく。向かう先は、海の向こうにうっすらと見えている離島である。これが聖ヶ原学園の裏名物、〝島流し〟だ。


    　その光景を見ながら、麗れい奈なはまるで怪談話でもするかのように、おどろおどろしくカルガモに言って聞かせた。


    「いーい？　悪いことをするとああやって離島に送られちゃうんだから、いい子にしてなきゃダメなのよ？」


    　わざとカルガモを怖がらせるように麗奈が言うと、カルガモもまた続ける。


    「島流し……それはこの学園の者が留年よりも退学よりも恐れる懲罰ペナルテイの最上級……」


    「島流し……その実は離島にあるヨット部への強制入部であり、悪あく性しよう著いちじるしい生徒の矯きよう正せいプログラムっちゅう話や」


    「しっしっし、ヨット部に入部させられた者は自由の一切を奪われ、〝訓練〟とは名ばかりの八大地獄さながらの責め苦を味わう」


    「平和な学園生活はもはや手の届かぬ彼ひ岸がん。そして咎とが人びとは己おのれが犯した罪を悔くい、むせび泣く。しかし本島に戻してくれという咎人の懇こん願がんを、地獄の番人が聞き入れることはない」


    「「「「あーめん」」」」


    　カルガモは見事なコンビネーションを決めて胸で十字を切るのであった。


    「ピッピッピ！　もう！　あそこはこわ～いところなの！　変なナレーション入れてないでちゃんとこわがりなさい！」


    「……俺おれたちは風紀委員に捕まるようなヘマしないもんな」


    「せやせや」


    「ピッピッピ！　こら！　カイト、ルミ！　聞こえてる！」


    　島流しの光景を見せ、今後イタズラをするとお前らもああなるぞと脅おどす──小等部では代々伝わるしつけの一つである。ちょうどカルガモと同じ年の頃に麗れい奈なも拓たく馬まに連れてこられたことがあったのだが、そのときの麗奈はまんまと恐れ慄おののき拓馬に泣きついたものだ。普通はそうやってイタズラはすまいと心に決めるものなのだが、それに比べ、カルガモの反応はいささか可愛げに欠けていた。


    　一方、そんなカルガモたちとはまた少し離れたところから、拓馬もまた島流しの光景を見届けた。拓馬は風紀委員なので何度か離島に渡りヨット部を見学したことがあるが、あそこでの生活は本当に辛つらい。軍事訓練所と監かん獄ごくを足したような場所だ。しっかり痛い目に遭あい、猛もう省せいし、ねじ曲がった性しよう根ねを叩たたき直して帰還することを願う。


    「拓馬！　悠ゆうを襲おそった犯人を捕まえたって!?」


    　言いながら走ってやって来たのは衣い舞ぶ。そして徐々に小さくなっていくボートを肩を並べて見送った。


    「どうやって見つけたの？」


    「どうやっても何も、自分は逃げていく犯人を遠巻きながらも目撃してますからね。それと悠の証言に基づいて捜査しただけの話ですよ」


    　無論大おお噓うそである。が、本当のことを言う訳にもいかないのでそう答えると、衣舞はそれを信じたのか、それとも拓馬が噓をついていると察したうえでなのかはわからないが、「そう、さすがね」とそれ以上のことは聞いてこなかった。


    「それにしても良かった……」


    　そして心底ホッとしたようにそうつぶやいて、あの衣舞が、頰ほおをほころばせる。さぞかし悠の襲しゆう撃げき犯はんが捕まったことがうれしいのだろう。それはつまり衣い舞ぶの悠ゆうへの思いの表われでもある。


    　悠が衣舞のことを裏切れなかったように、衣舞にとってもまた、悠は大事な後輩なのだ。


    　二人の相そう思しを目まの当たりにして、それが何とも微笑ほほえましくて、ついつい拓たく馬まの頰ほおも緩ゆるむ。


    「？　何を笑っているの？」


    「いえ、何でもありません。──って、衣舞こそ何をしてるんですか？」


    　すぐにいつも通りの澄まし顔に戻った衣舞は、どういうわけかギリギリと弓を引いていた。そして海に向かって射る。それも、目にも留とまらぬ三連射。三本の矢は弧こを描えがき、海に浮かぶボートへと吸い込まれていった。かなりの距離があり波に揺ゆれるボートであるにもかかわらず、矢はドンピシャで襲撃犯三人の頭部に直ちよく撃げき。ドサリと倒れるのが見えた。那な須すの与よ一いちも真っ青さおのとんでもない命中率である。


    「これで一つ事件が片付いたわね」


    　ひとまず気が晴れたのか、衣舞は潮しお風かぜになびく髪を満足気にかき上げる。しかしすぐに億おつ劫くうそうなため息をついた。


    「あとは絹きぬ針ばり蘭らんの盗難事件ね……」


    　ため息の理由は被害者が蘭だから気乗りしないからか、はたまた犯人を見つけ出すこと自体が困難な事件であるからか。しかしどちらにせよ、衣舞が案ずることもない。


    　そちらの事件も拓馬は解決するつもりでいる。


    



    



    　与よ会かいの構成員の島流しを見届けた拓馬は、山やま吹ぶきと落ち合ってその結果を報告した。


    「風紀委員会には与会の存在は一切明かさずに、光みつ武たけ悠に欲情した変態三人による犯行として処理した。あれでよかっただろ？」


    　脳のう内ない解かい放ほう区くが巻き添えを食らうのを避けるべく、与会の存在は風紀委員会に報告しない──山吹との約束を、拓馬は守った。自身も脳内解放区の一員である以上は致し方ないし、悠のためにもそれが得策である。


    「うん。ありがとう」


    　拓馬が告げると、山吹はまっすぐ拓馬を見つめて礼を言ってきた。いつも人を喰くったような山吹にこんな素直な態度を取られるとどうも照れくさい。


    「さて、それじゃあどうしようか。絹針蘭の下着は」


    　山吹が拓馬に問いかける。悠が盗んできた蘭の下着は今、拓馬が預かっているのだ。


    「何とかしてこっそり返しておきたい」


    「なるほど、それで盗難事件そのものをうやむやにしようと」


    　うやむやというと語ご弊へいがあるが、下着泥棒が悠であることを風紀委員会には報告していないし、これからも報告しなくていいように済ませたい。そのためには蘭らんの下着を本人に返すのは必ひつ須す要件だ。


    「くふふ、大分不正が板についてきたね」


    　山やま吹ぶきは意地悪く笑う。


    　確かに拓たく馬まがやっていることは不正であるが、しかし、間違っているとも思っていない。


    「ちゃかすな。あいつらはあいつらでケジメをつけさせてるから、それでいいだろ」


    「うん、だから褒ほめてるんだよ」


    　ＳＭクラブに通っていたことは誰に迷惑をかけている訳でもないから目を瞑つぶるにしても、いくら衣い舞ぶを裏切れなかったとはいえ、悠ゆうが蘭の下着を盗んだことは罪だ。かといって与よ会かいの存在を伏せたまま盗難事件の犯人として悠に懲罰ペナルテイを加えるとなると、下へ手たしたら島流しだ。脅おどされて致し方なく犯行に及んだ者に対しての仕打ちがそれでは、あまりにも酷こくというもの。だから拓馬は風紀委員からの正式な懲罰ペナルテイではなく、犯した罪へのケジメとして悠と辰たつ巳みに除草作業と聖書の写経を命じ、さらには拓馬らが立て替えていた例の写真代四万二千円も全額耳を揃そろえて返させた。この一件の清算としてはそれで十分だろう。ちなみに除草作業に辰巳も従じゆう事じさせられているのは、悠に蘭の下着を盗むようにそそのかした張本人──いわば共犯だからである。


    「それで、彼はどうやって絹きぬ針ばり蘭から下着を盗んだの？」


    「女子生徒に変装してマリア座の衣装部屋に潜もぐり込み、バッグを漁あさったらしい。制服は……うちの愚ぐ弟ていがどこぞから拝はい借しやくしてきたそうだ」


    「ふーむ。そうなると元のバッグの中に返すのがベストかな。そうすれば〝捜しものが下手なお騒がせ女〟としてうやむやにしやすいよ。机に返却とかなら簡単だけど、それだと事件性は誤ご魔ま化かせないからね」


    　なるほど。流石さすが悪わる巧だくみに長たけている。


    「しかしどうやってあのバッグに戻したものか……」


    「彼がそうしたように演劇部の活動中に衣装部屋へ忍び込めばいい」


    　簡単に言ってくれる。悠にそれができたのは演劇部がこれまで無用心だったからだ。蘭の下着が盗まれたことは表おもて沙ざ汰たにこそなっていないとはいえ[image: ]うわさとしては演劇部内にも広まっているはずだし、今後窃せつ盗とうには用心するように風紀委員として指導もした。だから悠のときほど簡単にいくとは思えないのだが……そう思っていたら、山吹は妙案有りとでもいうようにニヤリと笑う。


    「とはいえ本番中はさすがにガードも緩ゆるむでしょうよ」


    「……本番中？」


    「そ、本番中」


    



    



    　与よ会かいの構成員を島流しにした翌日。本日は聖ひじりヶが原はら学園の生徒が待ちに待った、演劇部による『不ふ思し議ぎの国のアリス』の舞台公演の日である。


    　公演開始まで残り二十分を切った頃、拓たく馬まと山やま吹ぶきは部室棟の空き教室にいた。『不思議の国のアリス』に登場する端は役やく、〝トランプ兵〟の舞台衣装を身に纏まとって──。


    「さ、これなら怪しまれずに衣装部屋にも潜せん入にゆうできるでしょ。公演の本番中ならただでさえ人の出入りが激しいはずだしね」


    　ズボンは学校の制服だが、上着は西洋風のジャケットとトランプを模した薄手のベスト。


    　ファンシーな衣装もきっちり着こなした山吹は、その場でくるりと回って胸を張る。あくまで変装は手段であるはずなのに、やはり山吹はそれそのものを楽しんでいるようだ。


    「お前の変装好きは相変わらずとして、どこでこんなものを手に入れたんだ」


    　拓馬もまた同じ衣装に着替え、腰には木刀の代わりにサーベルだ。これがまたよくできていて、刃こそ潰つぶれているものの適度の重量感と硬度があり、いつも木刀を下げている拓馬からしてもしっくりくる。


    「こちとら校則の目をかいくぐって暗あん躍やくしてる秘密サークルだよ？　要所要所に協力者はいる。そのうち本メンバーと合わせて紹介するよ。──じゃ、行こうか」

  


  [image: ]



  
    　拓馬はスペード形の被かぶり物を、山吹はハート形の被り物をそれぞれ被り、マリア座へ向かう。道すがら武道場へも寄ることにした。今武道場の裏では悠ゆうと辰たつ巳みがケジメとしての除草作業を行おこなっているのだ。これから蘭らんの下着を返しに行くと、一声かけていく時間くらいはある。


    「しかし自分はともかくとして、なぜお前まで来るんだ」


    　顔を出す程度であるから山やま吹ぶきはいらないのだが。すると山吹は平然と答える。


    「いやさ、光みつ武たけくんを脳のう内ない解かい放ほう区くの読者として勧誘しようかと。与よ会かいのＳＭクラブへはもう行けなくなった訳だし、代わりとなる捌はけ口が必要でしょ？」


    　確かにその通りかも知れないが、その勧誘をすると自分と脳内解放区の繫つながりが悠にも知られることになる。それはいかがなものだろうか。


    「いいじゃん別に。大体与会の存在を知ってて黙ってる時点で風紀委員としては歪いびつなんだから、逆に洗いざらい話して事情を知っといてもらったほうがいいよ。今後のためにも」


    　言われてみれば確かにそうかもしれない。中ちゆう途と半はん端ぱに事情を隠すとかえって話がこじれたり、あとで誤解を生みそうだ。悠にも自分が脳内解放区の一員であることは話しておくとしよう。


    「しかし悠がそういうのを読んでいる姿はあまり想像したくないもんだ」


    「そんなのお互い様だよ。向こうだって芹せり香かちゃんにハァハァハァハァいってるキミの姿なんて考えたくもないでしょうに。ただでさえキミに憧あこがれてるみたいだし？」


    「そ、そんなに息荒くない！　──荒くなかったよな？」


    「いや、犬ばりだったよ。私がキミの部屋に忍び込んだあの夜、芹香に夢中のキミは犬ばりでした」


    「ウソだろ!?」


    「腰もカクカクしてたよ」


    「それはさすがにウソだ」


    「…………」


    「え？　……ウソ、だろう……？」


    「──ぶふっ、キミはからかい甲が斐いがあっていいね」


    「っ！　お前いじわるだな！」


    　くだらないことを話しながら武道場の裏手へ回ろうとする。と、その足取りが鈍にぶった。


    　バンダナアイマスクの高等部男子が一人、裏手へ回るその道を塞ふさいでいたからだ。


    　与会である。


    「この先に何か用？」


    　拓たく馬まと山吹が目配せし合い近づいていくと、構成員は出し抜けに威い圧あつしてくる。


    「えぇ。武道場の裏へ行きます」


    「あとにしろ。大体なんだお前らその格好、演劇部か？」


    「行ゆく手を阻はばまれるいわれはありませんし、格好のことであなたにとやかく言われたくもないですね。通ります」


    「あとにしろつってんのがわかんねぇのかよ！　あぁ!?」


    　無視して通ろうとした拓たく馬まの胸ぐらに、構成員が摑つかみかかってくる。拓馬はそれをいなすと共にサーベルを抜き、首筋に一いつ閃せん。構成員を仕留めた。


    「軒のき原はらくん！」


    「わかってる！」


    　こんなところに与よ会かいの構成員がいるなど、拓馬たちにとってよからぬことが起きていることは明白。二人は焦しよう燥そう感に駆かられるままに武道場の裏へ回った。


    　右方には防風林、左方には武道場建屋。せいぜいボイラー室があるくらいで、日の光もまともに当たらないこの場所に用のある者などそうそういない。それこそ除草作業に従じゆう事じしている辰たつ巳みと悠ゆうくらいであるはずだった。


    　しかしそこにいたのは与会の構成員十数名の人だかり。


    　その人だかりの中心にいるのは、与会のリーダーである赤いバンダナの男。そしてその赤いバンダナの男に片手で首を締められ宙ちゆう吊づりにされているのが、悠だ。


    　状況の把握はそう難しくない。


    　悠が与会に襲おそわれた。そして辰巳がそれに全力で抵抗したのだろう。何人かの構成員が苦痛に呻うめいて倒れていたり、地面にのびたりしている。もっともその抵抗も与会を追い払うまでには及ばなかったらしく、ボロボロの状態で辰巳もまた転がっていたが……。


    「辰巳！　悠！」


    　与会の連中の視線が拓馬と山やま吹ぶきに集中する。赤いバンダナの男が口を開いた。


    「──見張りを置いておいたはずなんだが。それを強行突破するほどの用がこの男におありかな？」


    　赤いバンダナの男はさらに握力を込め、悠の顔が苦痛に歪ゆがむ。


    「やめろ！　そっちこそ見張りを立ててまで何の用だ！」


    「この少年から受け取らなくてはならない代物があってね」


    　やはりそうか。悠が襲われる理由があるとしたらそんなところだろうと思っていた。


    「その代しろ物ものというのはこれだろう。悠を放せ」


    「……なぜお前がそれを持っている」


    　拓馬がズボンのポケットから蘭らんの下着を引っぱり出して掲かかげてみせると、赤いバンダナの男は声こわ音ねに驚きと疑念を滲にじませ、悠を放した。


    　しかしこちらに言わせてみれば、与会にこそこの下着を求める筋合いはない。


    「光みつ武たけ悠の写真をオークションにかけておいてそのうえ下着まで奪おうとは、虫のいい話だな！」


    　が、


    「元々それは取引材料にはならないのだよ。商品価値がないからな。だから光武悠の写真を売った。それだけのことだ」


    　引っかかることを、赤いバンダナの男は口走った。


    「商品価値が、ない？」


    　どういうことであろうか。学園のアイドルの下着とくれば、悠ゆうの盗とう撮さつ写真をも上回る商品価値があるに違いないのだが。


    「──口が過ぎたか。そんなことよりお前はいったい何者だ」


    　しかしこれ以上その話をするつもりはないらしく、赤いバンダナの男は誰すい何かしてくる。


    　もちろんこうして蘭らんの下着を持っていることを明かした以上、本名はもちろん風紀委員であることも言えはしない。


    　となると名乗れる名は、肩書きは何だ──。


    「自分は──ッ！　脳のう内ない解かい放ほう区くだ！」


    　拓たく馬まは言い放つ。それはあの夜の校舎で脳内解放区だと間違われて襲おそわれたことへの当てつけでもあるし、何よりも脳内解放区の一員としての覚悟でもある。


    　が、威勢よく名乗りを上げた拓馬の隣で、山やま吹ぶきはため息と共に頭を振った。


    「……かっこよさげだけどこのアホめ……」


    「？」


    「そうか、お前はあの夜の……。ということはお隣は憂鬱なブルー・修道女シスターか？　今日きようはまた随ずい分ぶんとめかし込んでるじゃないか」


    　赤いバンダナの男が指摘すると、山吹は渋々といった様子で「ども」と軽く一礼する。


    「それで、脳のう解かいはこの少年とどういった関係が？」


    　改めて悠との関係性を質ただされ、これまた仕方なくといった様子で山吹は答えた。


    「とある筋からの情報で、光みつ武たけ悠が脅おどされていたことも絹きぬ針ばり蘭の下着を盗んだことも知ってたからね。下着を報ほう酬しゆう代わりに与よ会かいの連中を島流しにするお手伝いをしてあげたの。いわばあんたらへの嫌がらせ」


    　悠と拓馬の関係性を悟られぬよう適当に話をでっち上げるのは流石さすがだが、しかし何をさっきからふてくされているのやら。もっと堂々と啖たん呵かの一つでも切ってやればよいものを。


    「なるほど、貴き様さまらの入れ知恵だったか。しかし貴様ら脳解にしては詰めが甘いじゃないか。カモがネギを背負って来てくれた訳だ」


    　赤いバンダナの男がくいっと顎あごを持ち上げる。すると構成員たちは拓馬と山吹を囲み、特殊警棒や木刀など各おの々おの手にしていた得え物ものを構えた。


    「ほら、やっぱりこうなる。キミが馬ば鹿か正直に脳解だなんて言うからだよ。最悪下着さえ渡しちゃえばこいつら引いてったかも知れないのに」


    「……あっ！」


    　脳内解放区は与会にとって、傘さん下か入りを頑かたくなに拒み続ける鼻持ちならない存在。脳内解放区と名乗りさえしなければ、もしかしたらこんな不利な状況での衝しよう突とつは免まぬがれたかもしれなかった──しかし気づいたときにはもう遅い。


    「た、たとえそうであったとしてもこの下着を悪あくの手に渡すなど言ごん語ご道どう断だん！　だからどうあっても衝しよう突とつは免まぬがれなかったと思う！」


    「はいはい。後付けの自じ己こ弁べん護ごはいいからこの場を切り抜ける方法を考えて今すぐ！」


    「おっと抵抗はするな。こいつらが痛い目を見る」


    　拓たく馬まがサーベルに手を掛けると、赤いバンダナの男は足下にうずくまっていた悠ゆうを無理やり立たせ、首を極きめる。苦く悶もんの表情を浮かべる悠。悠を人質に取られては拓馬も動けない。


    「くそぉぉ！　人質を取るなんて卑ひ怯きようだぞ！　最低だ！　最悪だ！　恥を知れ！」


    「何とでも。──おいお前ら、女性に手を上げるのは忍びない。男のほうをやれ」


    「ほっ」と胸を撫なで下ろす山やま吹ぶき。


    「『ほっ』じゃない！」


    　しかしこれはマズい。


    「……おい辻つじヶが堂どう！　閃せん光こう玉だまとかないのか……!?」と、拓真は小声で山吹に問う。


    「……煙玉が一個あるけど、光みつ武たけくんと弟くんも担かついで一緒に逃げられるの……!?」


    　無理だ。屋外で煙玉を使ったところでせいぜい数秒間の油断を生むことしかできないだろう。


    　こちらが抵抗できないと知り、ずんずん近づいてくる構成員。その歩みを止めるすべはない。


    　致し方なく、拓馬は風紀委員であることをバラそうかとも思った。今後それは大きな不利になるに違いないが、この場を切り抜けるにはもはやそれしかない。


    「……辻ヶ堂、俺おれが風紀委員であることをこいつらにバラす……」


    　拓馬はトランプ兵の被かぶり物に手を掛ける。


    「……ッ!?　なにバカなこと考えてんの!?　風紀委員が脳のう内ない解かい放ほう区くの一員だなんて知られたらそれこそ脅きよう迫はく材料にされるよ……!?」


    　わかってる。しかし今はそうするしか方法が──。


    



    　──シュン！


    



    　それは、風を切り裂いて飛来する。


    　悠の首を極めていた赤いバンダナの男の手の甲に、一本の矢が突き刺さる。


    「──ちぃッ！」


    　さすがの赤いバンダナの男もたまらず悠を解放し、舌打ちして射られた左手の甲を押さえた。


    「あなたたち！　そこで何をしているの!?」


    　矢に続き飛んできたのは鋭するどい叱しつ声せい。


    　その場にいる全員の視線が、遠くから駆かけ寄ってくる美少女──衣い舞ぶへと向けられた。


    「風紀委員か……っ」


    　どよめきが起こり、逃げ腰になる構成員たち。さすがの与よ会かいも風紀委員の眼前では暴れられず、即時撤てつ退たいの色が濃厚である。


    　その様子を見て、拓たく馬まと山やま吹ぶきはひとまず安あん堵どのため息をついた。どうやら間かん一いつ髪ぱつのところで与会の魔の手からは免まぬがれそうだ。


    　しかし二人はこの状況を手放しで歓迎することはできず、いまだ気は抜けない。新たな危機の訪れに、背筋に一つ、冷や汗を流す。


    　拓馬と山吹にとってもまた、風紀委員との接触は望むところではないからだ。


    　すると引き際、赤いバンダナの男が尋ねてくる。


    「おい、その下着をどうするつもりだ」


    「決まってるだろう。本人に返す」


    　お前らとは違うんだ、そう言い添えてやろうと思ったが、それよりも早く赤いバンダナの男は解げせない様子で質ただしてくる。


    「本人？　絹きぬ針ばり蘭らんにか？　──なぜだ」


    「持ち主に物を返すのに理由も何もないだろう」


    「……その言葉、偽いつわりはないだろうな」


    「お前らが邪魔さえしなければな！」


    「ふん。──引くぞ！」


    　なぜ赤いバンダナの男は蘭の下着の今後の行方ゆくえにそこまで固こ執しつしたのか、今の問答にどのような意味があったのか、それはわからない。しかし赤いバンダナの男は拓馬の言葉を聞き遂げると、辰たつ巳みにやられた構成員も含めて全員引き上げさせ、防風林の中へと散り散りに姿を消した。


    　ひと足遅れてやって来た衣い舞ぶは防風林に向かって弓を引いたが、与会の逃走を木々が助ける。衣舞は舌打ちして逡しゆん巡じゆんしたが、逃げていった連中の追跡は諦あきらめ、悠ゆうと辰巳のもとへと駆かけ寄っていった。


    「悠！　大丈夫!?」


    「はい。大丈夫です。どうして衣舞さんはここに？」


    「近頃暇ひまさえあれば学内をパトロールしてるのよ」


    　そう言えばそんなことを前に言っていた。衣舞は悠が襲おそわれて以降、学内のパトロールに精を出すようになっていたのだ。そしてパトロール中に、偶然にもこの現場に鉢はち合あわせしたというわけらしい。そのタイミングの良さときたら称賛ものだ。


    　悠の安否を確認した衣舞は、次いで倒れている辰巳に声をかける。


    「辰巳は平気よね。さっさと起きなさい」


    　やたらぞんざいな扱あつかいであるが、「何その差！」と、辰巳はガバッと起きた。顔も殴られたようで口の端から血を流しているが元気そうだ。拓馬も胸を撫なで下ろす。


    「体の丈夫さだけは信頼してるのよ。──それで今の奴やつらはいったい何？」


    　衣い舞ぶが悠ゆうに尋ね、悠は一瞬だけ視線を泳がせて拓たく馬まを見た。


    「えーっと、島流しになった人たちの仲間みたいで、逆恨みされちゃったみたいで」


    「どこの誰だかわからないの？」


    「はい、あの通り顔を隠してましたし……」


    　衣舞に与よ会かいの存在を知られると何かとまずいので、上う手まい誤ご魔ま化かしだ。衣舞もまさか悠が噓うそをつくとは思っていないらしく、素直にその言葉を聞き入れる。


    「今度何かあったらすぐに言いなさい。風紀委員会を挙げて保護するから。──で、そっちの二人は……演劇部かしら？」


    　そしてついに衣舞は拓馬と山やま吹ぶきに意識を向ける。緊張しつつも先に切り出したのは山吹だ。


    「はいはいー。たまたま通りかかったら彼が絡まれていたものでー、見て見ぬふりもできず割って入ってみたんですー。ね？」


    　普段クラスでは絶対に出さないような殊こと更さら明るいトーンで山吹は言いつつ、拓馬の脇わき腹ばらを肘ひじでつついてくる。


    　わかっている。まともにいつも通りに返事をしては自分が軒のき原はら拓馬であることがバレる。だから別人を装よそおうべく、拓馬は声と喋しやべり方を作った。


    「そ、そうでゲス！　彼を助けようとしたんでゲス！　ゲェへヒヒヒ」


    「……何そのキャラ……」小声で山吹が質ただしてくる。


    「……咄とつ嗟さだったもんで、田た辺なべをイメージした役作りをしてみたんだが……」


    「……いや田辺くんそんなこと言わないから。キミが田辺くんに抱いだいてるイメージってそんなんなの……？」


    　おおむね田辺はこんなやつだろう。わりと似ていると自負しているのだが、山吹の反応は今ひとつだ。しかし衣舞は特に違和感を抱かなかったようだ。


    「そう。見上げた勇気ね。素晴らしいわ。聖ひじりヶが原はら学園の生徒の鑑かがみよ」


    　むしろそう言って、拓馬と山吹を賞しよう賛さんするのだった。


    「いえいえー、それほどでもー。では私たちは公演があるのでこれで～……」


    　良かった。衣舞に正体がバレずに済んだ。


    　拓馬と山吹は揃そろって胸を撫なで下ろし、そそくさとその場を去ろうとした。


    「あら悠。怪け我がをしているわ」


    　与会とのいざこざの中で切ったのか、悠の首筋から一筋の血が流れていることに衣舞は気づく。大した怪我ではないが、放って置くには少々流れる血の量が多く、制服を汚よごしかねない。できればすぐにでも止血をしたほうがいいだろう。


    「──あ、絆ばん創そう膏こうならあるでゲスよ」


    　そこで拓馬は思い出した。上着こそ衣装の軍服であるが、ズボンは自前、つまりポケットの中にガクからもらった絆ばん創そう膏こうが入っている。


    「備えがいいわね。──あなた何年生？　クラスと名前は？」


    「名乗るほどの者ではないでゲス」


    　衣い舞ぶの質問に答えるわけにもいかないので、はぐらかしつつポケットに手を突っ込み、絆創膏を指先でつまんで手をポケットから引き抜いた。


    　そのときだ。


    



    　──パサリ……。


    



    　拓たく馬まがポケットから手を引き抜くと共に、黒い布が足元に落ちた。


    　ヒラヒラで、スケスケで、黒い布。


    　絹きぬ針ばり蘭らんの下着だ。


    「「「「「…………」」」」」


    　その場にいる全員が、その黒い布を見た。


    「…………」


    　拓馬は何食わぬ様子でサッとパンツを拾うと、再びポケットの中にしまい、衣舞に絆創膏を渡した。


    「はいこれ絆創膏でゲスそれじゃ」


    　口早に言って踵きびすを返し、歩き出す拓馬──その肩をがっしりと引き止める衣舞。


    「ちょっと待ちなさい」


    「…………」


    　振り返るのが怖くて怖くて仕方がない。


    「今ポケットからこぼれ落ちたものは何？」


    　恐る恐る振り返ると案の定、拓馬を突き刺す絶対零度の視線。


    「は、ハンカチーフでゲス」


    　拓馬が口を開くたびに、衣舞の眉み間けんの縦ジワが深く険けわしくなっていく。


    「男のあなたが持つにしてはやけにフリフリでスケスケだったわね。しかも色が黒だったわね。偶然にも私が今捜している物と特徴が一致するのだけど。──出しなさい」


    「…………も～しょうがないでゲスね～。一回コッキリでゲスよ～？」


    「とぼけても無駄」


    　何とか誤ご魔ま化かそうとガチャガチャとズボンのベルトを外し始めてみた拓馬だったが、ピシャリと衣舞に釘くぎを刺され、有う無むを言わさぬ怒ど気きと共に凄すごまれた。


    「～～～～～ッ！」


    　速まる動どう悸き。噴き出る冷や汗。泳ぐ目。


    　辰たつ巳みも悠ゆうも固かた唾ずを呑のんで見守り、拓たく馬まはカラカラの喉のどに生なま唾つばを飲み下す。


    （やばいやばいやばいやばいやばいやばいやばい！）


    　何とか事を丸く収めようという努力のすべてが水の泡になり、長年連れ添ってきた衣い舞ぶとの信頼関係も崩れ去り、それどころかあらゆる校則違反を重ねた悪徳風紀委員として吊つるし上げられかねない絶対的な窮きゆう地ち──。


    　それを脱すべく炸さく裂れつするは、山やま吹ぶきがひょいと投げた煙玉。


    　──ボフン！


    　瞬またたく間まに煙が広がって、その場の視界を奪う。


    「な、これは!?」


    　衣舞が面食らっているその隙すきを突き、示し合わせたかのように拓馬と山吹は同時にダッシュ。すでに風で流され始めている煙幕からいち早く抜け出して、脱だつ兎との如ごとく逃げ出した。


    「でかした！　助かった！　ありがとう！」


    「ったくこのアホぉ！　キミって実はできない男だな!?」


    「め、面めん目ぼくない……」


    　どんなになじられようとぐうの音ねもでない。この失しつ態たいは完全に拓馬のせいだ。


    　──シュン！　シュン！


    　そして走る二人の背へ、刹せつ那なの速さで迫せまる風切り音。その正体は衣舞の放った二本の矢。


    　狙ねらいはどちらも山吹の大だい腿たい部ぶ。その軌き道どうは、正確無比。


    「え──？」


    　当の山吹すらが、命中を確信し瞳ひとみを硬直させた。


    「ふん！」


    　しかし風切り音を耳にした瞬間に拓馬はサーベルを抜いていた。命中する寸前、サーベルを一いつ閃せんして二本の矢を打ち払う。


    「…………」


    　そうして見事な腕前を披露した拓馬は山吹をじっと見つめ、山吹も仕方なしと言ってやった。


    「はいはいわかったわかった。面めん目もく躍やく如じよ面目躍如！　地味にめんどうくさいやつだなキミは！」


    　しかし小さな自じ尊そん心しんの回復などにかまけている場合ではない。


    「待ちなさい下着泥棒！」


    　この距離で射うっても払い落とされると判断した衣舞が、射撃の手を止め拓馬たちを追いかけてきた。


    　それにしても、下着泥棒とはひどい言い草である。この下着に辿たどり着くまでに重ねた苦労が脳のう裏りをよぎり、到底黙ってなどいられず、拓馬は抗議の声を上げた。


    　が、


    「ボキたちは下着泥棒じゃないでゲス！　むしろ悪あくの手に渡るのを防いだうえにこれから本人に返しに行くつもりだったんでゲス～～～！」


    「見え透すいた噓うそをつくんじゃない！」


    　一いつ蹴しゆう。聞く耳を持ってもらえず、さらに衣い舞ぶは加速する。なんと話の通じないやつだろうか。


    「どうするの!?　完かん璧ぺきに誤解されてるよ!?　これで盗難事件をうやむやにすることはできなくなっちゃったわけだし、彼女に下着だけ渡して私らはトンズラする？　そうすれば、絹きぬ針ばり蘭らんのパンツは本人のもとには返る。目的は果たされる！」


    　事件をうやむやにできなくなった以上、マリア座に忍び込んで下着を返す意味は無い。ならば衣舞に下着を渡して逃げるというのが上じよう策さくだろう。山やま吹ぶきの言う通りだ。しかし、


    「止まりなさい女の敵め！　島流しにしてやるわ！」


    　衣舞の罵ば倒とうが募つのらせるのは鬱うつ積せき。それは燻くすぶり、胸中をちりちりと焦こがす。人の理解を得られないというのは、こんなにももどかしいことであったのか──。


    　そうして熱を帯びた感情は山吹の案を肩で押しのけ、拓たく馬まを合理の外へと駆かり立てた。


    「辻つじヶが堂どう、確かにお前の言う通りだ。だが顔を隠しているとはいえ、下着泥棒と思われるのは甚はなはだ心外だ！　自分の手で返してそうでないことを証明したい！」


    　校則は破れど、正義への自負は揺ゆるがない。


    　だからこそ、このまま下着泥棒の汚お名めいを被かぶせられるなど拓馬には我慢ならなかった。


    　呆あきれられるだろうか。この馬ば鹿かげた気持ちを。わがままを。


    　拓馬はばつの悪い思いで並走する山吹を一いち瞥べつした。すると、山吹は呆れるどころかむしろ愉快気に、満足気にこう返した。


    「ふふっ。ほーら、濡れ衣着せられるのは嫌なもんでしょ？」


    「む」


    「いいんだよ。プライド持って動いてる証しよう拠こだから」


    　何となく悔くやしいが、山吹があの夜自分の部屋に無実を訴うつたえに来た気持ちが、今ようやくわかった。合理的判断や正論、決まり事なんていう枠組みに従えるのは、薄い感情しか心にないときだけ。そんな枠組みからはみ出してしまった非合理な部分こそが〝自分〟だ。良くも悪くも──。


    「ねえ！　たとえばこういう状況で二手に分かれたら彼女はどっちを追ってくるタイプ!?」


    　山吹が質問してくる。考えるまでもなく拓馬は答えた。


    「あいつは確実性と合理性で動く。下着を持っているのは自分だが、きっとお前を追うだろう。お前を捕まえられる可能性のほうが高いし、逃のがした自分のことはあとでお前の口を割らせればいいんだからな。その証拠に、さっきの矢もお前を狙ねらっていた」


    　長い付き合いだ。衣舞の考えなら手に取るようにわかる。


    　すると山吹は、驚きの代だい替たい案あんを口にした。


    「なるほど！　じゃあマリア座に着いたら私が囮おとりになるから、キミはその間に衣装部屋に忍び込んで下着を返してくるんだ！　多少騒ぎになるかも知れないけれど、この際やむをえないよねっ」


    　大だい胆たんにも衣い舞ぶを引き連れたままマリア座へ突入するつもりらしい。しかも山やま吹ぶきは自みずから囮おとりを買って出る。


    「逃げ切れるのか!?」


    「マリア座に飛び込みさえすれば演劇部員に紛まぎれられるし、仲間も潜もぐり込ませてあるし、秘密の逃走経路もあるから大丈夫。ただ、マリア座に着くまでがヤバイ！　あ、あの人足速すぎ！」


    　そう、マリア座まで辿たどりつけるかどうかが問題だ。なにせ山吹の走力に合わせて走ってきたせいで、衣舞との距離はぐんぐん縮まっている。


    「ふふん。まぁな。しかもあいつの凄すごさは脚力だけじゃないぞ！　弓の腕はもちろんのこと、運動神経そのものが他と一線を画かくしててだな！　昔は柔道部にも通っていたから──」


    「嬉き々きと幼おさな馴な染じみ自慢してる場合じゃない！　煙玉はもう使っちゃったんだから今度はキミが何とかしてよ！」


    「わかった。軽く足止めするからその隙すきに距離を稼かせげ！」


    　拓たく馬まは山吹を先に行かせ、自身はその場に立ち止まる。そして迫せまり来る衣舞と真正面から対たい峙じした。サーベルは、抜かない。


    「観かん念ねんしたのかしら？」


    　衣舞との距離がグングン縮まる。


    　残り、五メートル……三メートル……一メートル……互いの制空圏が重なってもなお衣舞はスピードを落とさない。勢いをそのまま左足を軸じくに体を回転させ、拓馬の懐ふところに潜り込み肘ひじ打うちを放とうとする。しかし拓馬は肘鉄が出切る前に上じよう腕わんを押さえ、肘鉄そのものを不発に終わらせる。が、それすらも想定の範囲内であったかの如ごとく、衣舞は流れるような動きでもう一方の空いた手を腰に伸ばし、矢筒から矢を一本引き抜いて直接拓馬のこめかみへと突き立ててきた。


    　上う手まい。が、空振り。衣舞が突き立てようとしたその空間にすでに拓馬の頭部はない。そして拓馬は空くうを切って泳いだ衣舞の腕を摑つかみ、投げた。線の細い衣舞の体は、勢いを利用されたこともあり軽々と宙に舞う。何の心得もない者ならば、そのまま地面に叩たたきつけられて終了だ。その投げ技は紛れもなく拓馬から衣舞への〝攻撃〟であった。しかし、その攻撃は衣舞を信頼してこそのもの。そして衣舞は拓馬の信頼を裏切ることなく、完かん璧ぺきな受け身を取って着地。無傷であるどころか追つい撃げきを警戒した体勢まで即座に整えてみせるのだった。


    「変態のくせにやるわね」


    　片かた膝ひざをつき、衣舞は吐き捨てる。自身の攻撃がことごとく防がれたのが悔くやしいらしく、表情から言葉から不愉快の念が滲にじみ出ている。しかし拓馬にしても決して余裕だったわけではない。少しでも気を抜こうものなら致ち命めい的てきな一発をもらいかねず、内心冷や汗ものだ。


    「ガチでタマを獲とりに来てる感じでゲスね……」


    「当たり前よ。抵抗する犯人の制せい圧あつにかこつけて痛めつける気でいるのだから」


    　さらりととんでもないことを言う。


    「何が憎くてそこまでされなきゃならんでゲス……」


    「憎いわよ。あなたたちのように、歪いびつな欲望を抱いだいた者は全員漏もれ無く死ねばいいわ」


    　相変わらず衣い舞ぶは校則違反者──とりわけ性的な校則違反者には一段と厳しい。いつもは絶大な信頼を置いているパートナーなだけに、敵に回すとこんなに恐ろしいとは……。


    　しかし絶大な信頼を寄せるパートナーだからこそ、拓たく馬まは再度真しん摯しに訴うつたえる。


    「こんなものを持ってたら状況的に疑われてしまっても仕方ないとは思うし、説得力もないかもしれないけど、聞いてほしいでゲス！　確かにボキらの歪な欲望は下げ衆すでゲス！　けど、決して悪あくではないでゲス！　ちゃんとコントロールして、正義を体現できるでゲス！」


    　エロ雑誌を空き部屋にため込む生徒、醜しゆう悪あくな趣味の同人誌を作る生徒、読む生徒、妙な性せい癖へきを持つ生徒──全員が理性も道徳心も何もない性犯罪者予備軍なのだと、衣舞と同じように数日前までは自分もそう思っていた。


    　けれど違うのだ。悠ゆうがそうであるように、そして山やま吹ぶきがそうであるように、異常な性癖を持ちながらも正しくあろうとする者がいる。失敗もあるけれど、それでも最後の矜きよう持じを守り抜こうとする者はいる。


    　そして、ロリコンである自分もそうありたいのだ。芹せり香かという二次元の少女に欲情するような自分であるけれど、それでも正しくありたいのだ。


    　しかし拓馬のそんな思いも、衣舞には届かない。それどころか拓馬にとっては痛つう恨こんの一いち撃げきともいえる発言を引き出してしまった。


    「正義の体現？　あなたみたいな下衆が？　笑わせないで。この学園でそのセリフを口にできるのは──」


    「？」


    「風紀委員の軒のき原はら拓馬、彼だけよ」


    （ッ！　心が痛いぃぃ！）


    　悪いことはしていないという矜持はあるはずなのに、衣舞の気持ちを裏切っているような妙な罪悪感。しかも衣舞が軒原拓馬の名を口にしたほんの一瞬、思い出し笑いでもしたかのように穏やかに頰ほおを緩ゆるませていて、それが輪をかけて拓馬の胸を締め付ける。


    　だから少しでも衣舞が抱く理想と現実の乖かい離りを埋めるべく、拓馬は自みずから申しん告こくした。


    「いやぁ、軒原拓馬は言うほどの聖せい人じん君くん子しではないでゲスよ？　彼も下衆でゲス」


    　すると、


    「あなたが拓馬の何を知っているというの!?」


    （火に油!?）


    　衣い舞ぶ激怒。これはもう何を言っても無駄のようだ。


    「だ、だからボキが言いたいのは、別に下げ衆すでもいいってことでゲス！　大事なのは行おこないでゲス！　それを今証明するでゲス！」


    　時間はそれなりに稼かせいだ。拓たく馬まは衣舞に背を向けると全速力で駆かけ出した。


    「待ちなさい！　──くっ！　速い！」


    　さきほどまでは山やま吹ぶきに合わせて走っていたが、さすがの衣舞も拓馬の全速力には敵かなわない。


    　拓馬はあっという間まに衣舞を置き去りにしてマリア座へ。するとちょうど山吹に追いついて、二人同時にマリア座の入り口をくぐった。


    「「すみません！　着替えに手間取って遅れました！」」


    「ッ!?　もうとっくに始まってるぞ！　早く入れ！」


    　拓馬と山吹はいち演劇部員を装よそおい、入り口に立っていた会場整理の演劇部員に自みずから声をかける。すると演劇部員は何の疑いもなく中へと通してくれた。


    「こっから先は完全別行動、離り脱だつも各自で行う。ＯＫ？」


    「あぁ！　健闘を祈る！」


    「そっちこそしくじらないようにね！」


    　最後の確認を済ませ、拓馬は一足先に衣装部屋へと続く左方の階段を駆け上がる。


    「いた！　待ちなさい！」


    　そして山吹は、衣舞がロビーに飛び込んで来るのを待ってから右方の階段を駆け上がっていく。衣舞が追うのは、当然山吹だ。山吹は囮おとりとしての役割を見事に果たしてくれた。山吹の働きに報むくいるためにもこの作戦は成功させねばならない。


    　拓馬はポケットから蘭らんの下着を引っぱり出して廊下を駆ける。人ひと気けが見当たらないのはもう公演が始まっているからだろう。


    　拓馬としては非常に好都合。何の障害もなく、人目につくこともなく、あっさりと衣装部屋の前まで来られた。あとは下着を返せばいいだけである。しかし拓馬はたった一人。見張りをしてくれる者はいない。いつ人が現れるかもしれないのに室内に入り込んで蘭のバッグに手を掛けるのは危険である。それに、すでに衣舞に下着を持っていることを知られてしまい盗難事件そのものをうやむやにできなくなってしまった以上、律りち儀ぎに蘭のバッグの中に下着を戻しておく理由も薄い。よって少々雑ではあるが、衣装部屋の中に下着を放り込んで、それで蘭への返却とするとしよう──。


    　拓馬は衣装部屋のドアノブを引っ摑つかみ、開けると同時に蘭の下着を全力で投げ込んだ。


    「せいや！」


    　拓馬の掛け声が廊下に響く。


    　それですべてが終わるはずだった。


    　が、


    



    「はぷっ!?」


    



    　それは少女が、驚いて息を呑のむ声。


    　おそらくはちょうど衣装部屋から廊下へと出てこようとしていたのだろう。


    　ドアを開いたすぐそこに、少女が立っていた。真っ赤かな薔ば薇らをイメージしたような、チューブトップ型のドレスを纏まとったハートの女王──絹きぬ針ばり蘭らん。


    　そして拓たく馬まは投げつけてしまったのである。下着を蘭の顔面に。


    「…………」


    「…………」


    　固まる拓馬と蘭。


    　張り詰めた静せい寂じやくの中、蘭の顔からはらりと下着が舞い落ちて、蘭自身がそれを手で受ける。


    「こ、ここ、これは、わ、私わたくしの、パ、パパ、パン、ツ……」


    　手の中の下着を目まの当たりにし、わなわなと打ち震える蘭。


    「いやあのそのこれには深い訳が──」


    　拓馬は慌あわてて弁解をしようとしたが、しかし、


    



    「い、イヤァ――――――――――――――――――――！」


    



    　拓馬の言葉をかき消して炸さく裂れつする蘭の悲鳴。さすがは看板女優なだけあって鼓こ膜まくが破れるかと思うほどのとんでもない声量である。


    「し、ししし痴しれ者！　無礼者！　不ふ埒らち者！　わ、わわ私を百年の歴史を誇る呉服商の名家、絹針家の長女と知っての狼ろう藉ぜきですこと!?」


    （まずいまずいまずいまずい！　これはマズい！）


    　蘭は顔を真っ赤にし、涙混じりでキャンキャンまくし立ててくる。無論その一いち言ごん一いつ句くは腹から発せられた大ボリューム。こんなに騒がれては弁解をすることもかなわず、人が集まってきてしまう。


    　なんとかして黙らせなければ！


    　なんとかして──ッ！


    「ゆ、指一本でも触れてみなさい！　す、すぐに大だい地ちがやって来て貴方あなたなんてけちょんけちょんにやっつけて──」


    



    　──ズボッ！


    



    「ッ!?」


    　焦あせりに焦った拓たく馬まは蘭らんを黙らせるべく、咄とつ嗟さに手近にあった布を掠かすめ取り、蘭の口の中に突っ込んだ。


    　手近にあった布──つまりは蘭の手の中にあった布──そう、蘭の下着だ。


    「も、も、もがぁぁぁああ!?」


    「しーっ！　しーっ！　落ち着いてボキの話を聞くでゲス！　いいでゲスか？　ボキは下着泥棒でも何でもなくて、むしろこのパンツが悪あくの手に渡るのを──」


    



    「絹きぬ針ばり様！　そろそろ御出番──って、え―────────ッ!?」


    



    　しかし再度拓馬の弁解をかき消すのは、第三者の驚きよう愕がくの叫び。蘭の出番を知らせに来た蘭の使いっ走り──オットマンが、拓馬の暴ぼう挙きよを目撃してしまったのだ。


    「もがもがもがぁ――――！」


    　蘭は下着を口に詰められたまま、助けろとでも言いたげにオットマンに向かってジタバタと手を振った。オットマンからしたらその光景は、トランプ兵が蘭を襲おそっているようにしか見えなかったことだろう。血相を変えて大声を上げた。


    「き、絹針様が襲われてるぞ――――――っ！　出合えー！　出合え――――！」


    　すると騒ぎを聞きつけて、来るわ来るわ拓馬と同じトランプ兵。


    「おい！　絹針様に何をしているんだ！」


    「違うっつーのに！　今説明中でゲス！　邪魔すんなでゲス～～～～！」


    　せめて蘭には事情を話して納得してもらわねば気が済まないというのに、邪魔が入ったせいでそれができない。このままでは誤解が深まる一方だ。


    　だから何とかして蘭と二人きりで落ち着いて話ができるように、拓馬はやむなく蘭を肩に担ぎ上げてその場から逃げ出した。


    「も、もが～!?」


    「待てこのヤロ――――！」


    　押し寄せるトランプ兵の大軍に背を向けて、拓馬は人ひと気けのないほうへとひた走る。


    「どくでゲス！　道を開けるでゲス！」


    　行ゆく手にたむろしている演劇部員を追い散らし、目の前に現れたドアを潜くぐりぬけ、真っ暗な螺ら旋せん階段を下へ下へと降りてゆく。


    「もが！　もがもがもがぁ！」


    「暴れるなでゲス！　落としちゃうでゲス！　おとなしくしてれば絶対に傷つけないからじっとしてるでゲス！」


    　肩で暴れる蘭をなだめつつ階段を降り切っても、やはりそこは真っ暗。だが──


    



    「え？　なに？」　　　　　　　　　　　　「トランプ兵の出番はまだじゃないの？」


    　　　　　「誰だそこにいるの」　　「おい、あいつ何やってんだ？」


    　「人？　人を担かついでるの？」　　　　　　　　　　　　「なに騒いでんだよ静かにしろよ」


    　　　　　　　「いやだってあれ見ろよ。おかしくね？」


    



    　闇やみだまりの中で、拓たく馬まを中心に広がるどよめきの波は紋もん。目が慣れてきてようやくわかった。


    　拓馬が今降り立ったのは、出番を待つ演劇部員たちの輪の中だ。


    （こ、ここはマズい！）


    「おいお前！　止まれ！　ダメだ！　そっちには行くな──ッ！」


    　螺ら旋せん階段の上からバタバタとトランプ兵たちが降りてくる。入り乱れる足音と怒ど声せいが拓馬を急せかし、少しでも人ひと気けのないところを探して暗闇の奥へと走った。しかしだ。


    「もがもがぁ～～～！」


    「こら暴れるなでゲス！　──ん？　なんかやけに声が響くでゲスね」


    　身を捩よじって暴れる蘭らんを必死で押さえつけていて、ふと違和感を覚えた。


    　まるで広いホールか何かにでもいるかのように、拓馬の声がやたらとよく響くのだ。


    （──……え？　まさか……）


    　脳のう裏りをよぎる嫌な予感。


    



    　──バン！


    



    　バケツをひっくり返したようにまばゆい光が頭上から降ってきて、闇がかき消え視界が広がる。


    「え？」


    　啞あ然ぜんと立ち尽くす拓馬の前に現れたのは、聳そびえるようにずらりと並んで座る群衆。


    　そして数百人はいようかというその群衆──つまりは観客の生徒たちもまた、一様にぽかんとして拓馬と蘭に視線を注ぐ。


    　無理もない。物語の進行とまったく関係のないトランプ兵がハートの女王を肩に担ぎ、突とつ如じよとしてステージ上に現れたのだから。


    （～～～ッ！　むぅぅぉおおおおお!?　こ、こ、この状況はぁぁぁああ!?）


    　思考が吹っ飛び固まる拓馬。


    　静せい粛しゆくに舞台を鑑賞していた生徒もさすがに不審を抱いだきざわめき出す。


    



    　そして悲劇が起きる。


    



    「もががががぁー！」


    　男の肩に担かつがれるというみっともない姿での登壇が我慢ならなかったのか、蘭らんは陸に打ち上げられた魚のように一際大きく暴れた。


    　そしてもはや立っているだけでもいっぱいいっぱいの拓たく馬まにそれを抑えるすべはない。


    「も、がっ！」


    「ッ!?　あ、馬ば鹿か！」


    　それでも何とか蘭を落とさないように、拓馬は蘭のドレスを鷲わし摑づかみにした──はずなのに、ずるりと重量感だけが抜け落ちる妙な感覚。


    　どちゃりという音と共に、足裏から伝わる振動。


    「ふぐぐ、ぺっぺ！」


    　拓馬の肩から床に落ちた蘭は、口を塞ふさいでいた下着をようやく吐き出して額ひたいをさする。


    「い、痛いですわ。おでこ打った──え？」


    　そして拓馬の腕の中には、蘭が着ていたはずのドレス。


    



    　そう、さながら脱だつ皮ぴのように、チューブトップ型のドレスから蘭の体だけが抜け落ちてしまったのだ。


    　よって今蘭が身に着けているのは、パンツと足下のミュールのみ。


    　何百という観衆の、その面前。


    　絹きぬ針ばり蘭、ほぼ裸ら体たい。


    



    「「「「「～～～～～～ッキャァアアアアアアアアアアアアアアア！」」」」」


    



    　細腕で前を隠し、その場にへたり込むほかない蘭。


    　そんな蘭とともに悲鳴を上げたのは観客席の女子生徒である。


    　しかし、


    



    「「「「「「「「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」」」」」」」」」」


    



    　それは歓喜か興奮か──女性らの悲鳴をも容易たやすく呑のみ込み轟とどろくは、決して怒ど号ごうだけではない男性客たちの熱い雄お叫たけび。


    「ららららら蘭様ぁぁのォォォ裸はだかとかぁぁあああああ！　生きてて良かったぁぁああああああ！　ウヒョォォォォォオオオオオ！　そーれもーう一枚！　あもーう一枚！　そんでこうパカーッて！　脚パカ――――――ッて！」


    「パカー」という下品極まりないジェスチャーと共に狂きよう喜き乱らん舞ぶしているのは客席最前列にいた田た辺なべだ。しかし田辺が最低最悪であることに間違いはないが、この騒ぎは田辺に限ったことではない。


    「やりやがった！　あの野郎！　絹きぬ針ばり様を剝むきやがったぁぁぁああああああ！」


    　というセリフを、鬼の形ぎよう相そうで怒鳴る者が半分、田辺のように喜色満面で囃はやし立てる者がもう半分──。


    「自分が服を脱がせたぁ!?　馬ば鹿かな！　絹針が勝手に服から抜け落ちたんですよ！」


    　しかしそんな拓たく馬まの主張は誰の耳にも届かない。


    　観客たちの目からしたら、いわば拓馬は女子の裸はだかを無理やり人目に晒さらした超悪質な性犯罪者だ。


    



    「んなにをしてんだぁぁぁぁぁああああ！」


    



    　そんな折、阿あ鼻び叫きよう喚かんの中においても一際バカでかい咆ほう哮こう。


    　見れば客席の背もたれを足場に、観客の頭上を越えて、物凄すごい速さでステージへの最短距離を駆かけ下ってくる男がいる。


    　辰たつ巳みだ。
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    「田た辺なべセンパ――――イ！　失礼しやっす！」


    「へ？　──どはぁ!?」


    　辰たつ巳みは一切ブレーキをかけることなく、最前列の田辺の頭を踏み台にして、ステージ上へ跳ちよう躍やく。


    「お前はみっともないからこれ着とけ」


    「はぷっ!?」


    　そして着地すると同時に、自みずからの制服の上着を裸はだかの蘭らんに投げ渡す。


    　次いで一拍の間まも置かず、拓たく馬まに飛びかかってきた。


    「ふんが！」


    「ッ!?　うお!?」


    　ほとんど体当たりに近かったので拓馬はそのまま辰巳に押し倒される。


    　そして馬乗りの辰巳は拓馬の胸ぐらを摑つかみ、拓馬にだけ聞こえるように鼻先で声を荒らげた。


    「心配になって後を追ってきてみれば、何してんだよ兄貴！」


    　すべてを丸く収めようと意気込んでいたはずの兄が、よもやステージ上で学園のアイドルの服を剝むくという暴ぼう挙きよに出ているのだ。辰巳はさぞかし驚いたことだろう。辰巳の表情に刻まれた動どう揺ようと混乱と焦しよう燥そうと危機感は、被かぶり物の下の拓馬のそれとまるで同じだ。


    「自分にも何が何やら……」


    　情けない話だが気づいたらこうなっていたのだ。


    　すると拓馬の弱気な返答に辰巳はぐっと顔をしかめつつ、知恵を巡らせ妙案を出す。


    「あぁもう！　とりあえず俺おれを人質にでもしてこの場を切り抜けるってのはどうだ!?」


    「ッ！　ナイスアイディア！」


    　もはや公演としての体裁が完全に崩れたため、ステージ上に出ていくことを躊躇ためらっていた演劇部員たちもワラワラと舞台の袖そでから現れて拓馬を取り押さえようとする。しかしそれよりも早く拓馬は身を起こし、背後から辰巳の首にサーベルをあてがって周囲を威い嚇かくした。


    「動くなでゲス！　それ以上近づいたらこの男がどうなっても知らんでゲス！」


    「たはー！　お助けー！」


    「っ!?　な、なんてあくどいことしやがる！　人質を解放しろ卑ひ怯きよう者もの！　恥を知れ！」


    　下へ手たくそながらも怖がるフリをする辰巳を周囲に見せつけることで、演劇部に一定の距離を取らせてそれ以上近寄らせない。


    「さぁ、道を開けるでゲス！」


    　拓馬が一いつ喝かつすると、演劇部員たちはじりじりと後ずさりして捌はけていく。


    　このまま辰巳を盾たてに道を切り拓ひらき、観客席を通ってまっすぐマリア座を出ていけばいい。マリア座さえ出てしまえばこっちのものだ。


    　いける。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの窮きゆう地ちであったが、辰巳のおかげで活かつ路ろを見いだせた。


    　演劇部員たちは手も足も出せず、拓たく馬まの言いなりになってどんどん下がっていく。


    　しかし、


    「もっと、もっと離れるでゲス！　この男の喉のど笛ぶえがかっ切られるところなんて見たくないでゲショ？　さぁ、もっと下が──」


    　霧が晴れるように演劇部員の人垣がばらけ、遮さえぎられていた視界と進路が拓ひらき、拓馬が目指すべきロビーへの扉とびらも視し認にんできる。


    　が、その扉の前にいたのは、目一杯に弓を絞る衣舞。


    「～～～～ッ！　やっぱ離れちゃダメでゲスぅぅぅぅぅ！」


    　拓馬を取り囲んでいた演劇部員たちが下がってしまったことにより、〝活かつ路ろ〟と同時に拓かれたのは矢の〝軌き道どう〟。


    



    　──ジュッ！


    



    　空気を焦こがすような風切り音が演劇部員たちの間かん隙げきを縫ぬい、拓馬の肩に突き刺さる。


    　そう、拓馬に認識できたのは音だけだ。あまりにも速すぎて目には見えない。雷かみなりにでも打たれたかのような鋭するどく熱い激痛が先で、気づけば一本の矢が拓馬の肩に深くめり込んでいた。


    「ぐあぁ！」


    「っ！　兄貴──ッ！」


    　たまらずよろめき、拓馬は人質である辰たつ巳みを手放してしまった。


    「キミ！　こっちに来るんだ！　大丈夫か!?」


    　そして善良かつ勇ゆう敢かんな演劇部員たちが、奪うようにして辰巳を保護してしまう。


    　拓馬は辰巳という盾たてを失い、活路を潰つぶされ、方ほう策さくもない。


    「やつを捕まえろ！」


    　今が好機と勇んだ演劇部員たちが雄お々おしく吼ほえながら、雪崩なだれのように拓馬に殺到する。八方、鼠ねずみ一匹の逃げ場もない。


    　そして尋じん常じようならざる悪お寒かんを感じ、ふと視線を上げれば二射目を絞る衣い舞ぶ。


    　声こそ聞こえないものの、衣舞の唇くちびるの動きが拓馬に囁ささやく。


    



    　──とどめよ。


    



    　死の間際、人の時間感覚は遅ち滞たいして、意識だけを残しその他すべてがスローモーションになるというが、拓馬が今襲おそわれている奇妙な感覚がまさにそれ。


    　押し寄せてくる演劇部員たちの動きが遅くなり、衣舞が放った矢もノロノロと宙を泳ぎ、そして自分の体も動かない。けれど意識だけは停滞する時間感覚の中でも自由に働いている。


    　なぜこんなことになってしまったのか──真っ先に思ったのがそれだった。


    　自分はただ、すべてを丸く収めようとしただけなのだ。これ以上誰も傷つけたくなかったからこその行動だった。数々の校則違反を犯し、妙な性せい癖へきを覚かく醒せいさせてもなお正しくあらんとする己おのれの矜きよう持じのための行動でもあった。悪意など欠片かけらもなかったのだ。


    　なのになんだこれは。


    　なぜ自分がこんなに敵意を剝むき出しにされて追いかけ回されなければならないのだ。なぜ自分は公衆の面前で女子の服を剝くという与よ会かいでもやらないような凶行をやらかしているのだ。挙あげ句く人質を取るなんていう凶悪極まりない暴ぼう挙きよに出ているのだ。どうして悪あく行ぎように悪行を上うわ塗ぬりしているのだ。


    　訳がわからん。わけがわからん。ワケガワカラン！


    「～～～～～ッ！」


    　先走っていた意識に追いつくように周囲の時間が加速していく。


    　演劇部員たちが本来の勢いを増して押し寄せ、衣い舞ぶの放った矢は必殺の速度を得て拓たく馬まの眉み間けんに迫せまり来る。


    　聖ひじりヶが原はら学園高等部二年Ｃ組風紀委員、軒のき原はら拓馬のすべてが終わる。すべてが崩れる。すべてを失う──絶対的な絶望を確信したその刹せつ那な、遣やり切れなくて、心が張り裂けそうで、泣きたくなって、拓馬は理り不ふ尽じんを叫んだ。


    「なんですかこれは――――――！」


    



    　──ザン！


    



    　闇やみ。


    「ッ!?　なに!?」


    　一瞬にしてマリア座を覆おおう闇。


    



    　　　「おい！　なんだどうした!?　何も見えないぞ！」


    「何してんだよ！」　　　　　　　　　　　　　　　「──おい！　誰だ今押したの！」


    　　　　　　　　　　　　　「バカ！　下へ手たに動くな！」


    「なに!?　何が起きてるの!?　怖いよ！」


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「キャアアアアアアアア！」


    　「お、落ち着いて下さい！　みなさん落ち着いて！」


    



    　突とつ如じよステージの照明はおろかマリア座のすべての明かりが消え、視界を完全に奪う闇が襲しゆう来らいする。


    　飛び交かうのは演劇部員たちの狼ろう狽ばいと怒ど号ごう。錯さく乱らんした観客たちのどよめき、ヒステリックな悲鳴。そして衣い舞ぶの、鋭するどく苛いら立だたしげな一いつ喝かつ。


    「照明係！　何をしているの！　すぐにライトを戻しなさい！」


    　しかし、


    「や、やってますけどダメです！　ブレーカーから落ちてます！」


    　懐中電灯を持った数人の演劇部員がマリア座の電源を復旧せんと走り回るが、その光はあまりにも拙つたなく心こころ許もとない。騒ぎ出す観客を何とかなだめようと演劇部員が声を張り上げるが、不安は止まらず、闇やみの中の騒乱は熱を帯びる一方。


    　そして何者かが最悪の愚ぐ行こうを犯す。


    「おい！　こっちから出られるぞ！」


    　そんな一声と共に真っ暗だったホールに日の光が挿さし込んだ。何者かがロビーへと通じる扉とびらを開放したのだ。平時ならばただ照明が落ちたくらいではここまではならなかったろう。しかしこの暗闇に至る状況が状況である。パニックを起こした観客たちは光を求めて扉へと殺到した。


    　そう、つまりはロビーへの扉を背にして立っていた衣舞のもとへ。


    「落ち着きなさい！　止まりなさい！　全員座席に戻って電源が復旧するまで待機！　これは風紀委員からの命令よ！　──話を聞きなさい！」


    　しかしいくら衣舞が指示を出そうと、一度走り出した観客たちは土ど石せき流りゆうの如ごとく止まらない。あっという間まに衣舞は観客の人波に呑のみ込まれ、ロビーへと押し出されてしまった。


    　そこでようやくマリア座の電源が復旧し、ロビーにもステージ上にも明かりが戻る。


    「ちぃ！」


    　衣舞は舌打ちし、荒波に逆らうように人波をかき分けてホールへ。


    　するとステージ上には演劇部員たちの人だかりができていた。


    「通して！　風紀委員よ！　通してちょうだい！　──辰たつ巳み！」


    「あ、衣舞ちゃん……」


    　衣舞はステージ上の人垣に割って入り、その中心へ。


    　するとそこにいるのは呆ぼう然ぜんとへたり込んでいる辰巳だけ。蘭らんを襲おそったトランプ兵の姿はどこにも見当たらない。


    　忽こつ然ぜんと消え、まるで幻まぼろしか何かでも見たのかと錯さつ覚かくしてしまいそうだが、トランプ兵は確かに存在していたことを示す証しよう拠こも残っていた。


    　それは、背景の大道具に突き刺さる一本の矢。


    　停電間際に衣舞が放ったそれは、トランプ兵の被かぶり物だけを射抜いて背景の大道具に突き刺さっていた。


    「～～～～～っ！　もう！」


    　凶悪犯を取り逃がした屈くつ辱じよくに猛たける衣い舞ぶ。一方で、人知れず安あん堵どのため息をつく辰たつ巳み。


    



    　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの窮きゆう地ちを、拓たく馬まは辛かろうじて切り抜けた。

  



  
    


     Ｅｐｉｌｏｇｕｅ：空知らぬ虹の密造者たちは脳内解放区に集う


    



    　ゴールデンウィークが明けて、平常日課に戻ったその月曜日。


    　放課後の中央棟のロビーで、カルガモがキャッキャとじゃれ合っていた。


    「げぇ～っへっへっへ！　マリア座の怪人でゲス～！　良いではないか～良いではないか～！」と、高笑いを上げながら、カイトがルミとモエににじり寄る。


    「堪かん忍にんしてぇなぁ～」「お助けー」などと芝しば居いをしながら壁際に追い詰められたルミとモエは、ゴムボールを二つ服の中の胸の位置に入れてポーズを取った。


    「「ぼいーん」」


    　そしてガクも含めた四人で、腹を抱えてゲラゲラ笑い出す。


    　これが、カルガモの間で今大流行の遊び〝マリア座の怪人ごっこ〟だ。


    　無論そんな遊びを見過ごすことなどできず、麗れい奈ながホイッスルを吹きながらカルガモに言って聞かせる。


    「ピリリリリ！　こら――っ！　マリア座の怪人はと――っても悪い人なんだから真ま似ねしちゃダメ！　面白がっちゃダメ！」


    「「「「えー」」」」


    「『えー』じゃありません。あれはもう聖ひじりヶが原はら学園史上最低最悪の極ごく悪あく人にんなの！　必ず神の裁きが──いえ、拓たく兄にいが懲こらしめてくれるに違いないんだわ！」


    　そうプリプリと怒る麗れい奈なを横目に、拓たく馬まはこそこそと中央棟の最上階へ上がっていった。


    



    



    　中央棟最上階、校長室。拓馬はおよそ十二日ぶりに校長の斉さい木きと対面を果たした。


    　目的はもちろん、斉木が不在の間に起きた諸もろ々もろの事件の報告である。


    「──さて、私の留守中にいろいろあったみたいですね。風紀委員長からも報告を受けていますが、当事者であるあなたからも話を聞かせてもらいましょう。光みつ武たけ悠ゆうの件については決着がついているみたいですからあとで報告書に目を通すとして、まずは一番の騒ぎになっている絹きぬ針ばり蘭らんの件について。ただの下着の盗難事件ではなかったとか？」


    『謎なぞのトランプ兵』が絹針蘭の裸ら体たいを観衆に晒さらした事件は、学園を揺ゆるがす大スキャンダルとなった。当然である。品ひん行こう方ほう正せい、清せい廉れん潔けつ白ぱくたるこの学園において女子生徒が大衆の面前で服を剝むかれるなど前ぜん代だい未み聞もん。ましてやその被害者が学園のアイドルとあってはなおさらだ。


    　しかし、主に身持ちの堅い女子生徒や真ま面じ目めな絹針蘭のファンから非難や怒りや不安の声が上がる一方で、その他大勢が『謎のトランプ兵』をアンチヒーローとして持て囃はやしている風潮があるのもまた確かだった。それには様々な理由が考えられるが、一番はきっと、その過激な行動が生徒たちの背はい信しんめいた好奇心や興奮を少なからず駆かり立ててしまったからだろう。『謎のトランプ兵』は聖ヶ原学園の生徒たちに、悪徳への憧あこがれを芽吹かせてしまったのかもしれない。


    　そして絹針蘭を公衆の面前で辱はずかしめたこの『謎のトランプ兵』は、畏い怖ふと嫌けん悪おと軽けい蔑べつと、憧どう憬けいと期待と好奇心を込めて生徒たちの間でこう呼ばれるようになった。


    〝マリア座の怪人〟と──。


    「詳細は不明ですが状況だけを見ますと、このマリア座の怪人によって絹針蘭は下着を盗まれたのではないかと」


    「そのマリア座の怪人とやらの正体についての心当たりは？」


    「不明です。そもそも自分は、そのマリア座の怪人とは直接対たい峙じしていませんし……。しかしその影響力の大きさは甚じん大だいであり、学園の秩序を揺るがしかねない危険性を秘めているというのが風紀委員会の認識ですので、目下風紀委員を総動員して捜査に当たっています」


    「そうですか……。──それで、例のノートの件は？」


    　校長であり、風紀委員会最高責任者である斉木がまっすぐに拓馬を見つめて問うてくる。その険けわしい面おも持もちと鋭するどい視線はすべてを見み透すかすような威い厳げんを湛たたえ、気け圧おされてしまいそうだ。


    　しかし、拓たく馬まは決して目を逸そらさず、平静を装よそおって答えた。


    「持ち主は……摑つかめませんでした。申し訳ありません」


    　そして、深々と頭を下げる。


    　すると斉さい木きは途端に表情を緩ゆるませ、拓馬をいたわった。


    「責めているわけではありません。悪いことというのは重なるものです。気落ちせず、今後も風紀委員の職務に励はげんで下さい」


    「はい。──失礼します」


    　報告を終えて退室すると、校長室の前には衣い舞ぶが待っていた。衣舞はマリア座の怪人と直接やり合った唯ゆい一いつの風紀委員なので、斉木から報告を求められているのだろう。


    「あのとき武道場裏で、私があの男の身柄を確保できてさえいれば、マリア座であんな事件が起こることもなかった。一生の不覚だわ」


    　すれ違いざま、衣舞は心底悔くやしそうに言う。


    「絶対にあの男は私が捕まえるわ。あんな下げ劣れつで凶悪で最低の下げ衆すを野放しになんてしておけるわけがないもの。だから拓馬、協力してね」


    



    



    「──そう衣舞に言われてな、自分は曖あい昧まいな返事しか返せなかった……」


    「あ～～～っはっはっはっはっはっはっはっは！」


    「笑い事ではない……」


    　高等部校舎裏の庭園。テーブルで向かい合って座る拓馬と山やま吹ぶき。


    　拓馬にはどんよりとした翳かげが差しているのに対し、山吹はテーブルをバンバン叩たたきながら笑い転げていて、対照的な二人の図である。


    「あぁ……どうしてこんなことになってしまったんでしょうか……」


    　拓馬が憂ゆう欝うつでならない理由は言わずもがな。やることなすことすべてが裏目に出た結果、気づけば学園のアイドルを辱はずかしめた性犯罪者として名を馳はせる事態となってしまったからだ。


    　衣舞はもちろん、斉木に対しても蘭らんに対しても後ろめたい気持ちがいっぱいで、そして自分自身の不ふ甲が斐いなさや間抜けっぷりが胸を締め付け、後こう悔かいはやまず、拓馬は精神的に憔しよう悴すいしきりである。


    　しかし山吹にとっては拓馬の苦悩も喜劇か何かにしか見えていないらしい。


    「くっふっふ、我ながらあれはファインプレーだった。小こ瀬せ村むらさんをまいて、マリア座から離脱しようとしたちょうどそのとき、キミが騒ぎを起こして追いかけられてるなんていう情報が入ったからね。マリア座に忍び込ませてた仲間と協力して大急ぎでブレーカーを落として、あの扉とびらを開いて混乱を煽あおったんだ」


    　拓たく馬まがいよいよ追い詰められてもうダメかと思われたそのときに落ちたブレーカー、そしてその後の混乱──あれは山やま吹ぶきが率ひきいる脳のう内ない解かい放ほう区くの工作であったらしい。確かにあの混乱があったからこそ拓馬はそれに乗じて逃げられたので、山吹に救われた事実は否いなめず、ファインプレーであったと認めざるをえない。


    「キミももう脳内解放区の一員だからね、見捨てるつもりなんてなかったよ」


    　しかしいかにも仲間思いであるかのように言うが、どうせ自分が捕まれば脳内解放区の存在まで明るみになりかねなかったから必死になっただけだろう。拓馬は嫌味っぽくそう指摘したが、やっぱり山吹はケラケラと笑っていた。


    「そう穿うがった見方をしなさんな」


    「……お前はご機嫌だなぁ」


    「ふっふっふ、だって面白かったんだもん。正直ね、あのネームノートを間違って提出しちゃって、私たち脳のう解かいの存在がキミにバレちゃったときはもう終わったと思ったんだ。冷や冷やしたよ。なのに、キミが思ってた以上にアホだったから……あっはっはっは！　くひ～！　ここ数日、大いに楽しませてもらったよ」


    　ここまで素直に笑われてしまうとさすがに毒気も抜かれてしまう。


    　もっとも、その毒気と一緒に苦悩もまた薄れていくので、不ふ思し議ぎと気持ちは楽になっているのだけれど……。


    　まぁそれを言ったところで山吹は図に乗るだけのような気がするから、本人には言わない。


    



    「お～い兄貴～」


    「拓馬さ～ん」


    



    　名を呼ばれたので見てみれば、向こうのほうから辰たつ巳みと悠ゆうが、軍手と鎌かまとゴミ袋を掲かかげてやって来る。


    　山吹は笑いすぎて目め尻じりに滲にじんだ涙を指の背で拭ぬぐいつつ、腰を上げた。


    「──さて、私は行くよ。軒のき原はらくんはこれから草刈りなんでしょ？」


    　そう、実はこれから拓馬は、辰巳と悠と共に除草作業に従じゆう事じする予定なのである。絹きぬ針ばり蘭らんの下着を盗んだ悠と辰巳がそうしてケジメをつけるのならば、絹針蘭の裸ら体たいを晒さらした拓馬もまた、同じくケジメをつけるのが道理だからだ。


    「律りち儀ぎだねぇ、キミも」


    　そう言い残し山吹が立ち去ろうとする間際、拓馬の頭にふとした疑問が浮かんだ。


    「なぁ、一つ聞いていいか。なぜお前はこんなことをやっている」


    「んー？」


    　それは根本的な疑問。


    「風紀委員会の目をかい潜くぐり、与よ会かいに狙ねらわれ、危ない橋を渡ってまでなぜ同人誌なんて作る」


    　こんなリスクを背負ってまで自じ腹ばらを切って同人誌を作り、ばら撒まく──そこにいったい何の意味があるのか。そこまでする価値が、理由が、山やま吹ぶきにはあるのだろうか。


    　それが不ふ思し議ぎでならず問い質ただすと、山吹は「んー」と視線を伏せる。


    　そしてその瞬間を、拓たく馬まは見み逃のがさなかった。


    　一瞬だけだが、山吹の瞳ひとみには遠い追想が、口元には自じ虐ぎやくと哀あい惜せきが、それぞれ浮かんでは消えたのだ。


    　何だったのだろう。見ているこちらが胸を締め付けられるような、今の表情は──。


    　しかしそれも、目の錯さつ覚かくか何かと勘違いしてしまうほどに刹せつ那なの出来事。山吹は憂鬱なブルー・修道女シスターらしい人を喰くったような笑みをニタリと浮かべ、答えた。


    「空に架かかる綺き麗れいな虹よりも、地下でひっそり描えがかれる虹に魅みせられちゃったからね」


    　理解が及ばず、拓馬は聞き返す。


    「？　地下？　虹？　いったいなんの話だ」


    「ふふ、わからない？　キミだってもう足を踏み入れてるじゃん。空知らぬ虹の、解放区にさ」


    　しかしやっぱり山吹の回答は、曖昧で抽象的なもの。


    　からかわれているのか、はぐらかされているのか。


    　どちらにせよその、人を手玉に取る様な目つきといたずらめいた微笑ほほえみが実に腹立たしい。


    　拓馬が意地を張って「ふん」と鼻を鳴らすと、山吹は立ち去り際、拓馬の肩をポンと叩たたいて言った。


    「ま、これから長い付き合いになるんだ。そう話を急せくこともないでしょ。相棒」


    〝相棒〟という言葉にこれほど禍まが々まがしく不吉な予感を覚えたのは生まれて初めてだ。これから自分は本格的に脳のう内ない解かい放ほう区くの一員として働かなくてはならなくなる。それが山吹との約束だ。風紀委員でありながら風紀委員会の目をかい潜り、与会の連中を相手取りながら同人誌の密造に加か担たんする生活が始まるのである。


    　颯さつ爽そうと歩き去っていく山吹の後ろ姿を見ていたら、もしかしたら自分は人生におけるとんでもない選択ミスをしたのではという不安が頭をもたげたが、しかし、


    



    「へいへい兄貴～、今の女の人誰だよ～。まさかカノジョ？」


    「え!?　か、カノジョ!?　そんな、拓馬さんには衣い舞ぶさんっていう最高のパートナーがいるのに！」


    



    　その不安の代だい償しようが、実弟と後輩のこの呑のん気きな笑え顔がおなのだと思ったら、不思議と受け入れられてしまった。


    



    「ただのクラスメイトですよ。さ、くだらないこと言ってないで除草作業に行きましょう」


    「「はーい」」


    



    　それに唯ゆい一いつの役得として、これからも『芹せり香かの日記』を読めるのだと思えば、まぁまぁまんざらでもない気がしないでもない。

  



  
    


     Ａｎｏｔｈｅｒ ｓｉｄｅ：絹きぬ針ばり　蘭らん


    



    「許せない許せない許せない許せない！」


    　普段から傍ぼう若じやく無ぶ人じん、傲ごう岸がん不ふ遜そんな振る舞いをしている絹針蘭だが、今日きようの蘭はいまだかつてないほどに荒ぶっていた。当然である。公衆の面前で裸ら体たいを晒さらされてしまった恥ち辱じよくの炎は事件から二日たった今なお勢い衰おとろえず、むしろ周囲の好奇の目や同情を燃料にして日に日に膨ふくれ上がっていた。


    「──必ずあの男を見つけ出し、相応の罰を与える所しよ存ぞんでございます」


    　そんな、触れたら嚙かみ付かれそうなほどに猛たける蘭に恭うやうやしく頭を下げる男が一人。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうという言葉がよく似合う体格の持ち主で、年不相応に無ぶ骨こつな面つら構がまえの高等部の男子である。そしてもう一つ特徴を言い加えるのなら、黒革の眼帯をした隻せき眼がんだ。


    「当然よ！　私にあんな辱はずかしめを受けさせたのだから、死すら生なま温ぬるいわ！　地獄を見せて差し上げなさい！」


    「承知いたしております」


    　親と子ほどの体格差、そして高等部と中等部という確かな年齢差があるにもかかわらず、蘭の隻眼の男への当たりは強く、逆に隻眼の男の態度は恭きよう順じゆんそのものだ。


    「あら？　ところでその手はどうしたの？　大だい地ち」


    　大地──というのがこの隻せき眼がんの男の名らしく、蘭らんは大地の左手の甲に巻かれた赤いバンダナを気にかける。


    「ただのかすり傷にございます」


    　バンダナを巻く以上見るからにかすり傷というレベルではなさそうだが、蘭はすぐに興味を失なくして、ほのかに頰ほおを染めつつ次の質問に移った。


    「そう。──あ、それと一つ聞きたいのだけれど……ひ、人へのお礼というのはどういう形ですればいいのかしら」


    「お礼、と申しますと？」


    「た、たとえば、暴漢に襲おそわれたときに、身を挺ていして助けに入ってくれた人へのお礼、とか……」


    　徐々に言こと葉ば尻じりが小さくなっていき、急にしおらしくなって蘭はもじもじと指先を絡ませる。


    「それはつまり、軒のき原はら辰たつ巳みへの──」


    「ッ！　た、たとえばの話！　別に誰とかではなくて！」


    　蘭はムキになって否定するが、その顔は、耳まで真っ赤かだ。


    　一方で、これまで静せい穏おんを保っていた大地の表情は、このとき初めて曇った。

  



  
    


     Ａｎｏｔｈｅｒ ｓｉｄｅ：斉さい木き翔しょう子こ


    



    　中央棟最上階校長室。拓たく馬まが報告を終え、入れ違うように衣い舞ぶがここ数日のあらゆる事件について報告をし終えた後、もう一人、斉木への報告に訪れた者がいた。化学教師兼二年Ｃ組副担任、倉くら沢さわ綾あや子こである。


    　倉沢というのは生徒の前ですら緊張を隠せず、気の弱さがあらゆる所しよ作さに表われているような女性だ。校長の斉木を前にして、完全に萎い縮しゆくしてしまっている。


    「さて、私の留守中の報告をお願いできますか。何やら大きな動きがあったとか」


    　デスクに肘ひじをついた斉木がグッと身を乗り出す。


    　倉沢は口をもつれさせながらもたどたどしく報告する。ただしその内容は、存外に苛か烈れつ。


    「は、はい。軒原拓馬くんは憂鬱なブルー・修道女シスターのネームノートから脳のう内ない解かい放ほう区くの存在を突き止めただけでなく、光みつ武たけ悠ゆう襲しゆう撃げき事件と絹きぬ針ばり蘭下着盗難事件を解決すべく脳内解放区にメンバー入りしました。与よ会かいにも接触しています。それからえっと、あんなことになってしまった経緯は意図せぬ過失であったようですが……〝マリア座の怪人〟も軒原拓馬くんに間違いないみたいです」


    　それは、事の全真相を網もう羅らした報告。


    「……やはりそうですか。拓馬は脳内解放区と与会の存在そのものを風紀委員会に隠していますが、これは？」


    「軒のき原はら拓たく馬まくんの本心はまだ摑つかめていませんが、脳のう内ない解かい放ほう区くの一員としての組織存続のための行動なんだと思います。山やま吹ぶきちゃん──あ、すみません、えっと、憂鬱なブルー・修道女シスターこと辻つじヶが堂どう山吹さんに口止めもされてるみたいですし……」


    「なるほど。となると、拓馬が辻ヶ堂山吹に懐かい柔じゆうさせられた可能性もあるわけですね。──わかりました。引き続き、監視と報告をよろしくお願いします。倉くら沢さわ先生」


    「は、はい！　それでは失礼しますっ」


    　逃げるようにして校長室を後にする倉沢。


    　そして一人になった斉さい木きは、遠い目でつぶやく。


    「さぁ、あなたはどちらに転ぶのでしょうね。拓馬」


    



    



    　これは、誰も望んでおらず、勝者もなく、けれど止められない、そんな愚おろかしい争いの物語。


    



    
      to be continued…

    


    


  



  
    


     あとがき


    



    　秀ひで章あきイズバ――――ック！


    『脱だつ兎とリベンジ』読者の方はお久しぶり。お元気でしたか？　僕はすこぶる元気です。ＩＫＩＺＡＭＡのほうも相変わらずです。


    　そして初めての方は初めまして。本作で著書二冊目となるペーペーの新人、秀章と申します。今後ともよろしくお願いします。


    　さてはてなんやかんやで始まりました『空知らぬ虹にじの解かい放ほう区く』、お楽しみ頂けたでしょうか。


    「to be continued...」の引きからもおわかり頂けるように、本作はシリーズものです。よっぽど売り上げが悪くない限りはとりあえず次巻は出ると思われます。そして売り上げさえ良ければそれなりに巻数を重ねられるかと思います。というか、各キャラのエピソードを全部消化してトゥルーエンドに辿たどり着くには結構な巻数が必要なんですよねぇ、僕の構想によると……。


    　さあ果たして秀章は当初の構想通りにこの物語を書き切ることができるのか!?


    　それとも力及ばず打ち切られてしまうのか!?


    　僕と読者のガチンコ勝負！


    　いいですよー。そういうスリリングな感じ、嫌いじゃないですよー。


    　いろんな感情が綯ない交ぜになってテンションがハイになってきますね！


    　では、ハイになって口が軽くなったついでに、本作の裏話というか補足というか予告を少し。


    　実はこれ、ダブル主人公の作品なのです。この第一巻は拓たく馬まにスポットが当たってますが、これは〝軒のき原はら兄弟〟の物語です。つまりは辰たつ巳みもまた主人公なんですね。次巻以降はよりその色が濃こくなっていく予定です。そして恋愛要素もね、ぐいぐいお話に絡からんできますよ。恋愛厳禁の聖ひじりヶが原はら学園でどのような恋愛が繰くり広げられるのか。一体どのキャラがどのキャラに想いを寄せていくのか。その恋は実るのか!?　乞こうご期待！


    



    　──と、次巻の宣伝も済ませたところで簡略ながら謝しや辞じを。


    　綾あや歌うたリュウイチさんへ──世界観にバッチリのイラストをありがとうございます。今後ともお力添えのほどよろしくお願いします。


    　担当編集の具ぐ志し堅けんさんへ──デビュー作とは違い、企画段階からの制作ということでご迷惑も多分にかけましたが、これからもよろしくお願いします。


    　そして最後に、どういう形であれこの本を手にとって下さいました読者の貴方あなた様へ、最大級の感謝をおくらせていただきます。もしも本作が貴方様を「こいつら馬ば鹿かなことやってんなー（笑）」とにやけさせることができたのなら、これに勝る喜びはありません。


    　また近いうちに本を通してお会いできる日が来るでしょう。その時を楽しみにしております。


    　それではお元気で。
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